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「白はく桜おうウィークリーを一部」

　俺おれが一ひと言ことそう告げると、早はや足あしだった新聞売うりの生徒は緩ゆるやかに減げん速そくし立ち止まった。そしてたすきがけにした鞄かばんから慣れた手つきで該がい当とうの新聞を抜き出してこちらに手渡す。

　Ａ５版ばんサイズで価格は百円。内容を考えればまあ良りよう心しん的てきだ。

　俺から百円玉だまを受け取った新聞部ぶは毎まい度ど、と軽い会え釈しやくをして業ぎよう務むへと戻っていった。

「新聞いかがっすかぁ～」

　新聞部ぶ員いんである彼はこれからの昼休み、白はく桜おう台だい学園の校内で新聞を売り歩く。部にとって貴き重ちような収入源げんだろうからな。

「義ぎ理り立だてというやつか」

　俺の隣となりにいた連れの男子が、そこで声をかけてくる。

　明るく染そめた茶ちや髪ぱつにリアフレームの緑みどりメガネ、クラスメイトの猿さる倉くらだ。片手の指で足たりるほどに数少ない俺の友人の一人である。

「義理立て？」

　意味が分からずオウム返しに尋たずねると、

「いやー、だってさ」

　猿倉は大おお仰ぎようなアクションを交えて語り始めた。

「白桜台の麗うるわしき《革かく命めい家か》に降りかかった最大のピンチに果か敢かんに立ち向かい、悪の権ごん化げたる生徒会に一しつ矢し報むくいた天てん道どう優ゆう馬まの活躍とその顚てん末まつ……通つう称しよう『白はく銀ぎんの断だん頭とう台だい事件』を大だい々だい的かつドラマチックに取り上げて記事にしたのはその白桜ウィークリーじゃん？」

「バカ言え。そんなんじゃない」

　言いたいことを察し、俺──────天道優馬は呆あきれたため息を返す。

　猿倉の言った通り先せん日じつ白銀の断頭台事件と呼ばれる騒そう動どうが起きたのだが、その際に何の変へん哲てつもない一いつ般ぱん生徒である俺が解決に一枚嚙かんだのだ。

　それは生徒会に対して義ぎ憤ふんを抱いたからとか、胸に秘ひめた正義感かんによる行動とか立りつ派ぱなものではない。なんというか、まあ極めて個人的な事情があって危き機きに陥おちいったその《革命家》の先せん輩ぱいを放ったままにしておく事がどうしても憚はばかられたからだ。

　だからつまるところ、あれは俺の単なる感情故ゆえの行動だったのだ。

　それに事件をなんとか解決できたのは色んな人間の助けがあったからこそで、俺自じ身しんの動きなんて本当に微び々びたるもの。賞しよう賛さんされるようなものじゃない。物事を大げさに書きたがるのはメディアの悪い癖くせだ。

「またまたー。嬉うれしかったんだろー？」

　猿倉はにやけながら俺を肘ひじでつつく。

　それよりなにより────────

「あのな、自分の身に当てはめてよく考えてみろ。自分が失しつ神しんした顔をアップで掲けい載さいした新聞に義ぎ理りなんか感じるわけないだろう」

　そう、新聞部ぶはよりにもよって事件直ちよく後ごの白はく桜おうウィークリーの一面を、失しつ神しんした俺おれの顔かお写真でばっちりどでかく飾ったのだ。なんか記事も記事で野球の珍ちんプレーとか一いつ発ぱつ芸げいを覚えた動物を取り扱うかのようなノリで書かれていたし、特別いい扱いを受けたという事実は主しゆ観かん的てきにも客きやつ観かん的にも存在しない。

　つーか失神中ちゆうて。

　もう少しマシな写真なんていくらでも撮とれただろうに……。

「でもあの特集号ごう買ってたじゃん。なかなかないぜ、普通科かの一般的な生徒が白桜ウィークリーの一面を飾るなんて。それだけで価か値ちがある」

「あれは先せん輩ぱいに学生新聞は読んでおくようにって言われたから買っただけだ。俺はあの販はん売ばい期間、恥はずかしくておちおち外を歩けなかったんだからな」

　俺は歩みを再開させつつ、買ったばかりの白桜ウィークリーを広げる。

　Ａ４版ばんの紙を半分に折ったものを二枚重がさね、つまりＡ５版の用紙にして八はち面めん。白黒ながら鮮せん明めいな写真と興きよう味みを惹ひかれる副ふく題だいを掲かかげた記事、それらが見やすいよう考えられてレイアウトされている。この分ぶん量りようの記事を生徒だけで毎週仕し上あげるのはなかなか大変だろう。百円を払うだけの価値はやはりある。

　無料という面で言えば生徒会の広こう報ほう部ぶが出している白桜台新しん聞ぶんというのも存在するが、あれは情報が制せい限げんされていたり掲けい載さい記事の傾向が偏かたよっていたり、まあ早い話信しん用よう性せいに欠ける。つまり情報の確実性や公こう平へい性せいを考えると白桜ウィークリーしかないわけだ。

　ま、これは例の《革かく命めい家か》の先輩からの受け売りだけど……。

　中の文字を追ってみると、海外にスポーツ留りゆう学がくをする前ぜん途と有望な生徒の発表だとかピアノのコンクールでなにかしら大たい層そうな賞を獲とった天てん才さい部員のインタビューだとか、目を逸そらしてしまいたくなるほどに輝かしい在校生せいの功こう績せきが並んでいる。

　うーむ、非常に学生新聞らしい。

「中身なんか後でいいから、表紙の記事を見せろよ」

　隣となりから覗のぞき込んでいた猿さる倉くらが不ふ平へいの声を上げる。

「読むんなら猿倉も買え。これは俺の貴き重ちような百円で得た情報だぞ」

　そこで思わず中身を隠かくすように胸むな元もとに引きつけてしまい、結果表ひよう紙しが猿倉側がわに晒さらされてしまった。

「おー、ほうほう。カルテットベリーのニュースか。まあさすがに今の時期はそういうネタになるわな」

　猿倉は勝かつ手てに記事を読むと、なにやらうむうむと一人頷うなずいている。

　まったくこいつは……。

　しかし猿倉に先に知られたとなっては購こう入にゆう者しやの俺も気になるというもの。中身の精せい読どくは後にしてエンタメ記事の項こう目もくに目を通す。

　そこには『超ちよう人気アイドルユニット、カルテットベリーがニューアルバム発表！　発売前まえにはライブ開かい催さいも決定‼』との大だい々だい的てきな見出しがモノクロの写真と共に紙面を飾っていた。白はく桜おうウィークリーの三さん面めん記事は、大体の場合アイドルネタなのだ。

　さて、なぜ学生新聞なのにスポーツ新聞が如ごときアイドルの記事が掲けい載さいされ、あまつさえ三面を飾っているのか。

　その答えは非常に簡単かつ単純なものである。

　お、ちょうどいいところに。

『いっちにっ、いっちにっ』

　向かい側から掛け声が聞こえてくる。

　視線をやると、体操着ぎ姿すがたの女子の集団が掛け声と共にこちらへやって来るのが見えた。きっちり二に列れつ縦じゆう隊たいを崩くずさずにランニングし、息を弾はずませている。

　その集団にいる全員、誰だれ一人例れい外がいなく美び少女であった。

「今日きようは外がい周しゆうのコースをまわるから、もう少しペースあげていくよーっ！」

『はーい』

　先せん頭とうにいたリーダーらしきショートカットの美少女が大きな声と共に手を上げると、ユニゾンした生徒達の声が返っていく。

　現実的に考えて、あれほどまでに顔立ちの整った女子ばかりが揃そろった部ぶ活かつなど存在するわけはない。あれはアイドル科の生徒だ。

　そう、この白はく桜おう台だい学園にはアイドル科というロマン溢あふれる学科が存在している。

　通つう常じよう授業の他に歌やダンスについてのハードなトレーニング、アイドルとしての振る舞いを学ぶカリキュラムなどを通して優れたアイドルを育いく成せいすることを目的とした学科だ。その成果はめざましく、現在第だい一いつ線せんで活かつ躍やく中ちゆうのアイドルの約やく七割をここ白桜台から輩はい出しゆつしているほどでありその市し場じよう規き模ぼはなんと数すう兆ちよう円にも及ぶとか。

　つまり、先のカルテットベリーをはじめとした数々の現げん役えきアイドルは実際に白桜台学園に籍せきを置き勉べん学がくに励はげんでいるわけだ。そうなると新聞部ぶが白桜台のアイドルにまつわるニュースを学生新聞で取り上げても別べつ段だんおかしな話ではないだろう。

　ま、無む論ろんアイドルネタによる購こう買ばい数すう倍ばい増ぞうを狙ねらった下した心ごころはあるんだろうけどな。

「よきかなよきかな」

「いやー、素晴らしい。芸術品ひんだよねもはや」

「アイドルの生ふとももをこんなに間ま近ぢかで見れるとはなあ」

　周囲にいる男だん子し生徒はアイドル科の集団を見つめつつデレデレと鼻の下を伸ばしたり、通りすがりに目で追ってしまったり、ほっこりした表情を浮かべたりしている。

　かくいう俺おれも汗あせに濡ぬれたうなじや雪のように白い太ももなどで目の保ほ養ようを済ませ、名残なごり惜しく感じながらアイドル科の背中を見送った。

「いやー、スポーツ系けいってのもたまらんねー。弾はじける汗あせ、うら若き肉体の躍やく動どう、毎日の積み重ねによって磨みがかれる清せい廉れんなる魂たましい。真の純じゆん真しんとはかくあるべき。メイドだとか猫ねこ耳みみだとかそういう小こ手て先さきの技では敵かなわない、努力と研けん鑽さんの輝かしい属ぞく性せいってやつだな」

　よくもまあ自分の欲望をそこまで爽さわやかに表現できるものだ。

　しかし、そのアイドル科の後に続いてやってきた集団を見て─────俺おれは笑いながら猿さる倉くらに告げてやった。

「じゃあ、あの集団にも同じことが言えるんじゃないか？」

「ほほう？　どれどれ」

　俺の言葉につられて、猿倉が目の前に興きよう味み津しん々しんな視線をやる。

『いっちに！　いっちに！』

　こちらはおそらくはサッカー部だろう、泥どろで汚よごれたジャージと体操服ふくを着た男子の集団がランニングをしながらこちらへと近づいてくる。

「もっと声だせー！」

　大おお声ごえを張り上げたのは、先せん頭とうのキャップテンらしき男子。

『ハクオー！　ファイッ！　オーッ！　ファイッ！』

　以下の部員達たちはまるで雄お叫たけびのような声でそれに応こたえる。

　先ほどの集団とはさすがに総そう重じゆう量りようが違うのか、地じ震しんかと思うほどの地じ響ひびきを起こし盛せい大だいな土つち煙けむりをあげながら走り去っていく。

　エネルギーの奔ほん流りゆうのようなそれは、さながら自然災さい害がいであった。

「弾ける汗、うら若き肉体の躍動、毎日の積み重ねによって磨かれる清廉なる魂……猿倉の理り想そうにぴったりだぞ。好きなだけ眺ながめるといい」

「…………ご冗じよう談だんを」

　げんなりした様よう子すで猿倉はひらひらと手を振った。

　結けつ構こう堪こたえたようだ。

　お調ちよう子し者ものの猿倉の調子が挫くじけたことでなんとなく気を良くした俺は、教室に向かって再び歩を進める。猿倉の歩みは遅いので一応それに合わせてやる。

　さっきのアイドル科、外がい周しゆうを使うということは長めのランニングコースを走ることになるのだろう。サッカー部が体力づくりに使っているコースと同じだ。確か十キロ近くあるんじゃなかったかな？　ううむ、アイドル科っていうと華はなやかだけどなかなかにヘビーだな……。

　まあ後を追う形のサッカー部からしたら幸運だろう。

　偶ぐう然ぜんとはいえランニングなんていう地じ味みな運動中ちゆうに、全国津つ々つ浦うら々うらから集められた折り紙つきの美少女達を眺めることが出来るんだから────────────

　そこまで考えついて、はたと思いつく。

「こりゃ来るな……」

「来る？」

　怪け訝げんそうに聞き返してくる猿さる倉くらの言葉と、遠く背後からの空気を切り裂さくような笛ふえの音ねはほぼ同時だった。

　そして続くのは拡かく声せいされた男子の声。

『あー、こほん。我らは生徒会だ！　そこのサッカー部！　なぜわざわざアイドル科を追いかけるようなコースを選んでいる！　……なにぃ？　普ふ段だんからサッカー部はこっちのコースを使っているだぁ？　そんな言い訳わけが通るか！　おおかたアイドル科の集団を追いかけて来たんだろう。白はく桜おう台だいの財ざい産さんでもあるアイドルを色しき欲よくにまみれた視線で汚けがすとは言ごん語ご道どう断だん！　今から全員しょっぴいてやるから覚かく悟ごしろ！』

　白桜台で言う生徒会とは、実じつ質しつ的な統とう治ち組織のことを指す。

　アイドル科の保ほ護ごをお題だい目もくに掲かかげ、その絶ぜつ大だいなる権けん限げんによって学園を支配。やり方は横おう暴ぼう極きわまりないもので規き則そくによって自由を奪うばい、監かん視しの目によって生活を暴あばき、規則で行動を縛しばり付けるという独どく裁さい的なもの。

　さっき猿倉は生徒会を悪の権ごん化げなどと表現していたが、まあ当たらずとも遠からずと言ったところだ。実じつ際さい普通科かアイドル科問とわず生徒から嫌きらわれているし。

「ああ、来るって生徒会の取り締まりのことか」

　よくあることだ、と言わんばかりに納なつ得とくする猿倉だが……

「そっちじゃない」

　あいにく、俺おれの予想はその先だ。

「？　どういうことだ？」

　焦あせらなくてもどうせすぐに聞こえてくる。

『強きよう権けんにより生徒の自由を不ふ当とうに侵しん害がいする生徒会よ……許すまじ！　今ここに、正義の鉄てつ槌ついを下さん！』

　またしても中庭に響ひびいたのは拡声された声だったが、しかし今度は凜りんとした女子のもの。

『我は顔なき断だん罪ざい者しや！　鉄の理り念ねんと心の刃やいばを以もつて────────────ここに青春革かく命めいを執しつ行こうする！』

　やはり続くのは聞き覚えのある謳うたい文もん句くだ。

　そして最後、軽い爆ばく発はつ音おんのようなものと周囲のどよめく声までもがこちらに届いた。軽い悲鳴とざわめきの混じった騒そう動どうは、次し第だいに大きくなっていく。

「しかし、相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな……先せん輩ぱいは」

　俺は誰だれにも聞こえないようにそう呟つぶやきながら、先さき程ほど購こう入にゆうした白はく桜おうウィークリーをたたんで裏り面めんを見つめた。

　そこには一枚の写真と、生徒会指し定てい要よう注ちゆう意い人物との文字が掲けい載さいされていた。

　銀ぎん髪ぱつの美び少女の顔かお写真。無む邪じや気きなようでいて思し慮りよ深ぶかそうな、相あい反はんする二つの美しさを併あわせ持つ掛け値ねなしの美少女だった。

　こちらに向かってなぜかドヤ顔でピースをかましているこの絶ぜつ世せいの美少女こそ────とある大だい事件で俺おれが関わってしまった……関わらざるをえなくなった人物だ。

　麒き麟りん堂どう奏かな子こ。

　俺の先せん輩ぱいであり、生徒会の体制を覆くつがえさんとする白はく桜おう台だいの《革かく命めい家か》である。
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　風かぜ薫かおる五月の下げ旬じゆん、白はく桜おう台だいでは一学期の中間考こう査さが行われた。

　アイドル科かの存在にインパクトを奪うばわれがちだが、この白桜台は進学率りつの面でもそこそこ優ゆう秀しゆうである。そのせいか中間ではわりあい練られた────────もう少し言えば一年一学期の中間なんて中学の復ふく習しゆう程てい度どだろう、とタカを括くくっていた生徒の足あし元もとを掬すくう程度にはひねりが利いた────────問題が出題され、俺おれ達たちはちっともありがたくない緊きん張ちようと煩はん悶もんを味わうこととなった。そのテスト休みも瞬まばたきをしている間に通りすぎてしまい、中間考査の順じゆん位い発表という現実を無む慈じ悲ひに突き付けられたのが今日きよう。

　そして結果が発表された昼ひる頃ごろからはついに雨も降り始めた。打ちのめされた生徒達たちの心しん情じようを代だい弁べんするが如ごとくさめざめとした雨だった。なかなかに止やむ気け配はいを見せないのはその涙の内ない情じよう故ゆえなのかどうなのか……。

　俺はそんな生徒達の嘆なげきで埋め尽くされた放課後ごの白桜台をとぼとぼと歩いていた。頭ず上じように広げた傘かさをばさっと軽く振って溜たまっていた水すい滴てきを落とす。

　雨の勢いはさほど強くはない。いわゆる小こ糠ぬか雨あめというやつだ。

　しかし……

「まさか雨になるとはなあ……」

　確か予報では本ほん日じつ晴れで降水確かく率りつも低いままだったはず。この唐とう突とつな梅雨つゆ入いりで思わぬ被ひ害がいに遭あった生徒は少なくない。きっと今日は雨が止むまで校内で時間を潰つぶす生徒が多いんじゃないだろうか。いやあ、俺もロッカーに押しやっていた折おり畳たたみ傘を発見できなかったらどうなっていた事か……。

　しかし、俺の行き先はまっすぐ部室というわけではない。

　その前に寄るところがあるのだ。

　中庭の濡ぬれた芝生しばふを踏み進むこと数分、目的地ちに到着した俺は傘を閉じながら雨よけの中に入る。そこはしっかりとした屋根で覆おおわれた休憩所じよ。

　手入れのされた花か壇だんが休憩所を防ぼう波は堤ていのごとく円えん状じように取り巻いており、花壇の間かん断だんからその中を覗のぞけばベンチや自じ販はん機きなどがうかがえる。いわゆる昼食をとったり歓かん談だんしたりする目的で作られたスペースだ。

　しかし俺はここに昼食をとりにきたわけでも休憩をしにきたわけでもない。目的は華はなやかなりし花壇に囲われた休憩所ではなく、その外にある。近ちか寄よって正面から向き合う。

　中庭掲けい示じ板ばん。

　平均的な身長である俺が両手を広げても及ばない程度の大きさを持つ掲示板だ。緑みどりのフェルトが敷しかれたボードに掲示されている内容は、生徒会からのお知らせやら部ぶ活かつの勧かん誘ゆうポスターやら白桜台の行事予よ定ていやら……まあ定てい番ばんのものだ。

　そんな中に先月の末に行われた中間考査の結果も貼はりだしてある。ちなみに俺の順位はだいたい真まん中なか付近。被害は最さい小しよう限げんに抑えられたと言えるだろう。一いち応おう授業は真面目まじめに受けていたからな。いやーしかし、今後さらに難しくなると思うと不安が─────じゃなかった。俺おれは別に成績の確かく認にんをしにきたわけじゃない。

　目的は掲けい示じ板ばんの端はしに空あいている僅わずかなスペースだ。

　なんの掲示物もないフェルトの端を摑つかんでめくると、べりべりとマジックテープが剝はがれていく。中に埋め込まれた薄いコルクボードに並ぶのは簡かん素そなメモの群れ。

　十数枚程てい度どだろうか、紙の種類や書いてある内容はてんでバラバラで共通性せいは見当たらないのだが紙のサイズだけは例外なく統一されていた。理り路ろ整せい然ぜんと隙すき間まなくパズルのように埋められたその様さまは、ある種の美しささえ感じる。

　実はここ、普通科かとアイドル科が秘ひ密みつ裏りに交流する場所なのだ。

　基本的にその二つの学科は生徒会の政せい策さくと監かん視しによってまともな形では交流など持てないのが現状だ。実際に逢おう瀬せを目もく撃げきされればそれだけで注意勧かん告こく、ひどい場合は処しよ罰ばつを受けることだってある。郵便や電子メールなどの類たぐいで連れん絡らくを取ろうとしても生徒会の検けん閲えつがあるため通用しない。そこでお互いの生徒達たちはなんとか交流や情報交こう換かんを図はかるため、非ひ公こう式しきながら様々な接せつ触しよく方法を考こう案あんしそれを実行しているのだ。この掲示板も、そんな数ある接触方法の内のひとつってわけ。

　使い方は単たん純じゆん。みんなが均きん等とうな面積を使えるようにメモ用紙は七センチ×五センチの定てい型けいを使用し、用件を書いて貼はり付ける。宛あてられた者はそれを取って返事を貼り付け、それを繰り返して連絡を取りあっている形だ。

　そして俺もこの間の一いつ件けん以降、生徒会を警けい戒かいして中ちゆう等とう部ぶアイドル科に在ざい籍せきする妹の使し織おりとのやり取りにはこの掲示板を使用しているのだが……

「……ふーむ」

　そこに貼られたメモ用紙を食い入る様ように眺ながめて一枚一枚チェック。そこまで数すう量りようが多いというわけではないので一分も経たたずに終わった。

　そして、そっと緑みどりのフェルトを元に戻す。

「まだ返事はなし、か……」

　呟つぶやいて顔を離したところで、ふと背後に人の気け配はいを感じた。

　ちらりと見やれば長い紺こん色いろの髪かみが目に入る。女子だ。俺がそっとずれて場所を譲まもるとその女子は軽くこうべを垂たれて前までやってくる。最近よく見るな、この人。

　──────ここにいちゃ邪じや魔まかな。

　そう察して、再び雨の中に戻ることにした。

　ちょっと聞きたいことがあって、俺が使織宛ての質問メモを貼って約やく一週間かん。その答えがまだ貼り付けられていないのだ。質問メモの方は掲示板にないので使織は俺のメモを確かく認にんし、はがしているはずなのだが……。

　うーむ、ここまで間かん隔かくが開くのは初めてだな……。

　まあアイドル科のレッスンで使し織おりも忙いそがしいのかもしれないし、こっちが焦あせったところで進しん展てんがあるわけでもなし。

　少し気になるけど、今はとりあえず部室へと向かうことにするか。







　行き先は旧きゆう校舎群ぐん。

　旧校舎と聞くと廃すたれた廃はい墟きよ寸すん前ぜんの木もく造ぞう校舎を連れん想そうしがちだが、そこまで荒れ果てた校舎ではない。ちゃんと鉄てつ筋きんコンクリート製の、まだ耐たい用よう年数にもだいぶ余よ裕ゆうのあるものが三さん棟むね並んでいるいたって普通の場所だ。まだ授業で使う時だってあるほどだ。

　ただ現在は新しん校舎で過ごす事が基本となるため、どうしても寂せき寥りようの感が拭ぬぐえなくなる。今日きようのような天気ならばなおのこと。

　その中でも比ひ較かく的てき新しめの鉄筋コンクリート製の校舎へ向かう。

　バリケードで封ふう鎖さされた正面玄げん関かんを無む視しして南口へ。湿しめっぽい廊下を抜けて中央フロアに出たら大おお階段の裏うら手てへと向かう。緑みどりのピクトが薄ぼんやりと光る非常灯とうの下にあるのは、当然だが非常扉とびらである。

　どこにでもあるような何の変へん哲てつもない非常扉だが、こここそが入口なのだ。設置されたカードスキャナーに手持ちのカードを通すと、甲かん高だかい電子音おんが解かい錠じようを告げてくれる。その奥に広がっているのは外への出口ではなく、地下へと通じる薄うす暗ぐらい階段だった。初しよ見けんの時はなかなかに不ぶ気き味みに見えたものだが、見み慣なれた今は……少しだけワクワクする。

　硬こう質しつなコンクリート製の地下に靴くつ音おとを響ひびかせながら、その階段を降りていく。この奥にあるのは、青春革かく命めい部ぶの部室である。

　青春革命部。

　これこそが俺おれの所しよ属ぞくする部ぶ活かつ。恐きよう怖ふ政治を執とり行う生徒会をよしとせず、その圧あつ政せいに抗あらがい悲ひ嘆たんに暮れる生徒達たちを助ける事が主な活かつ動どう目的になる。そして最終目もく標ひようは現げん生徒会の転てん覆ぷく。

　無む論ろん現状ではこれらの活動は反はん逆ぎやく行為とみなされてしまうため、部活として正式な認にん可かは降りていない。部とは単なる便べん宜ぎ上じようの名前にすぎないのだ。だから、青春革命部の組織分ぶん類るいとしては部活というより反はん体たい制せい組織の方が意味は通りやすいだろう。

　そしてその長おさたる人こそかの有名な革命の姫ひめ君ぎみ、麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいなのである。

　ちょうど、地下に到とう着ちやくした。

　目の前には短い廊下が広がっており、左右に二つずつ計けい四部屋が存在している。その右手て前まえの部屋が部室だ。

　いつものようにドアノブを摑つかみ、部屋の中へと進んでいく。

「こんにち────────わっぷ！」

　俺の挨あい拶さつは、唐とう突とつかつ物理的に遮さえぎられた。部屋に吊つるされた布のようなものに顔面から突っ込んでしまったせいだ。

「あら、天てん道どう君くん？」

　部屋の中からのん気な先せん輩ぱいの声が聞こえる。

　ああ、すっかり忘れていた！

　先輩は俺おれがこの部屋に入ってくる度たびになにかしらイタズラを仕掛けてくる人なのだ。

　礼れい儀ぎ正しく下着をつけない巫女みこ姿すがただとかブルマなしの体たい操そう着ぎ姿だとか基本的には意味もなく扇せん情じよう的なコスプレが主体ではあるが、派は手でなものでは全身鏡かがみを何枚も仕掛けて部室を鏡の迷めい宮きゆう仕立てにした事もある。あれは鏡の世界の中でちらちらと視し界かいに入る先輩のパンチラに視線を奪うばわれたせいで脱だつ出しゆつするのが非常に困こん難なんだったな……。

　コスプレ衣装なり大おお道具なりをどこから得た資し金きんでどうやって調ちよう達たつしてきたのかまったく謎なぞめいているのだが、ともあれこのイタズラには注意を払わなくてはならないのだ。

「こ、今度は何の真似まねですか」

　ひとまず俺は自分の顔にまとわりついた布を剝はがして確かく認にんする。それは真まっ白しろな布……Ｙシャツかと思ったが、広げてみればブラウスだ。しかも白はく桜おう台だい高こう等とう部ぶ指定のやつ。

　そして正面を向けば今度はチェックの布が目に入る。これも高等部指定の、女子が着用するチェックスカートだ。その向こうには先輩が愛あい用ようしている黒のニーソックスも同じように吊つるされている。

　な、なぜこんなものが部室に……？

「ああ、ごめんね。部室に来る前に雨で濡ぬれちゃって、今いま制服を干ほしてるところなの」

　俺の疑問に気付いたのか、先輩は補ほ足そくしてくれた。

　軽く触ってみれば確かに少し湿しめっている。今日きようの雨はかなり唐とう突とつだったからなあ。

「折おり畳たたみ傘がさは用意してたんだけど、部室に置いといたんじゃ意味なかったわ。今いま外はずすね」

　苦く笑しようを混じえて先輩は近づいてくる。

　その際、干された黒ニーソと黒ニーソの隙すき間まからちらりと先輩の姿が覗のぞいて────────────って、うわわっ⁉
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「ちょ、ちょっ！　ストップストップ！」

　目に入ったのは衝しよう撃げき的な黄き色いろい布。

　淡いパステル調は幼い感じではあるが豊かな胸を包むためそのカップは大きく、アンバランスな魅み力りよくを放っている。下の方もレースや刺し繡しゆうなどの細かい造ぞう形けいやフォルムなどが大人おとなっぽく決して幼よう稚ちな感じにはなっていない。ほのかな色いろ気けが薫かおるというかなんというか……いやいやそれよりもなんで下した着ぎ姿⁉

「なんて格かつ好こしてるんですかっ⁉」

　慌あわてて視線を逸そらしながら告げる。紳しん士しとして当然、女性の下着姿を食い入るように見つめるわけにはいかない。

　ばっちり直ちよく視ししてブラのサイズやパンツの細こまやかな造ぞう形けいを確かく認にんしてしまったのはただの不ふ可か抗こう力りよくでたまたまで偶ぐう然ぜんで役やく得とくである。

「濡ぬれたから脱いだだけであって、好きでこんな格かつ好こしてるわけじゃないわ」

「だったら早く何か着てくださいよ！」

「でも、ジャージは校内のロッカーだし……」

「先せん輩ぱいご自じ慢まんのコスプレコレクションが隣となりの部屋に山ほどあるでしょう！　あの中から日常生活に支し障しようのないものを着てください！」

「コスプレなんてそんな」

　そこでなぜか先輩はもじもじ。

「恥はずかしいわ」

「今まさに下着姿すがたでうろうろしてる人の台詞せりふですかっ⁉」

「だってほら、コスプレはいわゆる非ひ日常を体験するためのものでしょう？　人によっては強い抵てい抗こうを示すフェチズムだし、下着姿よりもコスプレ姿に羞しゆう恥ちを感じる人がいたとしてもなんら不ふ思し議ぎなことではないわ」

「そういう人がいるのは分かりますが、先輩にとってコスプレは日常的な行為でしょう！　巫女みこにナースにメイドにスク水みず！　婦ふ警けいにブルマにキャビンアテンダント！　今まで俺おれに仕掛けてきたイタズラの数々を忘れたとは言わせませんよ！」

「天てん道どう君くん、よく覚えてるわね」

「……インパクト強めなのを選んだのは先せん輩ぱいですからね」

　咳せき払ばらいをして答えつつ、そっと布の隙すき間まから先輩の顔をチラ見する。

　きらびやかな銀ぎん髪ぱつ。あどけなさの残るような、しかし意い志しの強そうな瞳ひとみ。きりっと結ばれた口くち元もとは聡そう明めいさを感じさせる。そしてその身体からだは神かみ様さまがたっぷりと贔屓ひいきしてお作りあそばされたグラマーなプロポーション。さすが元アイドル科のホープだけあって、麒き麟りん堂どう先輩の美び貌ぼうはもはや完かん璧ぺきに近い。

　そんな先輩が目の前でコスプレを披ひ露ろうしてくれるわけだ。

　そりゃあもう極きよく力りよくバレないように堪たん能のうさせてもらいましたとも。こちとら年とし頃ごろの男子、その際の多た種しゆ多た様ような衣装を覚えてしまうのも当然と言えるだろう。

「……とにかく、今だけはコスプレしてもらわないと困ります。さすがに下着姿すがたの先輩と一いつ緒しよにいたら平へい然ぜんとしてはいられないですよ」

「本ほん能のう的てきな意味で？」

「倫りん理り的な意味です」

「そんな。私の本ほん意いは困こん惑わくする天道君を──────────」

　先輩はそこで不ふ自然に言葉を止めて……

「くしゅんっ」

　可愛かわいらしい破は裂れつ音おんを続けた。

　まあ無む理りもない。六月の上じよう旬じゆん、しかも今日きようは少しひんやりとしている。下着姿だけで過ごすのはあまりに早いだろう。雨にも降られたばっかりなんだし。

「ほら、風邪かぜ引いちゃいますから」

「……仕方ないわね」

　非常に珍めずらしく先輩は自らの失しつ策さくによって引き下がることとなった。なんともスムーズに勝負が付いた。いつもはこんなに簡単に決着せずにもう少し長くなるものなのだが、今回は俺おれに分ぶがあったようだ。

　……しかし、先輩はあの言葉の先に何を続けようとしたんだろうか？　なんとなく聞かなくて良かったような、怖こわいもの見たさで聞いてみたかったような……。

　まあ、今は置いておこう。

「じゃあ、なにかコスプレのリクエストある？」

「えーと……ほら、昨日きのう仕入れたって言ってはしゃいでいたやつ。県内屈くつ指しの名めい門もん女子高こうのセーラー服でしたっけ？　あれ夏服だし、もう六月だしちょうどいいんじゃないですか」

　ここは注文を出しておく。

　以前もコスプレのリクエストを問われたことがあったが、その時とき恥はずかしさもあって『お任せしますよ』なんて適当に言ったらバドガール姿でやって来た事があった。なのでこういう時はきっちり答えておくほうがのちのち面めん倒どうにならないのだ。

「分かったわ。ちょっと待っててね」

　そう答えると先せん輩ぱいは下着姿すがたのまま迷わずに俺おれの脇わきまで来て、風が通り抜けるかのように部屋を退室していった。あまりに素す早ばやく、止める暇ひまもなかった。

　……結局ばっちり見てしまった、胸の谷間。

「まったく、いつもああなんだから……」

　これじゃなんのためにコスプレするんだか。先輩は切れるところがあるくせに、どこかちぐはぐでとんちんかんだ。ま、今に始まったことじゃないが。

　俺は手に持っていたままの折おり畳たたみ傘がさを傘立てに差すと、指定席せきである木製の椅い子すにどかっと腰こし掛かけた。

「ふうん……」

　そこで、声がした。少し幼い感じのする女子の声だ。

　先輩が退室したのでこの部屋にいるのは俺だけのはず。まさかのホラー展開かと悪お寒かんを感じつつも正面に目を向けると視線がぶつかった。

　その瞬しゆん間かん、別の意味で背せ筋すじが一いつ気きに凍る。

「し、使し織おり⁉」

　思わず椅子から飛び退のいて名前を叫ぶ。

　ちまっとした背せ丈たけ、黒く艶つややかな黒くろ髪かみ、そしてブラウンがかった大きな瞳ひとみはじいっと俺をにらみつけている。間違えるわけがない。向かいにいるのはここの中ちゆう等とう部ぶアイドル科に通っている妹の使織だ！

　な、なんでこんなところに⁉

「やっぱりお兄にいちゃんはこうやっていかがわしい部ぶ活かつで先輩と楽しんでたんだぁ……」

　ああっ！　なんか使織の頭ず上じように外の雨あま雲ぐもすら凌りよう駕がしそうなほどの暗あん雲うんが渦うず巻まいてっ⁉

　これは相当に怒ってるぞ……っ！

「だらしないお兄ちゃんは私がしっかり監かん視ししてあげないとダメなのかなぁ……？」

「ご、誤ご解かいだ！　聞いてくれ使織！」

「なぁにがどぉう誤解なの？　日常的に先輩にコスプレしてもらってたってことは、毎日あーんなことやこーんなことして楽しんでたってことだよねぇ……？」

　さっきの会話、ばっちり聞いてたのか！

「い、いやあれはどっちかと言うと俺は被ひ害がい者しやで……」

「どうして被害者のはずのお兄ちゃんがコスプレの種類を把は握あくして、リクエストなんてするのかなぁ……？　巫女みこにナースにメイドにスク水みず、婦ふ警けいにブルマにキャビンアテンダント……さぞ楽しかったでしょうねぇ……」

　ここで俺はようやく気付いた。

　先せん輩ぱいがあそこであっさりと引き下がるわけがない！　制服を干ほして使し織おりを隠かくした上での会話！　狙ねらいははじめっからこれだったんだ！　すべては先輩の掌しよう中ちゆう───────

　やられた……っ！

　振り返ってドアをにらみつけるが、無む論ろんそこには誰だれもいない。

「先輩は着替え中だから、もうしばらく帰ってこないんじゃないかな？」

　その言葉が何を意味するか、俺おれは即そく座ざに察した。声に導かれるように正面を向くと使織はいつの間にか俺の正面に。

　次に使織が披ひ露ろうしたのは、アイドル科か期待の新しん人じんとの評ひようを裏付けるような極ごく上じようの笑えみ。

「お兄にいちゃん、歯を食いしばってね」

　冥めい土どの土産みやげとしては、この上ない。
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「まったくもうこれだからお兄ちゃんは目が離せないんだよ私がここの中ちゆう等とう部ぶに入学して女子寮りように住むって決まった時に一いち番ばん心配したのはお兄ちゃんの生活の監かん視しが出来なくなることだったんだからね私がいなくなったらものぐさでぐうたらなお兄ちゃんがもっとだらしなくなっちゃうに決まってるんだから今年に入ってお兄ちゃんが白はく桜おう台だいに入学するって聞いた時はようやく生活が矯きよう正せい出来るって本当にほっとしたのにそれなのに美人な先輩の変なコスプレに鼻の下した伸ばしちゃってみっともないったら確かにあの生徒会を出し抜いて白はく桜おうウィークリーにも名前は載のったしあの時はかっこよかったけどあのええとそのそういうんじゃなくてとにかく普ふ段だんの生活においてのいい加か減げんさを私の指導のもときちんとあらためて───────って聞いてるのお兄ちゃん？」

「聞いてるよ、ちゃんと」

　実じつ際さい半分以上聞きき流していたが、これ以外の答えは口に出来ない。大だい体たい使織の説せつ教きようはいつも同じ内容であるが、怒らせた以上は気が収まるまで黙だまって聞くほかないのだ。

「お待たせ～」

　そこでのん気な声とともにドアが開く。

　先輩だった。

　白はく桜おう台だいではないどこか他校のセーラー服。野や暮ぼったくなくスマートな印いん象しようを受けるのはデザインのおかげか夏服の薄い生き地じだからか。そしてこれがまあよく似に合あっている。美人はなんでも似合ってしまうという言葉をこれほどまでに実じつ証しよう出来る人物もそうはいまい。

「わあ、すごいほっぺた」

　そして入ってくるなり俺の頰ほおを見て口くち許もとに手を当てた。

　言われなくても分かる。ついさっき使織に全力で頰を引っぱたかれたのだ。見事なほど鮮あざやかな紅葉もみじが俺おれの頰ほおに張り付いていることだろう。まだひりひりして熱い。

「……先せん輩ぱい、ハメましたね？」

「さあなんのことだか私にはさっぱり……」

　紺こん色いろのスカートをひらひらとさせながら部屋の奥へと向かってお茶を淹いれはじめる。

　むう、下着姿すがたと胸の谷間を拝おがめた代だい償しようは予よ想そう以上に大きくついたな……。

「だからとにかくやっぱりお兄にいちゃんには私がいないとだめだと思うのあの事件のせいでちょっと有名になっちゃったし私の友達はきゃあきゃあ言って紹しよう介かいしてとか言うしまったくそんなこと私が許すわけないっていうのに──────」

「いや、えーと使し織おり、ひとつ聞きたいんだけどさ」

　そろそろ頃ころ合あいかと思い、言葉を挟む。

「なんでここにいるんだ？　ここには来るなって前にも言っただろう」

　青春革かく命めい部ぶは白はく桜おう台だいを牛ぎゆう耳じる生徒会に反はん旗きを翻ひるがえす組織。そしてその部室となればもはやテロリストのアジトのようなものだ。正直に言って、将来を嘱しよく望ぼうされ輝かしいサクセスロードを歩む使織にはあまり関わってほしくはないんだけど……。

　すると、使織は説せつ教きようを止やめたもののそのむすっとした表情は変化させなかった。

　口を挟むタイミング、間違えたかな？

「……掲けい示じ板ばんのメモ、質問の答えのメモを出したのに、いつまで経たってもお兄ちゃんがお返事くれないんだもん。だからわざわざ生徒会に見つからない方法で会いに来たんだよ」

　ジト目のままそう続けた。

　掲示板のメモ……？

「あっ」

　その単たん語ごを聞いて思い出す。

　中庭の掲示板。つい先ほど使織からの返事がないか確かく認にんしてきたばかりだ。

「俺からの返事？　いや、その前に俺の質問に対する答えのメモが返ってきてないぞ。もう一週間くらい経つのに」

「うそ。私はちゃんと答えのメモを掲示板に貼はり付けたよ……？」

「へ？　まさかそんなわけ────────────」

「まさにその件なのよ」

　そこで、先輩がお盆ぼんを手に会話へと参さん入にゆうしてきた。緑りよく茶ちやが注つがれた湯のみを三つ机にそっと置いて上かみ座ざの椅い子すへ腰こし掛かける。

「今日きよう、使織ちゃんはその件でここにやってきたの。依い頼らい人にんと言っていいわ。まず話を最初から整理しましょうか」

　ここは俺と使織の意見が食い違っている以上、水みず掛かけ論ろんをするよりも第三者である先輩に進行を務めてもらったほうがいいだろう。

　使し織おりも特に異い論ろんはないのでお任せすることにした。

「ええと、まず中庭の掲けい示じ板ばんを使って天てん道どう君くんと使織ちゃんがメモのやり取りをしているってことは、さっき私も使織ちゃんから聞いたわ。天道君は青春革かく命めい部ぶの部員だし、兄妹といえども生徒会は容よう赦しやしないだろうからメールでなく掲示板を使う判はん断だんは正しいと思う。ここまでが前ぜん提ていね。そして問題はここから」

　先せん輩ぱいはてきぱきと確かく認にんを済ませながら話を進める。

「使織ちゃんは天道君からの質問メモを受け取って、その答えのメモを貼はり付けた。でも、いつもならすぐお礼のメモが返ってくるのに今回は反応がなにもない。ここまで間かん隔かくが開くのはそうそうないから、怪あやしく思ったそうよ。もしかしてなにかあったんじゃないかって心配になったって。それで詳しい事情を私に尋たずねるつもりでこの旧きゆう校舎の付近をうろうろしていたのを見つけて、彼女を部室内ないに招き入れたって流れなの」

　なるほど、使織がこのセキュリティのしっかりした部室にいるのは先輩が招き入れたからだったのか。以前一いち度ど来たことはあるし、場所は知っているわけだからな。

　そこは分かったけど、問題はメモの方だ。

「いや……俺おれはそもそも使織の答えのメモを掲示板で見てませんよ。むしろ使織からの返事が遅いなーって思ってたくらいで……」

「え、私はちゃんと貼ったよ？　ハニーのダイエットについてだよね？」

　ハニーとは俺の家で飼っているコーギーのことだ。

「そうそう。使織が寮りよう住ずまいする前さ、ハニーが太っちゃってダイエット食に切り替えた事があっただろ？　色んなドッグフード買って試したけど、一番ハニーが気に入ってたやつがどれだったか忘れちゃってさ。教えて欲しくてメモ貼り付けたんだけど……」

「うん。その答えなら五日前くらいに貼り付けたよ。いつも使ってるブランドのベジタブルミックスのやつって書いたもん。間違いないよ」

　使織はごく真面目まじめな口く調ちようでそう告げた。答えの内容までしっかり覚えてるってことは間違いないんだろう。

「そっか……いや、だけど俺は使織のその答えのメモを剝はがしてないよ。見た記き憶おくもない」

「つまり使織ちゃんはメモを貼った。でも天道君はそれを確かく認にんできなかったということね。掲示板のあの二に重じゆうフェルトの構こう造ぞう上じよう風や雨で吹き飛んだとは考えにくい。そうなると……誰だれか第だい三さん者しやが剝はがしたってことになるわ」

　先輩はあごに手を当てて目を細める。

「どこかの誰かが勘かん違ちがいしてメモを持ち帰ったのかもしれないけど、それは元のところに貼り直せばいいだけの話。ということは……」

　そして、言いづらそうに続ける。

「使織ちゃんのメモは、誰かに盗ぬすまれた可能性があるわ」

「ぬ、盗ぬすまれた……ですか？」

「ペットの事を書いた、ただのメモなのに？」

　その推すい測そくを聞いて俺おれ達たち兄妹は頭ず上じように疑問符ふを浮かべた。

　しかし、先せん輩ぱいはぴっと人ひと差さし指ゆびを立てて答える。

「考え方を変えてみて。確かに掲けい示じ板ばんに貼はられた生徒同どう士しの交換メモってだけじゃピンと来ないかもしれないけど『アイドルのプライベートが記された直じき筆ひつメモ』って言えば、その手のファンにとっては貴き重ちようなアイテムに見えるんじゃないかしら？」

　……言われてみれば確かに。

　生徒会の目を盗んでの交流する場という部分に囚とらわれていたが、確かに視点を変えればファンのコレクターアイテムとしての価か値ちは充分にある。ましてや使し織おりはデビュー以来人にん気きを博はくしている新しん人じん。目め星ぼしをつける奴やつがいても不ふ思し議ぎではないかも……。

「さて、それを確かく認にんするためにもとりあえずは基本中ちゆうの基本、初しよ歩ほ中の初歩……」

　そう言いながら、先輩は腰を上げた。

「現場検けん証しようといきましょうか」
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　中庭は普ふ通つう科か校舎と学生食堂に挟まれたような場所にある。

　二つの棟とうを結ぶアーケード付きの屋おく外がい通路は中庭を横おう断だんするように設置されており、そのちょうど中間ポイントみたいな位置に存在するのが例の掲示板を含めた休憩所じよだ。

　自然を感じられるロケーションは悪くないものの、さすがにすぐ近くに冷れい暖だん房ぼう完備の学食が存在しては利用者がそちらへ流れてしまうのは道どう理りというもの。しかもアイドル科という麗うるわしき花まで添えられてはもはや為なす術すべはない。

　なので、この休憩所を利用するのは気まぐれを起こした生徒や喧けん騒そうを嫌きらう読書家かくらいなもので、立りつ地ちの好こう条件さに比べて実際の利用者人にん数ずうは意い外がいと少ない。ただ校舎学がく食しよく間かんを移動する際に生徒達はどうしても休憩所を通過する事になるので、情報発はつ信しんをする掲示板の設せつ置ち場所としては悪くないのだろう。

　学食に近いためどの学科の生徒がいつ通っても不思議には思われず、かつその場を利用する生徒も少なく加えて花か壇だんの城じよう壁へきまである。

　つまり率そつ直ちよくに言って非常に『細さい工く』を施ほどこしやすい。

　アイドル科と普通科でメモのやり取りをするという意味でも、この休憩所の位置は非常に都つ合ごうがいいというわけだ。

「ふむ……」

　旧きゆう校舎からここへと直ちよつ行こうし、俺おれは本ほん日じつ二度目になる掲けい示じ板ばんの確かく認にんを済ませた。やはり掲示板それ自体に変化はないようだ。

　そして休きゆう憩けい所じよの中をぐるりと見回す。

　人は少ない。ほとんどいないと言っていいほどだ。

　まあ授業が終わってから時間もだいぶ経たったし、幸い雨は弱気なまま変化はない。居い残のこっていた生徒達たちもしびれを切らして強ごう引いんに雨の中を突っ切って帰ってしまったんだろう。

「先せん輩ぱい、どうですか？」

「うーん、そうねぇ……」

　俺と離れた位置で掲示板を見ていた先輩に声をかけると、短い返事。そしてこちらに近づいてきて先輩も同じようにメモの貼はってある場所を軽くチェックした。

　そして一言。

「やっぱり、手て口ぐちから考えて盗とう難なんで確定かな。犯はん人にんの目め星ぼしもついたし」

「えっ」

　意い外がいな返事に、思わず先輩の顔を二に度ど見みしてしまう。

　今のわずかな観察で、もう犯人の目星がついた？　麒き麟りん堂どう先輩が頭の切れる人だとは知っていたつもりだけど……いったいこの人には何が見えてるっていうんだ……？

　それと同時に、俺の頭の中に嫌いやな想そう像ぞうが浮かぶ。

「……あの」

　少し声をトーンダウンさせて、先輩の耳みみ元もとへと顔を寄せた。

「もしかして、犯人は傷きず仮か面めんとか……？」

　傷仮面。

　傷の入ったオペラ座の怪かい人じんの仮面を被かぶり、白はく桜おう台だいで暗あん躍やくする男だん子し生徒のことだ。

　アイドル科の生徒を物ぶつ色しよくするような不ふ穏おんな動きを見せており、その中でも使し織おりに強く興きよう味みを示しているらしい。実じつ質しつ的な被ひ害がいはなにもないものの、先輩が探さぐりをいれようともその正しよう体たいはなぜか雲のように摑つかめずその不ぶ気き味みさがまた不安をかきたてるのだ。

　今回の件も使織が絡んだ一件。もしや傷仮面がなにかしら企くわだてているのでは、と連れん想そうしてしまったのだが……。

「ああ、その心配はないと思うわ」

　先輩は、不安を解くように笑ってくれた。

「この間、私がリストアップした傷仮面と思おぼしき『七人の容よう疑ぎ者しや』がいるでしょう？」

「ええ」

　確かに傷仮面の容疑者を載のせたあのリストは、前に一いち度ど見た事がある。

「彼らの動どう向こうはずっとチェックしているけど、ここ最近怪あやしい動きをしている様よう子すは見られなかったわ。だから傷きず仮か面めんの犯はん行こうっていう線はないと思う。傷仮面自じ身しんも慎しん重ちような奴やつなのか、自じ発はつ的てきに目立つ行動を起こしたことはないしね」

「なるほど……」

　それを聞いて少し安心した。

　先せん輩ぱいの調べで裏うら付づけが取れているのならば、まあ最悪の事じ態たいにはならないだろう。

　しかしそうなると今回の犯はん人にんは一体誰だれなのか……。

「なぁにコソコソ話してるの」

　そこで、俺おれと先輩の間に割って入るようにして使し織おり。

　この傷仮面の件は使織には伝えない事にしている。変に怯おびえさせる必要もないし、アイドル活動に集中していて欲しいからな。

「使織は別に付いてこなくてもいいんだぞ。アイドル科のレッスンはどうした」

「今はすこし余よ裕ゆうがあるんだもん」

「余裕？　アイドル科は毎日レッスンで忙いそがしいはずだろう」

「ほら、カルテットベリーのニューアルバム発はつ売ばい記念ライブを控ひかえてるから。私のレッスンを担当してる先生もそっちに借り出されちゃって、今日きようは自じ主しゆ練れんなの」

　ああ、言われてみれば白はく桜おうウィークリーにそんな記事が載のっていたな。

　カルテットベリーといえば白はく桜おう台だいが輩はい出しゆつしたアイドルの中でも名めい実じつともにトップクラス。そのニューアルバム＆ライブとなればそりゃ注ちゆう力りよくするはずだ。

「そ・れ・に……」

　険しい表情でずいっと俺に迫る。

「お兄にいちゃんと先輩を二人っきりにするのは、なんかよくないもん」

「なんだそりゃ」

「妹の勘かんだよ」

「うふふ。じゃあ使織ちゃんも一いつ緒しよに」

　そこで先輩は使織の肩に手を回し、自分の方へと引き寄せた。すると身長差さのせいか、先輩の豊かな膨ふくらみが使織の頰ほおにぽいんっとぶつかって揺れた。

　マジでぽいんっと擬ぎ音おんが聞こえるかのような揺れ方だった。素晴らしい。

「こ、このボリュームにお兄ちゃんは……」

　使織はごくりと喉のどを鳴らし、自分の顔の隣となりにある膨らみを睨にらみつける。

　兄としての名めい誉よのために言っておくが俺が青春革かく命めい部ぶに入部したのは決してそのボリュームに籠ろう絡らくされたせいではないぞ。おそらく。たぶん。きっと。

「うふふ、使織ちゃんも年とし頃ごろの女の子だもんね。他の人との身体からだの差が気になってもべつに不ふ思し議ぎな事じゃないわ。えいっ」

「もふもふっ⁉」

　そこであろうことか、先せん輩ぱいは使し織おりの小さな頭を包み込むように抱きしめた。

　ああっ、ふくよかに育った恵み、生命の象しよう徴ちようたる果か実じつをまんべんなく味わえるとはなんとうらやまけしからん。

「私もこんな可愛かわいい妹がほしかったわ……そして一いつ緒しよに可愛いコスプレをしてたくさん写真を撮とるの。夢だわ……」

　先輩は恍こう惚こつとした表情で胸に抱きしめた使織の頭を撫なでる。

　この人は自分で着き飾かざるのも好きだけど、人を着飾るのも好きな人なのか。そういえば俺おれと一番初はじめに会った時も『とっても可愛くしてあげる』とか言ってたような……。

「せ、先輩の義妹いもうとにはなりません！　断じて！」

　使織はその甘かん美びな拘こう束そくを振りほどき、きっぱりと言い放つ。

「あらそう？」

　心しん底そこ残念そうな声をあげつつ、先輩は胸むな元もとで手を合わせた。

　先輩が好こう意い的てきであるのに対し、使織はなにやら反はん抗こう心しんがある様よう子すだ。

　まああれだな。使織にはこの部に深く関わってほしくないし、先輩と仲良くされるよりはこんな感じのほうがいいか。

「さて、掲けい示じ板ばんの調査は終わったし今度は校舎側がわからの経けい路ろを確かく認にんしてみましょうか」

　ぽむっと両手を合わせて先輩。

　今俺達たちは中庭を突っ切るようにして外側からこの休憩所じよにやってきたが、校舎と学がく食しよくを繫つなぐアーケード付き通路でやってくるのが本来の道みち筋すじだ。

　しかし……

「なんか意味あるんですか？　それ」

「天てん道どう君くんがもし犯はん人にんで掲示板に行くとしたら、中庭を突っ切って外から行くか、校舎内ないから繫つながる屋おく外がい通路から行くか。どっちを選ぶ？」

　先輩にそう問われ、少し考えてから俺は答えを口にした。

「……校舎内から、行くと思います」

　この休憩所にわざわざ留とどまる者は少ないが、学食と繫がっているせいか通路の往おう来らいは結けつ構こう頻ひん繁ぱんだ。それに比べて中庭は特に遮さえぎるものもなく広々と視し界かいが開けている。

　もし犯行をするのならば、やはり目立ちたくはない。

　人ひと目めにつきやすい中庭よりも、人ごみに紛まぎれる事ができる通路を選ぶのが自然だろう。

「そうでしょう？　きっと犯人もそう考えるはず。実際に犯人が使った経路をなぞることで見えることもあるわ。それを確かく認にんするって意味よ」

　なるほど。理りに適かなっているな。

　しかし、旧きゆう校舎からここまで直接来きたために三人とも革かわ靴ぐつだ。校舎内に入るためには一いち度ど上うわ履ばきに履き替えなければならないな。

「それじゃ、上履きに履き替えてからまたこの休きゆう憩けい所じよに集合しましょう」

　先せん輩ぱいのその一ひと言ことで俺おれ達たちは各かく昇しよう降こう口ぐちへと向かうことにした。







　俺と先輩は揃そろって昇降口へと向かい靴くつを履き替え、校舎内ないから学がく食しよくの方向へと並んで歩いていた。使し織おりは中ちゆう等とう部ぶで昇降口が別になってしまうため現地で集合の形になっている。

　なんだか今日きようはご機き嫌げんななめみたいだし早めに向かってやるとするか。

「あの、先輩」

　しかし、この道どう中ちゆうの時間くらい話で埋めても使織も文もん句くを言わないだろう。さすがに。

「犯はん人にんの目め星ぼしがついたって言ってましたけど、一体誰だれなんです？」

　先ほどの話の続きだ。

　俺は使織を狙ねらうようなやつは傷きず仮か面めんしか心こころ当あたりがなかったのだが、先輩はそれをあっさりと否定した。そしてその上で犯人の目星がついていると続けた。

　そいつの正しよう体たいはやはり気になる。

「犯人はおそらく『コレクター』ね。最近目め立だって動いてる生徒なの」

「『コレクター』？」

　俺はオウム返しした。英えい単たん語ごで言えばそのまま収しゆう集しゆう家かという意味だが……先輩の発した単語にはなにか別の意味が込められているように聞こえた。

「その名の通り白はく桜おう台だいにいる収集家なんだけど……アイドルに関わる物ぶつ品ぴんを専門にしている犯はん罪ざい者しやよ。最近だと……ダンスもこなせる実力派はで売り出し中の大おお神がみ薫かおるのコレクションであるサングラス、若わか手てグラビアクイーン鳩はと美み結ゆ理りが撮さつ影えいの際に使ったパレオ、声せい優ゆうとしても人にん気きの美び声せいアイドル鶯うぐいすつぐみが愛あい用ようする台だい本ほん用よう赤ペンなどなど……自分好ごのみのアイドルにまつわる品を盗ぬすんでいるそうよ。白桜台のどこかにあるコレクションルームにはファン垂すい涎えんもののレアなお宝が満まん載さいなんだとか……」

　グラサン、パレオに赤ペン……か。そして今回は直じき筆ひつメモときた。そのアイドルが密みつ接せつに感じられるような身み近ぢかな物品がいいってことか？

　うひゃあ、とんでもなくはた迷めい惑わくな奴やつがいたもんだ。

「私も動どう向こうを色いろ々いろ調べたりもするんだけど……これがなかなか尻尾しつぽを見せないやつでね。実際に内ない情じようはあんまり探れていないわ」

「使織は確かに注ちゆう目もくの新しん人じんなんで狙われるかもしれないです。でもその『コレクター』とやらが犯人だって断だん定ていするにはちょっと弱いような気が……」

「それに関しては分かりやすい証しよう拠こがあったの」

　先輩は予よ測そくしていたのか、すぐに返してくれた。

「あの掲けい示じ板ばんに貼はられた無む数すうの掲示物ぶつの中にね、これが紛まぎれてて」

　そしてすっと差し出されたのはキャッシュカードだとか電子定てい期き券けんのサイズの、いわゆる黄おう金ごん比ひで形けい成せいされた一枚のカードだった。紙で出来ており質はなかなかに良い。

「そのカードは『コレクター』が現げん場ばに必ず残す犯はん行こう声明なのよ」

「大だい胆たん不ふ敵てきですね……」

　昔のアニメや児じ童どう文学とかでよく出てきた怪かい盗とうみたいなやつだ。みたいじゃなくて、その働きから言ってまさに怪盗そのものか。

　とりあえず渡されたカードをよく観察してみる。カードは真まっ白しろで赤い蝶ちようのようなものが端はしに舞っている。そして中央には控ひかえめな筆ひつ記き体たいで記されていた《baiser》の文字。

「バイザー……？」

「ヴェーゼ、ね。フランス語でキスって意味よ。端にキスマークがあるでしょう？」

　ああ、これは蝶じゃなくてキスマークだったのか。

「ターゲットの方向性せいや活かつ動どう時間、そしてこの手て口ぐち……『コレクター』は女性じゃないかってところまでは絞しぼれてるんだけどね」

「なんでこんなものを現場に？」

　創作物ぶつの中ではよく見る手しゆ法ほうだが、現実的にはほとんど例はないんじゃないか。

　盗ぬすむなら盗むだけでいいはず。こんなものを残したら足がつく確かく率りつが高くなってしまうし毎回手て間まが増えるだけだ。愉ゆ快かい犯はんとかそういう事なんだろうか？

「ほら、よく言うじゃない。収しゆう集しゆう家かは自らのコレクションを集めるのはもちろん、その実績を顕けん示じしたい欲求も同じくらい強いって。彼女はおそらくこういう形でその欲を発はつ散さんさせてるんでしょう」

　……んん？

　先せん輩ぱいの言わんとしてることが分からずに眉まゆをひそめる。顕示欲よくってことは、この場合平ひらたく言えば盗とったコレクションの自じ慢まんってことだろう。そしてこのキスを意味するヴェーゼのメッセージカード…………ああ、もしかして。

「ええと、つまり『唾つばつけた』ってことですか？」

　それを聞いた先輩はなぜか笑った。

「まあ、明あけ透すけに言えばそうね。盗んだモノはもう私のモノ、誰だれにも渡さないわっていう主張みたいなものでしょう」

　確かにそういう意い図との表現としてキスを使ったりするのは、女子っぽいかもなあ。

「しかしなんつーか、ますますもって厄やつ介かいな印いん象しようが……」

「こういう犯はん罪ざい者しやは白はく桜おう台だいの土ど壌じようが生んだ独どく自じのものね。やっぱりアイドル科は色々な功こう罪ざいを生み出してしまっているから……」

　今度は、先輩の言わんとする意味は理解できた。

　アイドルを狙ねらう不ふ逞ていの輩やからがいるせいで、単純な被ひ害がいはもちろん生徒会にも権けん限げん拡大の大たい義ぎ名めい分ぶんが出来てしまう。そして犯はん罪ざい者しや達たちは生徒会の追及をかいくぐるため手法をより高度により複雑にしていき、それを潰つぶすために生徒会がまた取り締まりを強化する。悪あく循じゆん環かんの出来上がりってわけだ。

　青春革かく命めい部ぶとしては、やはりこの因いん果がをうまく断ち切りたい。

　その意味でも今回の『コレクター』はなんとか現げん場ばを押さえるなりなんなりでとっちめてやりたいところだけど……。

「あら」

　先せん輩ぱいは正面を見たまま短く呟つぶやく。

　俺おれもその視線を追って──────────────

「げっ」

　思わず声をあげてしまう。

　向かい側からやってくるのは二人を先せん頭とうにした数人の集団。

　一人は背が高く冷れい徹てつさをそのまま体たい現げんしたかのような男子、鮫さめ島じま。細いフレームのメガネが非常に嫌いや味みったらしい。

　もう一人は対たい照しよう的てきに背の低い、メガネをかけた女子だ。雛ひな井いという名前が示す通りちんまりとしたなかなかの美び少女なのだが、身に纏まとう硬こう質しつな雰ふん囲い気きは鮫島とよく似ている。

　そしてメガネコンビの二にの腕うでを誇ほこらしげに彩いろどるのは生徒会の腕わん章しよう。

　この二人は生徒会の執しつ行こう部ぶ……つまり風ふう紀き委員会に所しよ属ぞくしているのだ。無む論ろん背後にいる生徒も生徒会なのだろう。

「麒き麟りん堂どうに天てん道どう優ゆう馬ま……」

　相手もこちらに気付いたようで、鮫島の呟つぶやきが届く。歯ぎしりすらも聞こえてきそうなほどに憎にく々にくしげなやつが。

　それもそのはず。先日俺が白はく桜おうウィークリーに載のったあの事件、つまり生徒会になんとか一泡あわ吹ふかせた時に俺が相手取どったのは……今まさに目の前にいる二人なのだから。

　その後、確か仲良く降こう格かく処しよ分ぶんが下されたとかなんとか。

　そんな二人が俺と先輩を見たらどういった感情を抱くだろうか？　恨うらまれこそすれ友ゆう好こう的てきになるなど立たち場ば的にも感情的にもありえない。

　そうなれば穏おん便びんにやり過ごすのが吉きち────────────

「ここは先せん手て必ひつ勝しようね」

　先輩はそう告げると、迎え撃うつようにすいっと一歩前まえに出る。

「こんにちは、雛井副ふく生徒会長に鮫島風紀委員長。あら？　今は雛井風紀副委員長に鮫島補ほ佐さだったかしら？」

　肝きもが瞬しゆん間かん冷れい却きやくされた。

　な、なぜいきなり相手を煽あおるような真似まねをっ⁉

「貴き様さま……どうしてもしょっぴかれたいようだな……」

「役やく職しよくを告げただけよ。まさかそれだけで連れん行こう？」

「貴様等ら白はく桜おう台だいの危険分ぶん子し二人が連れ立って行動している時点で理由は充分だ。罪ざい状じようくらいは選ばせてやってもいいぞ」

　鮫さめ島じまがすっと右手を上げると、背後にいた生徒会の連れん中ちゆうが俺おれ達たちを取り囲むように展開する。

　ああっ、先せん手てなんて打ったらこうなるに決まってるってのに……。

「あら、それを言うならあなた達だってお散歩してるじゃない。放課後ごに仲なか睦むつまじく散さん策さくだなんて……風ふう紀き委員って優ゆう雅がなお仕事ね」

「なに？」

　鮫島が口を開きかけたが、それを手で制したのは意い外がいなことに隣となりにいた雛ひな井いだった。

「鮫島君、挑ちよう発はつにのってはダメ」

「しかし委員長」

「好きに言わせておけばいいわ。カルテットベリーのライブを控ひかえたこの状況下かで事を荒あら立だてるのは鳳ほう凰おう院いん生徒会長の望むところではないはずよ」

「……それは、確かに」

　その言葉により鮫島は引き下がった。この二人、役員の中でも特に生徒会長に傾けい倒とうしている忠ちゆう実じつな下げ僕ぼくだからなあ。

「それにこうやって巡じゆん回かいするのはいいことだもの……私も、今まで見えにくかった校内の様よう子すをチェックできるし、実じつ質しつ、その、私は鮫島君の監かん督とく役やくを仰おおせつかっているようなものだし……うん……」

　雛井は頰ほおを赤らめながらぼそぼそと続けているが、まあどうでもいいや。

「……それで、なぜ貴様がこんなところにいる？　後ろ暗くないならば理由を申もうし開け」

「食堂に行く理由すらも開かい示じが必要？　校内くらい自由に歩かせてほしいものだわ」

　さらりとかわす先せん輩ぱい。

　確かに俺達が向かう先には食堂がある。用があるのはその手て前まえだが。

「それにどちらかと言うとあなた達がこんな所にいるほうが不ふ思し議ぎだわ」

「なにがだ」

「だって、今は白桜台あげての大イベントであるカルテットベリーのライブを控えているじゃない。こんなところをうろうろしている暇ひまがあれば、アイドル科かの警けい備びをいっそう厚くするべきじゃないかしら？　油を売るほどに余よ裕ゆうがあるのか……それとも、もっとなにか別の用よう件けんでも──────」

　その瞬しゆん間かん、鮫島と雛井は同時に貫つらぬくような視線をこちらへ向けた。

　やばいっ。生徒会活かつ動どうに盲もう信しん的なこの二人相あい手てに職しよく務む怠たい慢まんをつつくなんて、今度こそ逆げき鱗りんに触ふれたんじゃ────────────

　だがしかし。

「……ライブを控えているからと言って、こちらの巡じゆん回かいに手を抜く理由にはならん」

　視線は逸そらされ、そっけない言葉が返ってくるだけだった。

　な、なんだ。てっきり高らかに罪ざい状じようを謳うたいあげて実力行こう使しに及ぶのかと思ったけど……。

「お二人とも、こちらでしたか」

　そこで俺おれ達たちの背後から声がかかる。

「水泳部ぶから提てい出しゆつされた追つい加か予算申しん請せいについてなのですが……」

　振り返ると、生徒会の腕わん章しようをつけた男子が階段の前で呼んでいた。ナイスタイミング。

「……ま、せいぜい大人おとなしくしていることね。青春革かく命めい部ぶ」

　雛ひな井いは一ひと言ことそう告げ、鮫さめ島じまは相変わらず鋭えい利りな視線をよこし……二人は生徒会の集団を引き連れて俺達の横を通り抜けていった。

　特に何事も起こらぬまま、その邂かい逅こうは終わりを迎えた。

　ああなんっつー心しん臓ぞうに悪いひととき。仇きゆう敵てきである生徒会相あい手てに及び腰ごしなのも情なさけないがこちとら一般生徒。一いつ触しよく即そく発はつの事じ態たいなんて慣なれていないのだ。

「もう先せん輩ぱい、なんでわざわざ挑ちよう発はつなんて……」

「いやあ、なにか情報が探れるかと思ってね」

　先輩は事も無なげにそう答え……

「なかなか興きよう味み深かったわ」

　どこか満足そうに笑った。

　すいません、今度からそれは俺がいない時にお願いしたいんですが……。

「あ、いたいた二人とも！」

　そこで校舎内ないに声が響く。使し織おりだ。

　食堂へと向かう渡り廊下の方から、その小さな身を躍おどらせながらこちらへとやって来る。

「もう、遅いよっ。上うわ履ばきに履はき替えるだけなのに！」

　そして走ってくる勢いのまま、ぷんすか怒った顔を近づけてきた。

「いや、悪い悪い。ほら、今いま生徒会にからまれちゃってさ」

　使織に耳みみ打うちするように報告しながら、軽く生徒会ご一いつ行こうの背中を指ゆび差さす。

「……それならよし」

　連れん中ちゆうの姿すがたを確かく認にんし、使織は何故なぜか納なつ得とくしたように怒りを解いた。

　一いつ体たい何ならダメなんだよ？　基準が分からん。

「でも、こう言っちゃ何だがそこまで待たせてないだろう。わざわざ探しに来るほどか？」

「あ、そうそう！　二人を探しに来たの！　たいへんなんだから！」

　そう問うと、使織はぴょこんぴょこん跳ね始めた。

「どうかしたの？」

「今さっき、怪あやしい人を見つけたんです！」

　尋たずねた先せん輩ぱいに、使し織おりは鼻はな息いき荒く告げた。

「ふむ……どういうことかしら？」

「ええと、私は三分くらい前に中庭の休きゆう憩けい所じよに着いて、そこの椅い子すに座って二人を待っていたんですけど……」

　使織は直前に得た情報を確かく認にんするかのように、慎しん重ちように話す。

「急いで掲けい示じ板ばんに来て、一つの記事を見て、すぐに帰っちゃった人がいたんです。あんまりに急だったし、うつむき気ぎ味みだったから顔は見えなかったんですけど……」

「どんな人だったか分かる？」

「高こう等とう部ぶのジャージを着てて、女の人でした。それでええと紺こん色いろの髪かみで、長くて、ほっそりした人です」

　使織の言った特とく徴ちようを頭の中でまとめてみると、頭の中に情じよう景けいが蘇よみがえる。それは探っていくとだんだんと明確になっていく。

　そう、あれは確か……

「あの、その紺色の髪って結けつ構こう濃い色の？　身長は大体麒き麟りん堂どう先輩くらいで、なんか大和やまと撫子なでしこって佇たたずまいの。それで顔を隠かくすように行動してるような……」

「あ、そうそう！　……ってなんでお兄にいちゃんが知ってるの？」

「俺おれも掲示板の前でその女子を見たんだ。今日きよう部室に行く前に掲示板に寄った時にな。それ以外にも俺が掲示板のチェックしてるここ一週間は、ほとんど毎まい日にち見かけていたし……」

　部室に来る直前はもちろん、過か去こ一週間の記き憶おくも確かなものだ。間違いはない。

「まあ確かに怪しいけど、単純にその女子は掲示板のメモを確認しただけじゃないのか？」

「それなんだけどね……」

　使織は自分のポケットから何かの紙し片へんを取り出し、渡してきた。

「その人、こんなものを落としていったの」

　それは学生証しようと同じ形、すなわち黄おう金ごん比ひで形けい成せいされた紙のカード。表面には赤く小さな蝶ちようが舞い、筆ひつ記き体たいでヴェーゼと記されているもので───────────

「これは……」

　今回の犯はん人にん『コレクター』が使用する犯はん行こう声明カードそのものだ。先ほど見たものと寸すん分ぶんの狂くるいもなく、材ざい質しつも同じものだ。

　先輩の推すい理りだと『コレクター』は女子。そしてこれを落としたのも女子となれば……。

「……紺色の髪の少女、ね」

　それを手に持ち確認しながら、先輩はそう呟つぶやいた。

　そしてにっと笑う。

「お手て柄がらよ、使し織おりちゃん」
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【お兄にいちゃんへ。寝る時にいつも使っている抱だきぐるみのくまちゃんがほつれちゃったの。右腕うでの付け根の部分なんだけど、簡単に繕つくろってもらえる？　三日後ごお昼に学がく食しよくで渡すので、よろしくね！　使織】




　約やく一週間ほど後、使織が例の掲けい示じ板ばんに貼はり付けたメモはそんな内容だった。

　抱きぐるみのくま。

　これは使織が白はく桜おう台だいに合格し女子寮りように入ることになった時俺おれが作ってやったものだ。中学生から親おや元もと離れて一人で寮生活ってのはさみしいだろうと思い、趣しゆ味みである手しゆ芸げいで連れ立つお供ともの一いつ体たいでも作さく成せいしてやろうと考えたのだ。

　贈おくった際は大たい層そう喜んでいたが、まだ物もの持もちよく大だい事じにしてくれていたとは……作り手冥みよう利りに尽つきるってもんだな───────ああ、今はノスタルジーに浸ひたってる場合じゃないか。

　今はまさにその抱きぐるみを受け取るため学がく食しよくへ向かう道どう中ちゆう。しっかり気を持たないとな。

「なー天てん道どう、なにをしかめっ面つらしてるんだ？」

　そこで、隣となりを歩く友人の猿さる倉くらから声がかかる。学食へ向かうのならば付き添そいがいるほうが気が紛まぎれると思って声をかけたのだ。

「し、しかめっ面？　そうか？」

「なんつーか緊きん張ちようしてるっつーの？　眉み間けんにシワ寄ってるぜ」

「はは、まさか……」

　俺ははぐらかしながら、何度となく確かく認にんした使織からのメモをそっとポケットに戻した。

　猿倉には言えないが……そりゃ緊張もしようと言うものだ。

　今から行うのはただの抱きぐるみの受け取りではなく、使織を狙ねらう犯はん人にん『コレクター』をおびき寄せ捕ほ獲かくするための作戦なのだから。

　もちろん作戦立りつ案あんは麒き麟りん堂どう先せん輩ぱい、内容はいたって明めい快かいだ。

　まずは使織に俺宛あてのメモを掲示板に貼はらせる。なるべく『コレクター』の所しよ有ゆう欲よくを喚かん起きさせる物ぶつ品ぴん────今回の場合はくまの抱きぐるみ────をちらつかせる内容で。そして俺もそれに対しての了りよう承しようメモを貼り付け、この物品の受け渡し状況を『コレクター』にあえて認にん識しきさせる。

　この抱きぐるみが直じき筆ひつメモ以上に『コレクター』の琴きん線せんに触ふれるものであるならば、抱きぐるみ受け渡しに関してのメモを奪うばったりはしない……先輩はそう睨にらんだのだ。そして実際に俺と使織の受け渡しに関するメモはスムーズにやり取りできた。この事から『コレクター』は抱きぐるみに興きよう味みを示し、自分のコレクションに加えたいと考えているはず。つまりこの一週間を使って『コレクター』の標ひよう的てきを意い図と的てきに設定したのだ。

　そして、その抱きぐるみの受け渡しを今から行う。学がく食しよくはアイドル科かと普通科が混こん在ざい出来る数少ない場所であり昼ひる時どきは特に生徒が多い。受け渡しの瞬しゆん間かんを犯はん人にんが狙ねらってくる可能性は高いと見ていい。

　要するに、俺おれはいつ犯罪者が狙ってくるかわからない状況で、物ぶつ品ぴんの受け渡しを無ぶ事じに完了させなければならないというわけだ。小しよう市民的てきな俺の胃いを痛めるには充じゆう分ぶんなネタだろう。

　まあ『コレクター』はもう使し織おりに興きよう味みをなくしていて、だから俺とのメモのやり取りなんてどうでもよくなっているという可能性もあるのだが……まあそれならそれでいい。むしろそうなってはくれないかと願っている最さい中ちゆうだ。

「ははーん。読めたぜ」

　そこで、猿さる倉くらはなぜかあごに手を当て眼鏡めがねの縁ふちを光らせた。

「な、なにがだよ」

「天てん道どう……お前、アイドル科で気に入った娘こでも見つけたんだろう？　だから学食に向かう今緊きん張ちようしてるってわけだ。ん？　当たってるだろう？」

　なぜか自信満まん々まんに頷うなずいている猿倉を見てやや気は紛まぎれた。やっぱりこいつを連れてきたのは正解だったかもな。

「お前は悩みが無さそうでいいな……」

「何なに言ってんだ。俺は毎まい日にち高校生らしく恋に悩んでるぜ？」

「そうか。せめて中間で補ほ習しゆうくらった数Ａと生物についても悩んだ方がいいと思うぞ」

　そんなくだらないやり取りをしながら俺達は学食へと到とう着ちやく。

　相変わらず整せい然ぜんとしていて、小型のショッピングモールみたいな場所だ。スタートダッシュには出で遅おくれてしまったせいかもはや室内にある椅い子すやテーブルはそのほとんどが満まん席せき。相変わらずの盛せい況きようっぷりだ。

「まいったな……」

「ここは手て分わけするか。俺が席を探しとくから猿倉は飯めしを持ってきてくれ」

「ま、この状況じゃそうする方がいいか。天道はなんにする？」

「えーと、和わ風ふう照り焼きロコモコで」

　注ちゆう文もんを告げると、猿倉はりょーかいと答えて長ちよう蛇だの列へと向かい始めた。よし、ちょうどよく猿倉と別れることが出来た。

　とりあえず、使織を探さないとな。

　この学食はアイドル科普通科共きよう用ようであるのと同じように、高こう等とう部ぶ中ちゆう等とう部ぶも関係なく利用できる形になっている。とはいえこの時期の年ねん齢れい差さというのはとてつもなく大きい。意識せずともなんとなく中等部は中等部、高等部は高等部で固まってしまう。

　なので使織を探すには中等部が固まっているエリアを探すのが手っ取り早い。

「ええっと……」

　自分より少しばかり背の低い集団の中を泳ぐのもこれはこれで緊きん張ちようしてしまうが、幸運にもその遊ゆう泳えい時間は短く済んだ。

「あっ、お兄にいちゃん」

「使し織おり」

　姿すがたを見つけてお互いに近づいていく。

「抱きぐるみ、持ってきたか？」

「うん」

　使織は軽く袋ふくろの口から中身を見せてくれた。

　紙袋から覗のぞく三十センチほどのそれは、確かに俺おれが以前プレゼントしたものだ。全体の色が少しくすみ、加えてところどころ毛け羽ば立だっているので本当に抱いて寝ていたのだろう。それでも全体のフォルムに大きな崩くずれがない事から大切に扱っていたことは分かる。

　こりゃ右腕うでの付け根だけでなく、全体を見てやったほうがよさそうだな。

「あ、あのね……」

　使織は抱きぐるみの確かく認にんを済ませると、ささっと袋を閉じて両手持もちする。そして何やら神しん妙みような面おも持もちのままうつむいていく。

「ど、どうした……？」

　俺と使織の間に緊張が走る。

　まさか怪あやしい人物を見たとか、それとも『コレクター』に脅きよう迫はくされたとか……？

　いや、先せん輩ぱいは所しよ定ていの位置にスタンバってるはず。あの人はみすみす先せん手てを打たれるようなミスをするわけがないと思うが……。

　やがて使織は、ぐっと面おもてをあげて告げた。

「……くまちゃんの匂においを嗅かいだりしたら、ダメだからね」

　予想外がいの言葉に、思わず呆あつ気けにとられてしまう。なーんだ、こんな時になにを言うかと思えばまったく。

「するわけないだろうそんなこと」

「しないの⁉」

「なんで驚くんだよ⁉　しないよ！」

「我が慢まんしなくていいんだよ⁉」

「なんだよ我慢って⁉　さっきと言ってることが逆だぞ！　そもそも俺がそんな救いがたい変へん態たいに陥おちいりそうになったら使織は怒って止める側だろ！　なぜ促うながす⁉」

「う、促してないよ！　もし……もしね、お兄ちゃんがもしかしてどうしようもなく手の施ほどこしようのない変態になってたら、私が犠ぎ牲せいになるしかないと思っただけだもんっ」

「一見甲か斐い甲が斐いしいように聞こえるがその実すさまじくインモラルな台詞せりふだな……」

　なんだろう、使し織おりはもっとまともで素直な妹だったと思うんだけど、なんだかおかしくなってしまったような……気のせいだろうか……。

　いや、今はこんな事で時間を浪ろう費ひしていても仕方ない。

「とりあえず抱きぐるみは預かるぞ。返す時はまたメモで連れん絡らくするから」

「う、うん」

　俺おれはそう言って、使織から差し出された紙かみ袋ぶくろを慎しん重ちように受け取る。

　変化を見み逃のがさないよう、周囲に目を配り注意を払いながら。

「………………」

　しかし、特に変化はなかった。

　学生食しよく堂どう内ないの空間は無む数すうに浮かんではその場に留とどまるシャボンのようなざわめきと散さん発ぱつ的に起きる笑い声、そして食器やスプーン、椅い子すと床が触れ合って織りなす音、それらの入り混じった雑ざつ然ぜんとした空気が占しめるのみだ。

「……なんも、起きないね」

「まあ、何も起きない場合はそのまま普通にしているしかない。使織の役目はこれで終わりなんだから、あとは普通に過ごせばいいよ」

「ん、分かった。気をつけてね」

　そう言って軽く手を振ると、使織は友人達たちの方へと駆かけていった。

　俺は兜かぶとの緒おを締めるが如ごとくぎゅっと紙袋の持ち手を握りしめ、呟つぶやく。

「さて、戻るか……」

　ひとまず高こう等とう部ぶの集つどうエリアに向かうことにする。正直どちらでも混こん雑ざつ具ぐ合あいは似たようなものだが、高等部の俺は単純にここには居づらい。

　そろそろ席せき取とり合がつ戦せんも落ち着き穏おだやかになっているかと思ったが、人の海を泳いでみると混こん雑ざつ度どにあまりに変化は見られない。というかいつもより人が多く感じる。そういえば先日の唐とう突とつな雨により梅雨つゆ入りをして以降今日きようまで雨続きだったんだ。テラスや中庭などが使えないとなると学食内がいつも以上に混雑するのは当たり前か。

　もしかして、もっと別な受け渡し場所の方がよかったかとも考えたが……ここ以い上じよう自然にアイドル科かに接せつ触しよくできる場所はない。そして混雑するからこそ、『コレクター』が狙ねらいにくる可能性も高くなる。そう、そうでなくては困るのだ。

　そうでなくては『コレクター』を現げん行こう犯はんで押さえられない。

　損そん害がい部分だけを見て言えば、今回の件は実は生徒会に丸まる投なげ出来た。使織というアイドルへ被ひ害がいが生じたため、報告すれば生徒会は動かざるをえないからだ。しかし、そのためにはあの隠かくし掲けい示じ板ばんのネタを明かす必要が出てきてしまう。それは青春革かく命めい部ぶの活動理り念ねんとして許されるものではない。

　なので、やはり今回の件は俺達だけでなんとか解決しなければならない。そしてそのためにはやはり現げん行こう犯はんという決定的な形で捕つかまえる必要性が出てくる。

　これは、そのための作戦なのだ。

　やがて俺おれは高こう等とう部ぶのエリアへと入り、中ほどまで進んだ時……

「天てん道どう！」

　正面から聞こえる男の声に呼び止められる。

　猿さる倉くらだった。どこぞのウェイターよろしく右手に和わ風ふう照てり焼きロコモコ、左手に汁しるなし担たん々たん麵めん大おお盛もりを携たずさえ器き用ように持ち運んでいる。

「どこ行ってたんだよ。席は？」

　しまった、抱きぐるみの受け渡しに気を取られて猿倉の事をすっかり忘れていた。

「あー……悪い」

「おいおい……」

　がっくりと肩を落とす猿倉。

「まあいいや。席は今から探そうぜ。ほら、とりあえず自分の飯めしは自分で持ってくれよ」

「ああ、金は後で払うよ」

　和風照り焼きロコモコの載のったお盆ぼんを受け取り、俺は深い丼どんぶりの脇わきに置いてあった食券に目を通した。和風照り焼きロコモコ五百五十円。非常にリーズナブルだ。そして金属製せいのスプーンが置かれている。

「……ん？」

　そのスプーンの横に紙ナプキンが置いてある。しかし……それにしてはやや小さい。気になって片手でそれに触れると感かん触しよくは紙ナプキンよりも少し硬い。なんだこれ。

　手にとって裏うら返がえすと、そこにはたった一ひと言ことこうあった。

　《baiser》

「⁉」

　その瞬しゆん間かん、背後に軽い衝しよう撃げき。

　たたらを踏むものの堪こらえきれず地面に膝ひざをつきつつも、なんとかロコモコをキャッチ。そしてしゃがみこんだ俺の横を猛もうスピードで走り抜けていく影。

　あれは女子で、片手には───────────抱きぐるみの入った紙かみ袋ぶくろ！

「っ！　やられたっ」

　俺は慌あわてて立ち上がり、ロコモコの丼を猿倉のお盆に強ごう引いんに載せた。

「お、おい！　天道！」

「ロコモコはくれてやる！　おごりだ！」

　そう言い残して、俺は慌てて目の前の女子を追いかける。背が低いからか、恐ろしく人ごみを駆かけ抜けるスピードが速い！

「あっ」

「なによ」

「ご、ごめんなさい」

「いたっ」

「もー、なにぃ？」

「おい、気をつけろ」

「す、すんませんっ」

　俺おれはあちこちの生徒にぶつかり、軽い謝しや罪ざいを繰り返しながら進む有あり様さま。

　こ、このままじゃ追いつけないっ！

　現げん行こう犯はんを押さえたかったので、盗ぬすまれるところまでは作さく戦せんの範はん疇ちゆうだ。しかしここで振り切られてしまっては元もとも子こもない。

　この追いかけっこで、確実に相手を捕つかまえなければならないのだ。出来る事ならば犯はん行こうの瞬しゆん間かんで捕まえられるのが一番だったのだが、虚きよを突かれてしまった。

　さすがは手て練だれってことか……くそっ！

「─────────ぷはっ」

　俺は最も生徒達が密みつ集しゆうしていた部分を抜け、なんとか視し界かいの開けた場所に出る。

「おい、お前！」

「何をしている！」

「止まれ！　止まらんか！」

　背後からは生徒会役やく員いんらしき声も聞こえる。アイドル科かと普通科の混こん在ざいする場所には必ず生徒会の警けい備びが付いているのだ。今はいちいち構っていられないが、これは『コレクター』を追い詰めてくれるのに役立った。

　案あんの定じよう、役員の声に追い詰められるようにして学がく食しよくの出入口へと向かっていく『コレクター』の姿すがたが見えた。

「よし……」

　外に逃げるよな、やっぱ。俺もすぐさま追いかける。

　学食から校舎に抜ける道、それはアーケード付きの屋おく外がい通路だ。中庭を突っ切る形で存在しており、ちょうど中間に掲けい示じ板ばんを含む休きゆう憩けい所じよが存在する通路。

『コレクター』はその小さな身体からだをさらに小さくして、弾だん丸がんのように突き進んでいく。怪かい盗とうじみた真似まねをするだけあって逃げ足に自信があるのか？

　でも、ここは直線だし遮さえぎるものもない。追いつかせてもらうぞ！　俺は渡り廊下の飛び石を無む視しして全ぜん速そく力りよくで小さな背を追う。

　犯人は屋外通路を使わずに、中庭の方へと走って逃げる可能性があるのでは？

　この作戦を先せん輩ぱいから聞かされた時に俺が尋たずねた質問だ。確かに屋外通路は一いつ直ちよく線せんで追いかけやすいが、中庭に逃げてしまえばあとは自由。どの校舎にでも逃げられる。あっさりと撒まかれてしまうのでは、と。

　先せん輩ぱいは、ありえないと答えた。

　なぜか？

　今『コレクター』は使し織おりの愛あい用ようする抱きぐるみを入にゆう手しゆしている。コレクターの名を冠かんするだけあって、盗ぬすみの目的はアイドルのグッズをコレクションすること。収しゆう集しゆう家かが、時として命よりも大だい事じにするコレクションを雑に扱うはずがない。

　コレクションをわざわざ雨に濡らすような逃亡経路を選ぶわけがないのだ。

　入にゆう梅ばいによって連れん日じつ雨なのは織り込み済み、よってここで経けい路ろが確かく定ていできる。

　学がく食しよくから逃げて、背後からは俺おれが迫る。そして正面の普ふ通つう科か校舎入口はひとつ。その校舎の入口で、先輩が待ち構えている手はずになっているのだ。

　これでさすがに終わりだろ！

　あっという間に中間ポイントの休きゆう憩けい所じよを抜け、速度を落とさないまま『コレクター』は普通科校舎へと接近していく。そのまま入口の罠わなにかかれば────────────

「きゃああああああああああああっ⁉」

　よし、荒あら縄なわで作られた逆さかさ吊づり式の罠は先輩の十八番おはこなんだ！　……と一いつ瞬しゆん浮かれかけたものの、聞こえた悲鳴はどこかで聞き覚えのあるものだった。

　大型の観かん音のん扉とびらの両側が開かれたその内側、校舎入口で逆さ吊りにされている人物は───────────あ、あれは風ふう紀き副委員長の雛ひな井い⁉　なんでこんなところに⁉

「こ、こんな時に！」

　先輩が珍めずらしく狼ろう狽ばいしつつ、隠かくれていた天てん井じようから舞い降りる。そして、続くように横から飛び出てきたのは風紀委員補ほ佐さの鮫さめ島じま。

「そこまでだ麒き麟りん堂どう！　ここで会った時の反応、なにか怪あやしいと思って張り込んでみれば……ビンゴだ！　さあ、一いつ体たい何を企たくらんでいるか洗いざらい吐いてもらうぞ！」

「くっ！」

　こ、この生徒会メガネコンビめ、こんな時にっ‼

　先輩のことだ、あの場を一人で切り抜けることは容易たやすいだろう。だけど『コレクター』を足止めする事は物理的に不ふ可能だろう。

　予想を裏切らず『コレクター』は吊り下がった雛井の下を通り、そして先輩と鮫島のにらみ合いすらも無む視しして校舎内ないへと入っていってしまう。

　そうはさせるかよ！

　少し遅れて俺も普通科校舎内へと突とつ入にゆうする。

「行って天てん道どう君！　あなたしか追える人がいないわ！」

「はいっ！」

　通りすがりざまに聞こえた先輩の指し示じに応じながら、『コレクター』を追う。

　走りつつも彼女の姿すがたを探すと、目の端はしに映る小さな背と紙かみ袋ぶくろ。もう『コレクター』は階段を昇り、二階へと向かっている。

　まずい！

　このまま二階へと向かわれたら！　校舎内ないを自由に走り回られたら！　女子トイレやロッカーに逃げ込まれたら！　俺おれには為なす術すべがない！　完全に見失ってしまう！

　正面の階段を素早く駆かけ上がっていくが、そこまで大きく差が縮まらない。

「きゃあっ」

「す、すみませんっ」

　挙あげ句く、折り返しの踊おどり場で他の生徒にぶつかって失しつ速そく。ここで、一気に遅れを取り戻そうと階段を一段飛とばしにしたのがまずかった。

　最後の段を踏み外して、一切の遠えん慮りよなく思いっきりこけてしまった。受け身も取れずに階段の角かどに顔面を打ち付けた。

「ぶぎゃっ⁉」

　思わずあげてしまった情なさけない声。鼻がひん曲がるかと思うほどの激げき痛つうと、周囲にいた生徒に見られた恥はずかしさとが一いつ緒しよくたになって襲おそってきた。

　だが、それらを吹き飛ばすようにして慌あわてて顔を上げる。

　俺には最後に、やることがあるっ。

「すみません！」

　やっぱり先せん輩ぱいは手はずをばっちり整えているようだった。『コレクター』が逃げ込もうとする女子更こう衣い室しつの手て前まえに、立ちはだかるようにして一人の少女が佇たたずんでいた。

　紺こん色いろの、長い髪かみを揺ゆらめかせる女子が。

　まさか用意していた最後の手段、奥の手を本当に使う事になるとは思わなかった！

「そいつですっ！」

　俺はあらん限りの声で、その大和やまと撫子なでしこ然ぜんとした女子に叫んだ。

「今そっちに向かってる、緑色の髪の女子っ！　そいつが犯人ですっ！」

「……承しよう知ちいたしました」

　響ひびく涼すずやかな音。

　そして紺色の暖の簾れんから覗のぞくのは、またずいぶんと度を越した美び少女であった。

　ぱっと見だけでも分かるほどに目め鼻はな立だちが整っている。そして肌はだも白く身体からだも細い。その目の醒さめるような美しさは誰だれに聞いても間違いなくアイドル科かだと判定してくれるだろう。

「へっ？」

　間ま抜ぬけな声を挙げたのは『コレクター』だ。

　唐とう突とつに美少女に正面から立ちふさがられ、今いま更さらスピードも緩ゆるめられず、そのまま真ま正しよう面めんから飛び込むようにして───────────

「ふっ！」

　紺こん色いろの髪かみの美び少女はまるで流れる水のように軽やかに腕を振ると、『コレクター』の身体からだがまるで風かざ車ぐるまのごとくぐるんと冗じよう談だんのように大だい回転した。相手の身体には一いつ切さい手を触れていないように見えたが、最さい小しよう限げんの力はどこかしらに加えたのだろう。確か合あい気き道どうってそういうものだって聞くし。

「っっ⁉」

　一切の声すらあげることなく回転させられ、廊下へと静かに叩たたきつけられた。ぴしゃんと頰ほおに張り手を打ったような不ふ思し議ぎな音だった。

「かっは！」

　そこで胸に詰まっていた息を絞しぼりだすように声を出し、『コレクター』は沈ちん黙もくした。執しゆう念ねんなのか、紙かみ袋ぶくろの持ち手だけはぎゅっと握りしめたままで。

「加か減げんはしましたよ」

　技をかけた本ほん人にんはスカートの裾すそを払いつつ、続けた。

「本ほん気きでやったら、死んでしまいますからね」

「よ、よかった……」

　呟つぶやいて、倒れたままの俺おれは安あん堵どの溜ため息いきをつく。

　そこまで長い距離の追いかけっこではなかったが、騒そう動どうの渦か中ちゆうで動くとなるとやはり疲ひ労ろう度どは比ひ較かくにならない。溜りゆう飲いんが下がる心地ここちとはこのことか……。

「天てん道どう君くん！」

　そこで先せん輩ぱいの声。そして階段から大おお人にん数ずうがばたばたと駆かけ上がってくる音が続く。

「あ、先輩」

　俺は立ち上がり、呼ばれた声に応じて振り向いた。

「……鼻はな血ぢ出てるじゃない！」

　先輩は、俺の顔を見るなり驚いたように声をあげた。

　鼻血？　言われて鼻の下を触ってみると久ひさ方かた振ぶりの生ぬるい感かん触しよく。そして指にははっとするほど鮮あざやかな赤が付着していた。本当だ。

「動いちゃダメよ」

　先輩は自分の身体を押し付けるようにして俺を階段の脇わきに寄せると、ハンカチを取り出して迷いもなく俺の鼻に軽く押し当てた。外がい気きに触れて血の匂においがはっきりすると同時に、先輩の香りも漂ただよってくる。

「い、いやハンカチもったいないですよ」

「平へい気きよ、安やす物ものだから」

　俺の抵てい抗こうをさらりとかわしつつ、先輩は廊下へと視線をやる。一ひと目めで状況は判はん断だんできたようだった。

「役目を果たしてくれたみたいね」

「えと、まあ結けつ局きよく決め手は俺おれじゃなかったですけどね……」

「いいえ、充分よ。彼女を捕つかまえるのが目的だったんだもの」

　先せん輩ぱいの言葉に導かれるようにして、俺も廊下でのびている『コレクター』を見やる。

　透とう明めい度どが高く澄すんでいるような薄うす緑みどり色いろの髪かみ。髪型は大人おとなしいショートボブにちまっとしたツインテールが加わった感じ。全体的に細いせいか髪色に比べて物もの静しずかな印いん象しようを受けるが、あの逃とう走そう速度から考えるに身み軽がるな猫ねこのようにも思える。

　さて、彼女こそが『コレクター』だったわけだが……

「おい貴き様さま等らこれは何の騒さわぎだ！　生徒会執しつ行こう部ぶ風ふう紀き委員の前でこんな騒そう動どうを起こしてただで済むと思ってないだろうな！」

　そこで水を差したのは、遅れて階段を昇ってきた鮫さめ島じまだった。声を荒げつつ背後にはしっかりと生徒会役やく員いん達たちを引き連れている。

「麒き麟りん堂どうに天てん道どう！　この大おお騒動のあらまし、生徒会室しつで全て吐いてもらうぞ！」

　そして俺と先輩をじろりと睨にらみつける。その様よう子すはまさに鬼おにの首を取ったかのよう。ああまったく忌いま々いましい。

「それは、勘かん弁べんしていただけませんか？」

　そこで鮫島に真まっ向こうから対たい抗こうする声。

　さっき見事な体たい術じゆつを披ひ露ろうした、紺こん色いろの髪の美び少女だ。

「なに？　きさ……」

　高こう圧あつ的てきな鮫島の言葉は、全て言い終わる前に途と切ぎれ……

「……君が、なぜこんなところに？」

　口く調ちようを変化させなんとか言葉を継いだ。

　そして、バツが悪そうに名を呟つぶやく。

「高こう等とう部ぶアイドル科か一年、玄くろ野の舞まい……」

「あら、こう言った方が分かりやすいでしょう？」

　その美少女は端たん整せいな顔をにこりと笑えみの形に。

「カルテットベリーのゲンブ、四し神しんの名を戴いただく四人のうちの一人だと。今年の四月、白はく銀ぎんの断だん頭とう台だい事件ではうちのスザクがお世せ話わになりました」

　まるで脅きよう迫はくのようなその言葉を告げ、白はく桜おう台だいのトップアイドルは恭うやうやしくこうべを垂たれた。
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「まあ、まず詳くわしい話はそれを処理してからにしましょう」

　先せん輩ぱいはそう言って俺おれの手て元もとを指ゆび差さした。特にここで抵てい抗こうする理由もないので、俺は言われた通りに細長い楕だ円えん形けいの蓋ふたをぱかっと開ける。

　一段目め。まず目に入ったのは定てい番ばんの卵焼きだった。ちょっとした焦こげ目めがあるから出汁だし巻まきではなく砂さ糖とうの入った甘いやつなんだろう。ふわふわと上じよう手ずに焼けている。アスパラのベーコン巻きも緑みどりとピンクのコントラストが鮮あざやかだ。メインはひじき入り豆とう腐ふハンバーグで、甘あま酢ずあんの生しよう姜がの香りが非常に食しよく欲よくをそそる。マカロニサラダの下から顔を覗のぞかせるプチトマトや薄うす切ぎりのきゅうりは彩いろどりを考えてのものだろう。

　おかずの詰まった一段目を外はずし二段目。敷しき詰められたご飯はんには鮭さけと枝えだ豆まめとコーンが混ぜ込んであった。時間を置いてしっとりと味が馴な染じんだであろうそれを見て思わず喉のどが鳴る。添えられたたまねぎとパプリカのピクルスも泣かせる脇わき役やくっぷりだ。

　一ひと言ことで言って、完かん璧ぺきなお弁べん当とうだった。

「朝作ったんだけど、食べるタイミングを逃のがしちゃってね……ほら、昼休みはあの大おお捕とり物ものがあったから」

　先の『コレクター』捕ほ獲かく作戦を実行したその日の放課後ご、青春革かく命めい部ぶの部室にて。

　俺は向い合って座る先輩から手作りのお弁当を差し出されていた。

「時間もなくて結けつ局きよく私は購こう買ばいのパンで済ませちゃったし、逆に天てん道どう君はお昼食べそこねちゃったんでしょう？　もしよかったら……」

　まあそんなわけだ。

　ぶっちゃけ授業が終わってここに来る前に購買のパンを食べてきてしまったのだが、まだ腹に充分な余よ裕ゆうはある。なによりせっかくのお弁当。しかも麗うるわしの先輩お手て製せいの。これは断る方が罰ばち当あたりというものだ。

「そういうことなら……いただきます」

　俺はなぜか普ふ段だんやりもしない深ふか々ぶかとしたお辞じ儀ぎをして、丸くてかわいいデザインの先さき割われスプーンでアスパラのベーコン巻きを突き刺した。そして口へ運ぶ。

　……ん、うまい！

　アスパラが程ほどよく火が通ってて、塩しお胡こ椒しようの効き具合も絶ぜつ妙みようだ。

「どう？」

「あ、おいしいです。すごく」

「そう、よかったわ」

　先輩は満足気げに笑う。

　おっかなびっくりだった手を伸ばして様々なおかずを口にしてみる。全ての味付けが程ほどよい塩あん梅ばい。全体的な味のバランスも良い。見た目だけでなく中身も完璧だ。

　いやあ弁当箱を開けるまでは料理の形状をしていないものが出てくるんじゃないかとかなにかしらのイタズラでも仕掛けてあるんじゃないかとか戦せん々せん恐きよう々きようとしていたものだが……すべては杞き憂ゆうだったようだ。今は至し福ふくの時を存ぞん分ぶんに味わおう。

　ううむ、このピクルスも漬つかり具合が絶ぜつ品ぴん──────────

「天てん道どう君くん」

　そこで、先せん輩ぱいはそっと弁べん当とう箱ばこに手を伸ばしてきた。そしてプチトマトに刺さっているサーベル型の楊よう枝じをつまんで、そっと持ち上げると……

「あ～ん」

「そ、そういうのはいいです」

「特別オプションよ。さあ」

「じゃあそのオプションだけチェック外してください」

「だめよ。これは強制オプションなんだから」

　なんとなく身を引いてしまう。もちろん嬉うれしくないわけじゃないが、なんつーかこう照れくさくて仕方ない。

　俺おれはプチトマトを素す手でで摑つかんでそのまま口の中に放り込んだ。

「もう、お弁当といえばこれをやらなきゃいけないと相そう場ばが決まっているのに。様よう式しき美びってとても大だい事じだと思わない？」

「革かく命めい家かなのにずいぶん保ほ守しゆ的てきですね……」

「嗜し好こうや芸術は自由であるべきよ。イギリスが嫌きらいだったら、紅こう茶ちやもレット・イット・ビーもシャーロック・ホームズも嫌いにならなきゃいけないってことはないもの」

「そりゃそうかもですけど……」

　こんな光こう景けいを使し織おりに見られたらまた大おお騒さわぎになるところだ。もっとも、あいつは今いま頃ごろアイドル科のレッスンに励はげんでいるだろうけど。

「しかし……」

　マカロニサラダを口に運びつつ、昼休みのことを思い出す。

『コレクター』捕ほ獲かく作戦のことを。

「生徒会……というか鮫さめ島じまと雛ひな井いはよくあそこで引き下がりましたね……」

「カルテットベリーの名前が持つ効こう力りよくは絶ぜつ大だいだから。特に今はライブ前だもの。大おお事ごとにしたくはないでしょうしね」

　紺こん色いろの長い髪かみを持つ美び少女、ゲンブ。カルテットベリーという白はく桜おう台だいトップレベルのアイドルグループに所しよ属ぞくする彼女の一ひと言ことはまさに鶴つるの一ひと声こえだった。

　この一件は取とり沙ざ汰たしないでほしい。

　たったそれだけで学がく食しよくから校舎を駆かけ抜けたあの騒そう動どうは単なる生徒同どう士しのじゃれあいと判はん断だんされ、それに関わった青春革かく命めい部ぶも不ふ問もんに付されることとなった。いわゆる超ちよう法ほう規き的措そ置ちというやつなんだろうか、その場で即そく時じ解放となって五ご限げん六ろく限げんをいたって平和に過ごせた。あまりのあっさりさに拍ひよう子し抜ぬけしたほどだ。

「彼女が協力してくれなかったらどうなっていたことか……」

「ええ、やっぱり一ひと声こえかけておいて正解だったわ」

　ゲンブに協力を要よう請せいし、最後の手段として配置したのは先せん輩ぱいだ。

　先輩は元アイドル科か、しかもカルテットベリーの師し匠しよう筋すじに当たる人物。直接連れん絡らくをとるくらい容易たやすいことだろう。以前にもカルテットベリーの一人と連絡を取り協力を得て行動していた事もあったし。

「でも、こっちが確かく認にんできていたのは顔を隠かくすようにコソコソと怪あやしげな行動をする、紺こん色いろの長い髪かみの女じよ子し生徒って情報だけでしたよね？　どうしてその情報だけで彼女がカルテットベリーのゲンブだと分かったんですか？」

　俺おれはてっきり犯はん人にんなのかと勘かん違ちがいしていたくらいなんだけど……。

「んー、きっかけは彼女がコソコソしてたからかな。『コレクター』だったら堂どう々どうと行動しているはずだもの。なにせ正しよう体たいがバレていないんだから。顔が割れていないのにコソコソする必要はどこにもないわ。むしろそんな事してたら『私は怪しい人です』って自分から宣せん伝でんしているようなものよ」

「ああ、なるほど。その時点で彼女は『コレクター』ではないと」

「そう。そして行動時じに顔を隠す必要がある人というのは、自分の正体が既すでに世せ間けんに広く大きく知れ渡っている人……つまりよっぽどの有名人よ。アイドルひしめく白はく桜おう台だいでそこまでの有名人といえば自然に限られてくるし、その上で紺こん色いろの長い髪っていう特とく徴ちようがあれば……見けん当とうはついたわ」

　ううむ、あんな状況からでも意い外がいに絞しぼれるものなんだな。

「まあもちろん、私も直接ゲンブちゃんに確認するまで確かく信しんは出来なかったけどね」

「それで……具体的にはこれからどうするんですか？」

　俺は豆とう腐ふハンバーグを分ぶん断だんしながら問う。

「本ほん題だいである使し織おりちゃんの件ならもう解決したわ。こっちは『コレクター』の正体という大きなネタを摑つかんだんだから。それを盾たてにすれば……ね」

　その説明を聞いて俺は大いに納なつ得とくした。

　あの時『コレクター』を失しつ神しんさせた後、先輩は彼女に二に、三さん言こと告げてそのまま解放してしまったのだ。拘こう束そくして監かん禁きんして尋じん問もんするとまではさすがに思っていなかったが、さすがにそのまま逃がすというのは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？　と思っていたけど……よく考えれば正体という情報が入にゆう手しゆ出来ただけで充分だったんだな。

　正体をばらされたくなければ……そう持ちかければ相手は一も二もなくどんな取引にだって応じるだろう。

「じゃあ、あの時に今後掲けい示じ板ばんに手を出さないように言い含めておいたと」

「ええ。ちゃんと了りよう承しようしていたから問題ないはずよ」

　そうなると、今後も俺おれ達たちは続けてあの掲けい示じ板ばんを気き兼がねなく使えることになる。これで使し織おりの一件は完かん璧ぺきに解決だな。

　うんうん、心悩なやます案あん件けんが片付くと食事も喉のどを通るってもんだ。ラストのまぜご飯はんをかき込んで弁べん当とうを完かん食しよく。いやあ非常に美び味みだった。

　ごちそうさまを告げながら箱を元の形に戻す。

「それに……彼女に対して強力に働くカードを握れたのはとても大きいわ。どうしても探りたいことがあったから」

「？　なんかあるんですか。『コレクター』に？」

　俺は弁当箱ばこを返へん却きやくしながら同時に質問を。

「それがねー……」

　先せん輩ぱいは声のトーンを落とし、その面おも持もちをやや真面目まじめにさせた。

「どうやら、この掲示板の事件に隠かくれて別の事件がちらちら見え隠れしているみたい。もっと根深くて、面めん倒どうなやつが。それを洗い出したくてね」

「根深くて、面倒なやつって────────」

　その内容を詳しく尋たずねようとした時、部室のドアが軽くノックされた。

　なんだ、来客？

　この部室に来るとなると依い頼らい人にんしか考えられないけど、今日きようそんな予定あったかな……？

「ああ、私が呼んだの。開いているからどうぞー」

　先輩は俺の疑問に答えるようにして呟つぶやくと、ドアへと軽い返事を送る。

　ゆっくり開かれていくドアから姿すがたを現したのは……二人の美び少女だった。その内の一人は今話していたまさにその人、カルテットベリーのゲンブだった。

　呼んだって、まさか当とう事じ者しやのことだったとは！

「麒き麟りん堂どう先輩、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　ゲンブは部屋に入る前に深ふか々ぶかと一いち礼れいした。反たん物もののような紺こん色いろの髪かみが揺れる。

「よく来てくれたわね。さあ、中へどうぞゲンブちゃん」

　先輩は椅い子すから立ち上がってそちらへと向かうと、中へ入るよう案内した。もう一人の来訪者も後ろから付いてくる。

「今回は手伝ってもらっちゃってごめんなさいね」

「いえ、先輩には色々とお世せ話わになりましたから。これくらいのこと」

　二人は先輩後こう輩はいらしい会話を続けながら俺の座るテーブルへと近づいてくる。

　……なんとなく、そちらを見ないように気をつけながら姿し勢せいを正す。食後だった事を思い出し慌あわてて口くち許もとをティッシュで拭ぬぐったりもした。

「天てん道どう優ゆう馬まさん、ですね」

「は、はい。そうです」

　フルネームを呼ばれ、俺おれは思わず背せ筋すじを伸ばして立ち上がる。

「お噂うわさはうかがっております。白はく桜おう台だいで信しん頼らい出来る、数少ない人物であると」

「し、信頼だなんて……え、ええと、俺もゲンブさんの活かつ躍やくは色々と耳に……」

　返礼すべきかと思い相手の事を話しだすと、くすりと笑われてしまった。

「私達は同どう学年です。ゲンブで構いませんよ」

　全ぜん然ぜん同い年に見えない落ち着いた物もの腰ごしで、そう告げた。

　彼女、改めて見るとやはり人形みたいな顔立ちに目が惹ひかれる。だがそれ以上に近づいてみて分かることがあった。装そう飾しよくの凝こりようだ。かんざし風ふうの髪かみ留どめ、ちりめん模も様ようのスカート、足あし元もとにいたっては漆うるし塗ぬりの下げ駄た。他にも細かく見ると細こまやかな和わ風ふうの意い匠しようが凝らしてある。

　礼れい儀ぎ正しそうに見えて結けつ構こう制服を改かい造ぞうしてるな……まあカルテットベリーともなれば生徒会や教師に注意されることもないだろうけど。

「そうそう。うちのスザクも先日はお世せ話わになったようで。その節せつはありがとうございました」

「あーいや、そんなこちらこそ……」

　話題に出されてしまった。こうなってはもう知らんぷりは出来ないだろう。

　俺は今まであえて見ないふりをしてきた、ゲンブとともに入室してきたもう一人の人物へとそっと目をやる。

　大きなサングラス、ボブカットの金きん髪ぱつ、細ほそ身みの身体からだ、その身に纏まとうのは派は手でに改造を加えた中ちゆう等とう部ぶの男子制服。一いつ見けん男子かと思いきや……

「やあ、優ゆう馬ま君」

　しかし、サングラスを外せば西せい洋よう人形かと見み紛まごう美び少女が現れる。カルテットベリーに所しよ属ぞくするマニッシュ系けいアイドル、スザクだ。

　うーむ、このギャップにはなんか慣れなくて未いまだにドキドキしてしまうな。

　実は彼女とは面めん識しきがある。四月の新入生歓かん迎げい会かいで起きた白はく銀ぎんの断だん頭とう台だい事件の際、その解決に力を貸してくれたのがこのスザクなのだ。力を貸したどころじゃないな、彼女がいなかったらきっと事件を解決に導けなかったと言って過か言ごんじゃないくらいだ。

「よ、よお……」

　どことなく控ひかえめに挨あい拶さつをしておく……が。

「ちゃんと私を見たまえ」

　不ふ満まん気げなスザクにネクタイを軽く引っ張られる。思わず前のめりになって、間ま近ぢかに整ったアイドルフェイスが迫る。ちょ、ちょっとこらっ。

「まったく……ようやくまともに顔が見れたよ」

　呆あきれたようにため息をつきながらネクタイを離す。

「優馬君、なぜ今の今まで学校で私を無む視ししていた？」

　そしてじっと睨にらみつけてきた。

「学がく食しよくや講こう堂どうで出会っても挨あい拶さつも返さない。それどころか顔を見るなりすぐどこかに逃げてしまう。君は明確に私を避けていた。なぜだ？　私はなにか君の前で礼を失するような真似まねをしたか？」

「いや、それはないけどさ……」

「じゃあなぜ？　笑顔で応じろとは言わない。手を振り返すなりなんなり、なにかしら反応してくれたっていいだろう」

　そこまで言われて、俺おれは先ほどのスザクよりも大きめのため息で返した。

「あのな……出来るわけないだろ。お前は知らないから言えるんだ。あの白はく銀ぎんの断だん頭とう台だい事件で俺が白はく桜おうウィークリーに載のった時、クラスでどれほどの騒さわぎになったことか。話題が飽きられるまでクソ面めん倒どくさかったんだぞ」

　そして思い出すだけで気が重くなる当時のことを語りはじめた。

「毎まい日にち男子に囲まれて間ま近ぢかで接せつ触しよくした際の詳しよう細さいな身しん体たいデータだとかカルテットベリーがよく使用する校内施し設せつとか聞かれるし、女子にも当たり障さわりのない脚きやく色しよくを加えた事件の顚てん末まつを何十回も説明させられるしカルテットベリーの内ない情じようについての最さい新しん情報を根ね掘ほり葉は掘ほり探られるし……とにかく毎日喋しやべり倒してたんだ。そりゃ俺自じ身しんは痛くもない腹を探られたところでなんともないけどさ、俺の周囲が勝かつ手てに膨ふくらましたありもしない噂うわさは止めるべきだろ？」

「ふむ……」

「それに加えて急に顔も知らない友人が急きゆう激げきに増えたし気き後おくれするほどの高級菓が子しを送りつけられたり恨うらみつらみの綴つづられた手紙が届いたり……とにかく二週間近く心休まる暇ひまがなかったんだ。それでもなんとか必ひつ死しに噂を抑えようと鎮ちん火か作業をしてる時にまたお前と接触してみろ。どうなるかさすがに想そう像ぞうがつくだろう」

「それは……挨拶のひとつも返せないほどなのか」

「無む理りだ。俺とお前は住む世界が違う。改めてこの事実が認にん識しきできただけだ。あの時はとにかくスザクとの接点を限りなく薄くしておきたかったんだよ。不ふ義ぎ理りを働いていたのはそういうわけなんだ。説明できなかったのは……まあ、悪かったよ」

「ふうん、なるほど」

　そこでスザクは腕うで組ぐみをして、何度か頷うなずく。

「大たい衆しゆうの世界はこちらと違う意味でまた窮きゆう屈くつだという事だね」

「分かってくれたか」

「うむ。つまりなんだ、君と話す際は人ひと気けのないところで────────そうだな、休日にプライベートな時間を設けてそこで会う必要があると、そういうわけかい」

「へ？　い、いやそれは……」

　提案に思わず怖おじ気けづく。いくら俺だって、有名人の休日がどれほどに貴き重ちようなものかくらいさすがに分かる。わざわざその時間を割さくなんて────────

「分かった。今度はそうしよう」

「えっ」

「土ど日にちにでも君と二人で会えばいいんだろう？　たやすいことだ」

　なぜかスザクの中ではその方向性で話がまとまってしまったようだった。

　え、いや、それは、なんというか……またなんか別の問題が生じてしまうような気がするんだけど……？

「しかし……それは目の前に迫ったニューアルバム発売記き念ねんライブが終わってからになるだろうけどね」

　そう言って、スザクは隣となりにいるメンバーに目め配くばせをした。

「ねえ、ゲンブ」

「そうね。私たちはなによりもまず目もく前ぜんに迫ったライブの事を考えなくてはなりません。ですので……先せん輩ぱい」

　ゲンブはその言葉を継ついで、先輩へと向き直った。

「なんのために私をここへ呼んだのか、教えていただけませんか？」

「あら、ゲンブちゃんはもう分かっているはずよ。だからこそ忙いそがしい練習の合あい間まを縫ぬってここに来てくれたんでしょう？」

「私は先輩からの招しよう集しゆうをスザクから聞いてここに来ただけですが……」

「すぐ一人で抱え込むんだから。変わってないのね」

　先輩はそう言って、テーブルに一つの紙し片へんを滑すべらせた。

「っ‼」

　それを見てゲンブの顔色は分かりやすいほどに変化した。

　その紙片はカード型にカットされたもの。隅すみには紅あかい蝶ちようが舞い、中央には《baiser》の文字が記されている。

「そこにいる天てん道どう君の妹さんが見つけてくれたの。あなたの落とし物だってね」

　言われて思い出す。

　そういえば、使し織おりは掲けい示じ板ばんを見に来た紺こん色いろの髪かみの主ぬしが落とし物をしたと言って先輩にカードを渡していた。その紺色の髪の主とはゲンブのことだ。それならばゲンブは『コレクター』からその犯はん行こう声明を意味するカードを受け取っていることになる。

　つまり……

「ゲンブちゃんも、なにかしら『コレクター』に盗ぬすまれたんじゃないかしら？」

　先輩は続ける。

「私達が掲示板の事件を追っていた時、校内で風ふう紀き委員の二人に会ったの。すぐに違い和わ感かんを覚えたわ。カルテットベリーのライブ前という大事な時期に生徒会が……しかもあの実じつ働どう部ぶ隊たいにあたる風ふう紀き委員が普通科か校こう舎しやをうろうろしているなんて妙みようだもの。そして、その後このカードを見つけたから……これはなにか大きなヤマがあるなって思ってね」

　あ、あの時に先せん輩ぱいはここまで予よ測そくしてたってことか？

　ううむ、相変わらずの底そこ知しれなさ……。

「ほら、言ったろう？　先輩に隠かくし事なんて無む駄だだって」

　スザクはどうやら内ない情じようを知っているようだった。メンバーの追い打ちの言葉が決め手になったのか、ゲンブは小さく息を吐く。

「本来これは私一人ひとりで片付けたい問題だったのですが……」

　自分の胸中に淀よどんでいた澱おりのその深くを探るように、慎しん重ちような様よう子すで言葉を続ける。

「仰おつしやるとおり、私はとある物を盗ぬすまれました……」

「とある物、とは？」

　先輩が先を促うながすと、ゲンブは沈ちん痛つうな表情で答えを述べた。

「私が作さく詞しをした歌か詞しです。間ま近ぢかに迫ったニューアルバム発売記き念ねんライブで発表する……その新曲の歌詞が記されたノート」
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　カルテットベリー。

　白はく桜おう台だいが誇る超ちよう人気アイドルグループで、青せい龍りゆう、朱す雀ざく、白びやつ虎こ、玄げん武ぶの四し神しんに相そう応おうする芸げい名めいを持つ四人からなるユニットだ。彼女ら自身によって手がけた楽がつ曲きよくとそのパフォーマンスが織りなす独特な世界観かんが高く評ひよう価かされており、デビュー以来堅けん実じつにファンを獲かく得とく。セカンドシングルでミリオンヒットを飛ばしたのを皮かわ切きりにアルバム売上やライブ動どう員いん数すうの日本記録を一いつ斉せいに塗り替え、昨年の全国ツアーでも大だい成功を収める。今までのアイドルを一いつ気きに過去のものとする、まさに革かく命めい的てきアイドルユニットなのだ。

　……まあカルテットベリーの解説と言うと、どこのものを見ても大体がこんな感じじゃないだろうか。実際に俺おれもネットで見た記事はそんな感じだった。

　そして今、部室の長なが机づくえにスザクとゲンブが座っている。

　俺の正面にスザク、俺の隣となりに座る先輩の向かいにゲンブ、そんな位置取どりだ。あのカルテットベリーの二人を正面に迎えるというのは……なかなか贅ぜい沢たくな光こう景けいだと思う。

「私はカルテットベリーで作さく詞しを担当しております。基本的に楽曲制せい作さくは主にスザクと私で行う形になってますので」

　俺おれに気を遣つかってくれたのだろう、ゲンブは軽く説明してくれた。二人で曲制せい作さくか。なんとなく気になってそのもう一人の方へと視線を向ける。

「私かい？　私は作曲担たん当とうだよ。カルベリの楽がつ曲きよくはどれも痺しびれるものばかりだろう？」

　足を組んで座っていたスザクは自じ慢まんげにギターをかき鳴らすような仕し草ぐさを披ひ露ろうする。

　ああ、なんかすげえそれっぽいわ。

「残りはダンスリーダーと歌か唱しようを引っ張るソリストだ。まあ今回の件には絡んでこないさ。さあゲンブ、続きをどうぞ」

　ゲンブは頷うなずいて、ゆっくりと語り出した。

「色々な場所で取り上げてもらっているので、私達のアルバムが来週発はつ売ばいされるのはもうご存ぞん知じのことかと思います。それに先さき駆がけて明後日あさつてにニューアルバムの発売記き念ねんライブを白はく桜おう台だいで行うことも」

「え、ライブって白桜台でやるんですか？」

　ゲンブではなく、なんとなく隣となりにいる先せん輩ぱいに聞いてしまう。

　確かに白桜台にはバカでかいライブホールがあるけど、リハーサルとかじゃなく実際に使用するものだとは思わなかった。

「白桜台の校内ライブはバカに出来ないのよ？　抽ちゆう選せんでファンを招くのはもちろん、マスコミ関係各社、教育関係者も招待するからかなりの規き模ぼになるわ。今のアイドル界かいを牛ぎゆう耳じってるという勢力誇こ示じのためでしょうけど、企き業ぎよう側も最大派は閥ばつの内ない情じようを探れるチャンスだから毎回応おう募ぼが殺さつ到とうするの。それがカルテットベリーともなれば……そうね、動どう員いん数すうはドームクラスのライブとほぼ遜そん色しよくないんじゃないかしら」

「へえー……」

　思わず間の抜けた声をあげてしまう。

「ありがたい事に今回もライブチケットは即そく日じつ完かん売ばいだったようです。そのライブで披露する曲はニューアルバムに収しゆう録ろくしてあるものをメインに手持ちのヒット曲をいくつか。アルバムの収録自じ体たいはもう済んでいますし、ダンスやステージ演えん出しゆつに関しても問題はないのであとは最終調ちよう整せいといったところで順じゆん調ちようなのですが……」

　ゲンブはそこで少し言葉を区切って、切り出した。

「ただそのライブの際、サプライズとしてアルバムに収録されない曲をいくつか披露することになっているんです。それらはアルバムにＤＬコードを同どう封ふうして、購こう入にゆう者だけが先行してＤＬ出来るという形で」

　ああ、最近よくあるなそういう売り方。ＣＤを売るための作戦か。

「そのために用意していた曲である【瞳ひとみのエトランジェ】の歌か詞しを記したルーズリーフが盗ぬすまれてしまったんです。内容はスザクの制作した曲を聞いて走り書きした単たん語ごのメモと、歌詞の雛ひな形がた。一いつ刻こくも早く……取り返したいと思っています」

「盗ぬすまれたのはいつ頃ごろで、その時の状況は？」

　先せん輩ぱいが尋たずねた。

「三週間ほど前です。歌か詞しを書く時は愛あい用ようのルーズリーフに書くんですが、それを学校に持ってきたのが間違いでした。朝登とう校こう時じにあったものが放課後ごライブ打ち合わせの時には忽こつ然ぜんと消えていて……代わりにカバンの中にそれが」

　そう言ってゲンブは『コレクター』の犯はん行こう声せい明めいカードを指し示す。

「歌詞の内容は、思い出せないの？」

「すみません、部ぶ分ぶん部分でしか。決定した歌詞でしたら正確に頭に入れますが、あれは草そう稿こうのようなものだったのでまだうろ覚えで……でも、これだと思うフレーズや良い表現がいくつもあったものですから……どうしても取り返したいのです」

　ああ、なんか作文で同じ思いをした記き憶おくがあるな。

　苦く心しんしてしたためた作文を家に忘れて放課後ご居い残のこりで同じものを書かされた時、家で書き上げた文に下手へたに近づけようと意識して逆に歪いびつになってしまった事がある。歌詞ともなればその微び妙みような差は本ほん来らい表現したいものと大きく違ったものになってしまうんじゃないか？

　まあ素人しろうとの作文とプロの作詞を比べるのもアレだが、イメージとしてはそんな感じだろう。

「サプライズイベントのための曲は他にも用意してあります。だから、最悪ライブの体てい裁さいは保てるとは思いますが、このままというのはあまりにすわりが悪いでしょう」

　スザクが言葉を引き継いで、説明を完かん結けつさせた。

「雛ひな井いと鮫さめ島じまの動きがどうも怪あやしいと思っていたけど、この一件だったということね……」

「ええ、この盗とう難なん事件は極ごく秘ひ事項として水面下かで生徒会の捜そう査さが進められています。ライブ前に事を荒あら立だてたくないという学校側の意い向こうがあったので」

　そういえば、ここ最近妙みように生徒会役員が普ふ通つう科か校舎を巡じゆん回かいしている姿すがたを見かけたような気がするな……あれはたぶん捜査隊たいだったんだろう。さすがにアイドルの、しかもカルテットベリーに関わる盗難事件となれば生徒会の動きも早いな。

　まあ、あの生徒会長は優ゆう秀しゆうだし生徒会で人じん海かい戦せん術じゆつでも仕掛ければあっという間に犯はん人にんを見つけ出して歌詞ノートを取り返すんじゃないだろうか。いけ好かない生徒会ではあるが、真まっ当とうに仕事をするならそれに越したことはない。

「しかし、おそらく現状のままいけば生徒会は犯人を見つけられないはずです」

　そこでゲンブは俺おれの予よ想そうとまるっきり反対の発言をした。そして調子を変えないまま次のような言葉を続けた。

「私は『コレクター』から送り付けられた犯行声明カードの事を、生徒会には話していませんから。生徒会はまだ犯人が『コレクター』であることすら摑つかめていないと思います」

「……どういうこと？」

　先輩は、初めて言葉の意味を理解しかねたようだった。

　俺おれも意味が分からなかった。

　確かに生徒会に『コレクター』のカードを見せなければ犯はん人にんにまつわる情報は極きよく端たんに少なくなる。捜査は難なん航こうし探しだすのは至し難なんとなるだろう。

　しかし、それがゲンブにとってなんのメリットになるんだ？　盗ぬすまれた歌か詞しノートを取り戻すことがゲンブの目的のはずだろうに……。

「どうしても……【瞳ひとみのエトランジェ】の歌詞ノートを生徒会の手に渡すわけにはいかないのです。その前に、どうにかして私の手に取り戻したい……」

　ゲンブは机の上に置いた拳こぶしをぎゅっと握りしめた。

「どうやら理由があるようね」

「言い憚はばかるような……ひどく、個人的な理由です」

　そう前置きしてゲンブは続けた。

「その【瞳のエトランジェ】は────────私の幼おさな馴な染じみ、私にとって兄のような男性への想おもいを込めた曲なのです」

　そこでひゅう、と鋭い口くち笛ぶえが挟まれる。スザクだ。

　ゲンブはたしなめるような視線を送るが……

「普通科かにいて久しく会っていない例の彼だろう？　今さら何を照れることがある」

　スザクに悪びれた様よう子すはなかった。

　この様子を見るに、カルテットベリーのメンバーにはもうバレている話なんだろう。

「ははあ、なるほどね。生徒会がいかにも握りつぶしそうなネタだわ。白はく桜おう台だいのドル箱アイドルに関わる恋愛スキャンダルなんてなにがなんでももみ消しにかかるでしょう」

　得とく心しんしたように先せん輩ぱい。

「この【瞳のエトランジェ】の制作が遅れているのも、楽がつ曲きよくのコンセプトを発表した時に生徒会が口くち出だしをしてきたからなのです。今までは明確に恋愛色しよくを強く押し出した曲を制作した事はなかったので今回は過か敏びんになっているみたいで。ある種の啓けい蒙もうになってしまうおそれがあるので審しん査ささせろ、と」

　まあ白桜台自じ体たいが出しゆつ資ししてアイドルを育いく成せい、管理しているわけだからその辺も口出しできる範はん囲いなのかもしれないけど……こういうの、なんて言うんだっけ。言げん論ろん弾だん圧あつ？

「審しん査さの名めい目もくで、恋愛色の強いその曲を潰つぶしたいわけね。ひどい話だわ。創作の場にそこまで口出しされる必要はないはずなのに。そうなると……生徒会からつつかれている最さい中ちゆうに『コレクター』に盗まれたというのが一いち連れんの流れなわけね……」

「その通りです」

　遅ればせながら俺もようやく合が点てんがいった。

　盗まれた【瞳のエトランジェ】はある特とく定てい個人に向けた恋の歌であり、生徒会としては風ふう紀きを乱す要よう因いんとなり得るため発見して潰したいと考えている。そしてゲンブはもちろんそれを阻そ止ししたい。だから『コレクター』から送り付けられた犯はん行こう声せい明めいのカードをわざと隠かくしておいて生徒会の捜そう査さを遅らせているというわけだ。

「ってことは……じゃあ昼休みの時、盗ぬすんだ犯はん人にんである『コレクター』を目の前にしてもあえて動かなかったのは……」

　ふと思いついた俺おれの疑問に、ゲンブは頷うなずきで返してくれた。

「生徒会に犯人の情報を与えるのはまずいと考えましたから。犯人が誰だれかさえ分かれば後はそこまで難むずかしくない話ですし」

　なるほどなあ。よくあの場でとっさに判はん断だんできたもんだ。

　しかし……これはなんというか──────────図はからずも実に青春革かく命めい部ぶ向きの事件なんじゃないか？

「これは青春革命部向きの事件だと思ってましてね。先せん輩ぱい方がたに依頼したほうがいいんじゃないかと提てい案あんはしてるんですが……」

　そこで俺の脳のう内ないを読んだかのようにスザク。

「でも、これは私自じ身しんの問題ですから……それに『コレクター』の正しよう体たいが分かったなら私が取引に行けば────────」

「今はライブを目もく前ぜんに控ひかえている状況だ、無む理りはするな。それに君は武ぶ術じゆつ的てきな素そ養ようはあっても隠おん密みつ的、交こう渉しよう的な動きは苦にが手てだろう」

　抗こう弁べんするゲンブをスザクは呆あきれたようにいなす。

「あと、付け加えるなら……これ以上ゲンブちゃん自身が『コレクター』に接せつ触しよくするのは得とく策さくではないわ」

　そこに先輩も加か勢せいした。

「昼休みに一回、そして交渉時じにもう一回。いくら相手が女子とはいえ、この時期ゲンブちゃんが不ふ自然に『二回』も接触した生徒がいたら間違いなく生徒会が調査を始めるはず。ライブが終わるまでの間、生徒会は現状のまま捜査させておいた方がベストだと思うわ」

「それは……」

　続けられる言葉を探すかのようにゲンブは足あし元もとへと視線を彷徨さまよわせる。だが望むものは見つからなかったのか、やがてそっと目を伏せた。

「………………」

　そして、それ以降ゲンブは俯うつむいて黙だまりこんでしまった。

　先輩は腕うで組ぐみをしたままじっと彼女を見つめ……やがて椅い子すを大きくきしませたのが合あい図ずであるかのように、口を開いた。

「……色々と事情があるんだと思う。創作に関わることだし、加えて誰かへの想おもいも含まれているものだからね。そして、それはゲンブちゃんも分かっている通り自身で考えて結けつ論ろんを出さなければならないことだわ。そこについては、私達では力になれない」

　先せん輩ぱいは情なさけ容よう赦しやなくすっぱりと言い放った。

「でもね、だからってその歌か詞しが盗ぬすまれたままでいいという話にはならないわ。選せん択たく肢しはあなた自身の手に握られていて然しかるべきだもの。誰だれかに可能性を邪じや魔まされてはならないし、それを理由にしてなにかを諦あきらめたら絶対に後こう悔かいするはず」

　そして今までのどんな言葉よりも力強く、だけど優しい声こわ音ねで告げた。

「私は、あなた達に後悔なんてしてほしくないから」

　その瞬しゆん間かん、この場にいる全員が麒き麟りん堂どう先輩の過去を連れん想そうしたことだろう。

　かつて麒麟堂先輩が所しよ属ぞくしていた幻まぼろしのアイドルグループ『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』にまつわる経けい緯いをこの場にいる全員は知っている。

　賞しよう賛さんを浴びその将来を嘱しよく望ぼうされていながらも、とある不幸な事件によって解散に追い込まれたその過去を。

　アイドルという夢を諦あきらめざるを得なくなったその顚てん末まつを。

「老ろう婆ば心しんというのかしらね、やっぱり先輩としては後こう輩はいのための環境を整えてあげたいと思うものよ。そして、それよりなにより……」

　ずいっと身体からだを前のめりにして、先輩はゲンブに近づいた。

　そしてイタズラっぽくウインクをひとつ。

「後輩が心を込めて作った曲を握り潰つぶそうとする悪の生徒会、とっちめるとしたら我が青春革かく命めい部ぶをおいて他にはないでしょう？」

　それを聞いて────────────

　初めて、ゲンブは淑しとやかな顔を年とし相そう応おうに綻ほころばせた。







　その後、周囲に押されるような形でゲンブは青春革命部に正式な依頼を申し込んだ。

　盗まれた新曲【瞳ひとみのエトランジェ】の歌詞を取り戻して欲しい、と。




　ただほんのわずか、俺おれの気のせいなのかどうなのか────

　ゲンブのためらいがちな瞳には、何か別べつ種しゆの影が宿っているように見えた。

[image: ]

　そして翌よく日じつの昼休み。

　俺は先輩と合流して学がく食しよくへと向かっていた。

　もちろん『コレクター』と取引をするためだ。使し織おりの一件でも利用したが、生徒会が厳きびしく目を光らせる白はく桜おう台だいで最も目につかない場所といえばやはり学食。木を隠かくすなら森の中ってことわざがあるが、あれは思った以上に実じつ用よう的な言葉であるらしい。

　何人かの生徒に追い越されながら俺おれ達たちはのんびり中庭の渡り廊下を歩く。

　降り続く雨のせいもあってか、学がく食しよくへと向かっていく生徒は中ちゆう等とう部ぶ高こう等とう部ぶ関わらず多い。この様よう子すで増えていけば学食内ないは、木と言わず森と言わずアマゾンの熱ねつ帯たい雨う林りんもかくやといった光こう景けいが広がっている事だろう。好こう都つ合ごうだ。

　そんな調子で周囲だけは騒さわがしいが、俺と先せん輩ぱいの間に会話はなかった。

「………………」

　気を遣つかったわけではないが、なんとなく聞きたいこともあって俺はそっぽを向きつつも先輩にひとつ尋たずねた。

「あの……結けつ構こう強く出ましたね」

「強く？　ああ、昨日きのうよりは強めに降ってるかもね」

　先輩は俺と同じように外を眺ながめながら、軽い言葉で応じた。どうやら雨の事と勘かん違ちがいしたらしい。

「ええと、雨じゃなくて昨日のことです。ゲンブに対して」

　ちょっと紛まぎらわしかったかもしれない。慌あわてて訂正の言葉を挟む。

「ゲンブは部に依頼をするのを迷ってるみたいでしたけど……先輩は結構真しん剣けんに呼びかけていたから」

「ああ、そのこと」

　理解して、先輩は柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「ゲンブちゃんは昔から一人で抱かかえ込む娘こだからね、ちょっとつついてあげないとダメな時があるの。私の過去を引き合いに出すのは、ちょっとやり過ぎかとも思ったけどね」

　確かにゲンブは部室に来た時点では依頼する予定はなかっただろう。いや、隠かくし通そうとしていた素そ振ぶりすらあった。先輩とスザクが後あと押おししなかったら間違いなく今の状況にはなっていなかっただろう。

「それに……」

　わずかな間をおいて、先輩は俺を見た。

「私は昔、ゲンブちゃんから幼おさな馴な染じみの話を聞いた事があるの。だからちょっと無む視しできなくってね……」

　そして口くち許もとにそっと人ひと差さし指ゆびをあてる。他た言ごん無む用ようって事だろう。俺は首しゆ肯こうした。他人ひとの内ない情じようを吹ふい聴ちようしてまわるような趣しゆ味みはさすがにない。

「その、ゲンブちゃんの幼馴染は……近所に住む二つ年上の人でね、小さい頃ころとても良くしてもらったらしいわ。確かスポーツも得意で陸上の全国大会でも好成績を収めた事もあるんですって。それで中等部から白はく桜おう台だいに入学したの。ほら、うちは資本が潤じゆん沢たくだから運動部系けいの設備も充実しているし他校との交流も積極的だから」

　スポーツの強きよう豪ごう校こうに私立が多いってのはよく言われることだ。よく知らなかったけど、うちもアイドル科かだけでなくそっちにも力を入れていたんだな。

「その後ゲンブちゃんもアイドル科目め当あてでここに入学したけど、アイドル科と普通科で別れちゃったら……どうなるかは分かるでしょ？　無む理りに逢おう瀬せを重ねてもお互たがい不幸な事になるだけだからって、在学中ちゆうは接せつ触しよくをしないように取り決めていたらしいの。この六年間我が慢まんすれば済むことだから会わない約束をね」

「それは随ずい分ぶんと古こ式しきゆかしい……もとい純じゆん愛あいですね」

「そうね、ここまでなら美び談だんなんだけど……今こん月げつ発表されたスポーツの海外留りゆう学がく組ぐみの中に、その幼おさな馴な染じみの名前があったの」

　先せん輩ぱいは、少し表情を曇くもらせた。

　ああ、そういえばちょっと前に俺おれが買った白はく桜おうウィークリーにもスポーツの海外留学組の情報が載のってたな。幼馴染はあのメンバーの一人だったってわけか。

「有望な選手に海外の世界を体験させて育いく成せいしようという試みでね、今年何なん回かいかアメリカに短たん期き留学をした後、卒業後は本格的に海外に活かつ躍やくの場を移すって。何年かかけて学校側もバックアップする力の入れようでね……本ほん格かく的にプロを目め指ざすならまたとないチャンスよ」

「──────それは……」

　思わず、言葉を失った。

「もちろんその選せん抜ばつに選ばれたって事は、彼はたゆまぬ努力を続けて結果を出したってことになるわ。当然喜よろこばしいことよ。だけど……あと何年待まてば会えるっていう保証はもうどこにもなくなった。それまで五年間近ちかくだましだましで耐えてきたゲンブちゃんの心を折るには、充分な威い力りよくだと思う……」

　五年間。

　そうか、高一のゲンブの二つ年とし上うえってことは幼馴染とやらは高三になる。よりによってあと一年。あとほんの一年耐たえればって時に、ゲンブはこの仕打ちを受けたわけか……。

　もちろん、誰だれが悪いという話でもないだろう。ゲンブもその幼馴染も自分が目指す夢に向かって邁まい進しんし努力し結果を出して、それでこういう形になってしまっただけのことだ。

　誰も悪くないが……少しやるせない。

「だからこそ、ゲンブちゃんは今回のライブに向けて新曲【瞳ひとみのエトランジェ】を書いたと思うの。遠くに行ってしまう幼馴染に、自分の気持ちを伝えるために」

「だから……」

　先輩は顔を上げた。

　当然ながら空は曇り、暗いままだった。

　でも……

「だから、少しでも手助けしてあげたくてね」

　不ふ意いに、まるで雲くも間まから差し込む光のように──────先せん輩ぱいは優しく微笑ほほえんだ。

　とくん、と。

　予よ期きしなかった唐とう突とつな太陽に俺おれの胸は思わず高たか鳴なった。そして視線すらもぐっと引き寄せられてしまうほどに。

「あ、今かっこつけすぎだって思ったでしょ？」

「い、いやいや、そんなんじゃなくて……納なつ得とくしました。すごく」

　歌うた一曲。

　たかが歌一曲だ。

　それがあったからと言って、別に現実を変えられるわけじゃない。離れ離れになる二人を一いつ気きに結びつけてそのままハッピーエンドに導けるわけじゃない。

　だけど……その二人はたったひとつの約束で五年間を超えられたんだ。それならば、一曲の歌があればもうわずかだけ二人の想おもいを繫つなぎ止めてくれるんじゃないだろうか。

　相手に自分の気持ちを伝えるだけで────────────

　相手が自分のことを想っていると分かるだけで────────────

　きっと見み違ちがえるくらいに世界は変わるはずだと思う。触れ合うことのなかった、だけど絆きずなを育はぐくんだ六年間を今ここでふいにする事はない。

　そうと分かれば、その気持ちを込めた歌を勝かつ手てに判はん断だんして横よこ槍やりを入れてくる生徒会はやっぱ許せない。

　そして、なによりも────────────

「『コレクター』から、速すみやかに歌か詞しを奪うばい返してやらないといけませんね」

「ええ、その通りね」

　そんな話をしているうちに、学がく食しよくへと到とう着ちやくした。

　ドアを抜ければ中はやはり満まん員いん御おん礼れい。無む秩ちつ序じよな騒さわがしさが広がっている。梅雨つゆらしく湿しつ気けがこもってじめっとしているのがやや不快ではあったが。

「それで、場所はどこで？」

「中ちゆう等とう部ぶと高こう等とう部ぶのちょうど真まん中なかあたりよ。行きましょう」

　先を行く先輩に俺は黙だまってついていく。

　白はく桜おう台だいの学生食堂は鳥ちよう瞰かんするとＬ字型がたをしている。別に明確に線せん引びきされているわけではないが長い棒ぼうの方が高等部エリア、短い棒の方が中等部エリアと利用者が自然に別れている。その二つの棒の接せつ点てんに当たる部分は比ひ較かく的てき両方の生徒が混こん在ざいしやすい箇か所しよだ。先輩のちょうど真ん中あたり、とは普通ここを指す。

　確か『コレクター』は中等部の女じよ子し生徒。高等部である俺達と同席してもさほど不ふ自然ではない場所を先輩が指し定ていしたのだろう。さすがだ。

「………………」

　実際に邂かい逅こうが迫るにつれて、次し第だいに緊きん張ちようしていく。いやもちろん俺おれが『コレクター』と交こう渉しようするわけじゃないが……影えい響きようされやすいのだ。

　しかし、だ。

　よく考えてみれば今回の取引はあっけなく済むんじゃないだろうかと予想している。

　なにせこっちには切きり札ふだがある。まだ誰だれも知らない、アンノウンだった『コレクター』の正しよう体たいを摑つかんでいるのだから。

　使し織おりの一件を収めた時のように『正体を明かされたくなければ【瞳ひとみのエトランジェ】の歌か詞しノートをこちらに返せ』と持ちかければそれで終わりだ。取引と言うよりも、ただ一方的な指し示じで終わるんじゃないだろうか。

　そう考えると少しばかり気は楽になるのだが……。

「あれね」

　先せん輩ぱいが呟つぶやく。

　視線を追うと、中ちゆう等とう部ぶと高こう等とう部ぶが入り混じって座る長なが机づくえの端はしに彼女はいた。

　薄い緑みどりの髪かみ、ちんまりと飾りのように付ふ属ぞくした小さなツインテール、本来ぱっちりとしたものであろう瞳は眠たげに半分ほど伏せられている。どうやら完全には開かないのがデフォルトであるらしい。目の前に置かれたフライドポテトをちまちまとつまんでいる様さまは、どことなく気け怠だるげで気まぐれな猫ねこを連れん想そうさせる。

　白はく桜おう台だい中等部二年、猫ねこ姫ひめ翠みどり。

　それが『コレクター』と呼ばれる怪かい盗とうの正体だ。

「こんにちは」

　先輩はいたって普通に声をかけると、猫姫の正面にある椅い子すに腰こし掛かけた。俺はそれに従って先輩の横に空あいていた椅子に着ちやく席せき。

　幸運なことにここ周辺は人が少なめだった。

「あ、こんにちは」

　猫姫は特になんともないように普通の挨あい拶さつを返してくる。そして、俺を見るなり面白そうに瞳を細めた。

「使し織おりちゃんは元気かしら？　お兄にい様」

　いきなりの煽あおりめいた言葉にややむっとしたが……

「おかげさまで、な」

　皮ひ肉にくを返しておくに留とどめた。

　大だい事じの前の小しよう事じだ。事は荒あら立だてないようにしておこう。

「ああ、そんなにツンケンしないで。そんなつもりじゃなかったの。私はただ単純に、純じゆん粋すいな気持ちで使織ちゃんのことが気になっただけなの。私、使織ちゃんの大ファンだから」

　胸の前で両手を合わせてとろんとした表情を浮かべる。

　この猫ねこ姫ひめとやら、明らかに平へい均きん以上のルックスではあるのだが……焦しよう点てんの合っていない瞳ひとみはどこか漠ばく然ぜんとした不安を感じさせてくれる。

「使し織おりちゃんはとっても素す敵てきなアイドルだわ。久ひさ々びさの正せい統とう派はだもの。いわゆる王おう道どうアイドルにはね、おためごかしが効かないの。本当に本ほん人にんの資し質しつのみによって成立するアイドル、下手へたなキャラ付けでごまかす必要がない純じゆん正せい品ひん。素晴らしいわ。自じ慢まんじゃないけれど、私が注目したアイドルでブレイクしなかった娘こはいないの。今後が楽しみね」

　どこか恍こう惚こつとしたまま、ひとつポテトをつまみ上げると小こ皿ざらに盛られたマスタードディップにぐいっと突っ込む。

　そして底を引っかき回すようにぐるぐるとマスタードの海を荒らす。執しつ拗ように。

「アイドルは芸術品ひんよね。珠しゆ玉ぎよくの品よね。至し高こうの逸いつ品ぴんよね。さすが名にしおう白はく桜おう台だい、一人一人がまさに白はく眉びの逸いつ材ざい。生徒達が熱ねつ狂きようするのも無む理りないわ。私もそれと一いつ緒しよ。多た種しゆ多た様ような偶ぐう像ぞうを崇すう拝はいする中身のない愚ぐ昧まいな大たい衆しゆうの一人よ。ただね……私はその気持ちが人よりも少し、そう、ほんの少しいきすぎてしまっただけのことだから、どうか悪く思わないでほしいの」

　ぐっと顔を机に近づけ、陶とう然ぜんとした瞳で上うわ目め遣づかいしてきた。

　……別に、女子でアイドルにハマっていたからといってとやかく言う気はない。ただそういう問題とは全く別に……こいつ自身、ちょっとどうかしている奴やつらしい。

「猫姫さん、用件を簡かん潔けつに述べましょう」

　そこで割って入るようにして先せん輩ぱい。

「あなたが盗ぬすんだものを返してもらうわ」

　それを聞くと、猫姫はいじっていたポテトを手放して大たい儀ぎそうな仕し草ぐさで背もたれにその小さな身体からだを預けた。

「まあ、そう来るとは思っていたけれど……一体どの品の事を指してるのかしら？　私のコレクションはそこそこに品しな数かずは多いの」

「【瞳のエトランジェ】の歌か詞し」

　先輩が告げると、ぴくりとその細い眉まゆが動いた。

「そんな品は私のコレクションに────────────」

「裏は取れているわ。すっとぼけるのは時間の無む駄だよ」

　猫姫が言葉を言い終える前に、先輩はさらりと釘くぎを刺す。

「……それはまた、随ずい分ぶんと大おお物ものを狙ねらいに来たわね」

　全く悪びれることなく、むしろ呆あきれるような笑いを浮かべながら猫姫。

「そうね、予想するところ依い頼らい人にんはゲンブ本ほん人にんといったところかしら？　大おお当あたり？　そうでしょう？　だってそれ以外には見けん当とうがつかな────────────」

「答える必要はないわ」

　もう一度、先輩は鋭い太刀たち筋すじで猫姫の言葉を断つ。

「不ふ用よう意いな発言はそのままあなたの身の破は滅めつに結びつくと思いなさい。アイドル科かを脅おびやかす生徒相あい手てに、私もそう気を長く保っていられる方ではないの」

　ぞっとするほどの言葉の冷たさに思わず隣となりを見る。姿すがた形かたちはいつもの先せん輩ぱいそのものだが、その雰ふん囲い気きは冷気を漂ただよわせる雪ゆき女おんなのようであった。

　……そりゃそうだよな。

　先輩が過去所しよ属ぞくしていた『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』は、メンバーの一人に偏へん執しつ的てきなストーカーが付いたことによって潰つぶされているんだ。ストーカーが、アイドル科目め当あての犯はん罪ざい者しやがいなければ、先輩は今いま頃ごろ仲間と一いつ緒しよにアイドルを続けられていたはず。

　きっと、アイドル科を脅かす犯罪者に対しては耐え難がたい気持ちがあるに違いない。

「……話を続けるわ。【瞳ひとみのエトランジェ】の事情を聞いて、あなたにとってすごく都つ合ごうのいい状況だっていうのは予想がついたわ。あれは生徒会とカルテットベリーの間で軋あつ轢れきが起こっているもの。盗ぬすんだとしてもその対立のおかげで捜そう査さは難なん航こうし普ふ段だん以上に発見されにくくなる……あなたはその状況を読んでいた。だからこそ【瞳のエトランジェ】を狙ねらった。狡こう猾かつなことにね」

　猫ねこ姫ひめはなんの反応も示さず、つまらなそうに自分の髪かみをいじっていた。

「どこにあるの？　私に渡しなさい。なんだったら、白はく桜おう台だいのどこかにあるあなたのコレクションルームを探し出して、ひっくり返して荒らしまわったっていいのよ」

[image: ]

　その瞬しゆん間かん、猫ねこ姫ひめのぼんやりとしていた瞳ひとみは鋭く光ったように見えた。

「………………」

　そして無言のまま、放ったらかしだったポテトをつまむ。

「……残念だけど、【瞳のエトランジェ】は私の手には負えないところにあるの」

　そう言って、猫姫は遠い目で外の風景を見つめつつマスタードのたっぷり付いたポテトをはむっとくわえた。

「ならば交こう渉しよう決けつ裂れつになるわね。停てい学がくは免まぬがれないと────────────」

「ああ、誤ご解かいしないで。決してあなたに渡したくないわけじゃないの。本当よ？　私だって自分の身が一番大だい事じだもの。そこまで不ふ用よう意いな真似まねはさすがにしないわ。よく聞いて、これは本当のことなの。話を聞いてちょうだい。さあ、座って」

　猫姫は慌あわてて、立ち上がろうとした先せん輩ぱいを両手で制した。そしてなんとかして先輩を座らせると、猫姫はぐっと顔を近づけてきた。

「【瞳のエトランジェ】は今いま私の手て元もとにはないの。あれはほとぼりが冷めるまで、私のコレクションルームとは全く別の、とある場所に保ほ管かんしてあるわ」

「それはどこ？」

　先輩が問うと、猫姫は面白そうに口くち許もとに手を当てて囁ささやいた。

「【瞳のエトランジェ】を隠かくすにはとっておきの……もといこの学校で最も安全な場所よ」

　耳を寄せていたので、俺おれも何とか聞き取れた。

　……この白はく桜おう台だいで、一番安全な場所？

　なんだ？　なぞなぞか？

　またこんなからかうような発言をしたら、先輩は今度こそ堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れてしまうんじゃないだろうか。そう懸け念ねんして隣となりを見ると先輩は難しい顔でなにやら考えているようだった。

　そして面おもてを上げる。

「─────まさか、とは思うけど……」

「そのまさかよ」

　猫姫はひどく嬉うれしそうに首しゆ肯こうした。この機き嫌げんの移り変わりの早さも猫っぽい。

「どうにも信じられないわ。あそこはいくらなんでも……」

「最さい上じよう階かいの屋や根ね裏うら部屋よ。あなたなら分かるでしょう？」

　猫姫はそう告げながらポケットから何かを取り出して、机の上に置いた。

「この鍵かぎを見れば納なつ得とくするかしら。そうそう手に入れられるものじゃないでしょう？」

　それはひとつの鍵だった。普通のものとは違い、ちょっと特とく殊しゆな形けい状じようをしている。

「……確かに」

　先輩はそれに心こころ当あたりがあるようだった。

「渡すものは渡したわ。これで私に出来る事はすべて。あそこがどういう場所か理解しているのならば、もう私は必要ないでしょう？　あそこには【瞳ひとみのエトランジェ】しか入っていないから、潜せん入にゆうするなり何なりして持っていきたいならそうすればいいわ。これで取引にはおとなしく従ったことになるわよね。問題なしよね」

「………………」

　先せん輩ぱいはしばらく黙だまり込んでいたが、やがて睨にらむような視線を向ける。

「……説明するまでもないと思うけど、これが噓うそだった場合、もしくはなにかしらの罠わなだった場合は生徒会にあなたの情報をリークするわ。私はあなたに対して温おん情じようをかける理由はないんだから」

「ええ、もちろん分かっているわ。歌か詞しノートは確かにそこにある。本当よ。噓うそじゃないわ。だからそれだけはやめて。私の大だい事じなコレクションが押おう収しゆうされたりするのだけは嫌いや。それだけは嫌なの。あれは宝なの。もう私のものなの。そうなの。分かるでしょう？」

　相あい槌づちすらも挟はさめないペースで、猫ねこ姫ひめは鼻はな息いき荒く繰り返すように続ける。

「だから、惜しいけれど……本当に惜しいけれど……【瞳のエトランジェ】を返すわ。あの歌か詞しノートだけで済むのならば安いものだわ。言ったでしょう？　私はただのアイドルに熱をあげる一般大たい衆しゆうの一人だって。こんな取引で噓ついて、あなたと知ち恵え比べできる自信なんて私にはないもの。ねえ、だからお願い……」

「もし本当だったのならば、生徒会への通報は避さけておきましょう」

　先輩は相手の顔も見ずにそう告げた。

　すると、猫姫はまるで蕩とろけるような笑顔を披ひ露ろうした。

「じゃあ、これで取引は成立ね。私はこれで。ごきげんよう、またね」

　そしてポテトの載のったお盆ぼんを持って勢いよく立ち上がると、簡かん素そな言葉を残して去っていってしまった。

　うーむ、おかしな人物だった。あんまり関わりたくないタイプだな。

　……しかし、なんか先輩と猫姫の間だけで共通認にん識しきが出来て、どんどん話が進んであっという間に決まってしまったが……結局その『白はく桜おう台だいで一番安全な場所』ってのはどこの事を指しているんだ？

　いくら考えても分からなかったから、置いてけぼりを食らってしまった……。

「……確かにこれ以上の場所はないわ……ライブが終われば厳げん戒かい態たい勢せいは解かれるし、その後で回かい収しゆうすればいいだけの話……灯とう台だい下もと暗くらし、というわけね……」

　先輩はあごに手を当てて、一人でブツブツとつぶやき続けている。

「……鍵は間違いなく同じもの……変わったという報告も聞かない……でも、あそこは二人じゃないと侵しん入にゆうが……」

「あ、あの先輩」

　俺おれはそこで先輩に声をかける。

「ん、なにかしら？」

　考え事をやめて、先せん輩ぱいは俺おれに顔を向ける。

「あの、猫ねこ姫ひめの言っていた『白はく桜おう台だいで一いち番ばん安全な場所』って一体どこなんですか？　俺には見けん当とうがまったくさっぱりつかなくて……」

「ああ、そっか」

　先輩はそこで気付いたかのように笑う。

「ほら、白桜台の一番安全な場所って言ったらひとつしかないじゃない」

　そして、俺が全く予よ想そうしていなかった答えをさらりと教えてくれた。

「アイドル科かの女子寮りようよ」
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　まず真まっ先さきに思いついたのは使し織おりだった。

　アイドル科かに所しよ属ぞくする妹は当の女子寮りように住んでいるため、中を歩きまわったとしても特に怪あやしまれることもない。内部構こう造ぞうなどもきちんと把は握あくしているはずだ。しかし、使織を関わらせるのはどうしても憚はばかられる。ただでさえ兄である俺おれは反はん体制に所属する身。これ以上巻まき込んだら本ほん格かく的に生徒会にマークされかねない。なので候こう補ほからはすぐに除じよ外がいした。

　続いて浮かんだのはスザクとゲンブ。

　今回の依い頼らい人にんであり、事件に深く関わる二人だ。そしてなにより当のアイドル科女子寮に住んでいるのだから頼めば造ぞう作さもなく問題は解決するだろう。そんな感じでゆるく考えていたのだが……その計画はあっさりと憂うき目を迎えた。

　カルテットベリーは明日あしたのライブに向けステージとスタッフ寄き宿しゆく舎しやに缶かん詰づめして全体の最終調ちよう整せいを行うとの事だった。仕事を放り出してその場を抜け出すことは不自然極きわまりなく、ゲンブの動どう向こうを注ちゆう視ししている生徒会がそれを見み逃のがすわけがない。最さい有ゆう力りよく候補だったはずの二人は同時に封ふう殺さつされてしまったわけだ。

　もともと交こう友ゆう関係の乏とぼしい俺の知り合いの中から、さらにアイドル科という条件をかけて検けん索さくに引っかかるような人物はどうあがいてもせいぜいその三人。そしてそれすらも泡うた沫かたの夢が如ごとく儚はかなく消えた。

　その結果として、だ。

「どうしてこんなことに……」

　生いけ垣がきで囲われた大きな木の下、俺はそこに身を隠かくし小こ雨さめをしのぎながら絶望的な心地ここちで雨あま雲ぐもを見上げた。

　正確に言えば、その雲の下した腹はらを突かんと伸びる建けん築ちく物ぶつを。

　全国津つ々つ浦うら々うらから厳げん選せんされた美び少女達たちを匿かくまう楼ろう閣かく。神しん聖せい不ふ可か侵しんたる聖せい域いき。堅けん牢ろう堅けん固ごに守しゆ護ごされる金きん城じよう。もとい……天使たちの集つどう桃とう源げん郷きよう。

　白はく桜おう台だいの校内に場ば違ちがいに屹きつ立りつする豪ごう華かなつくりのホテル。それこそがまさに白桜台学がく園えんの敷しき地ち内ないに存在するアイドル科の女子寮だ。

「泣き言言わない。ほら、覚かく悟ご決めて」

　スマホから視線を外さないまま先せん輩ぱいが呟つぶやく。

　目をやれば先輩がその身に纏まとうのは制服でもジャージでもなく、ポロシャツにエプロンをかけたものだった。ちなみに俺が身に着けているのも全く同じもの。違いといえば俺がジーンズで先輩がスラックスってところくらいか。

　実はこの服装、これから行う作戦に必要不ふ可か欠けつな……言わば『変へん装そう』である。

「……本ほん気きなんですか？」

　俺は真剣な表情で先輩に顔を近づける。

　スマホを見つめる瞳ひとみときめ細やかな頰ほおを凝ぎよう視ししながら、ここに来るまで何度となく繰り返した質問をもう一度ぶつけた。

　願わくば、気が変わってくれはしないかと一いち縷るの望みをかけて。

「本気で、俺と先輩の二人だけで、アイドル科の女子寮に忍び込むんですか？」

　先せん輩ぱいはこちらへと振り返って……

「もちろん」

　にっこりとした笑顔で俺おれの希望を打ち砕くだいてくれた。

「い、いや、先輩なら他にアイドル科かの知り合いくらいいるんじゃ？　その人に持ってきてもらうように頼むとか……」

「私の立場を知っていて手を貸してくれるのはカルテットベリーくらいなものよ。誰だれも表おもて立だって生徒会に逆らいたくはないでしょうし」

「それじゃあ猫ねこ姫ひめに持ってこさせるとか……てゆーか、そもそも侵しん入にゆうするのに二人も必要なんですか？　一人で充分では？」

「今の女子寮りようを攻こう略りやくするにはどうしても二人いないとダメなの」

　スマホをいじる手を止めないまま先輩は続ける。

「普ふ段だんなら一人でなんとかなるんだけど、今はライブ前で女子寮のセキュリティレベルが上がっているわ。特に目的地ちである最さい上じよう階かい付近は寮りよう生せい二人のＩＣカードによる同時認にん証しよう、感かん圧あつ式しきセンサーの仕込まれた床があるの。突とつ破ぱするにはどうしても一人では無む理りなのよ」

「じゃあ猫姫に例のモノを持ってこさせなかったのは……」

「一人では物理的に不ふ可か能のうだからよ。私と猫姫の二人で侵しん入にゆうする方法もあったけれど……一いつ緒しよに動いたことのない人間といきなりアイドル科女子寮攻こう略りやくは危険過すぎるわ」

　先輩はこちらの肩にぽむ、と手を置いて続けた。

「相あい方かたは、やっぱ信しん用よう出来る人じゃないと」

「い、いや、そうは言いますけど、最悪の場合を考えてみてくださいよ。先輩が捕つかまってもせいぜい厳げん重じゆう注意、生徒会から多少尋じん問もんを受ける程てい度どでしょう。だけど俺の場合はただじゃすみません。男子が女子寮潜せん入にゆうですから。どんな言い訳わけだって通じるわけない。発見されたら問もん答どう無む用ようでお縄なわですよ」

　いわゆる一般男だん子し生徒が女子寮に潜入し捕まった場合、世せ間けん様さまからどのような扱いを受けるのかもはや詳しく説明するまでもないだろう。おそらくはそれ以降お天てん道とう様の下を二度と歩けなくなる。早い話が前ぜん科か一いつ犯ぱんだ。

「もちろん、そうならないように注意を払うわ」

　そこで処しよ理りが終わったのか、先輩はスマホをポケットにしまった。

「でもですね……」

「だったら、ここであきらめてすごすごと戻る？」

　一いつ瞬しゆん、ずるい質問のように聞こえた。

　だけど……それは同時に俺おれの意い思しを確かく認にんし背中を押すものでもあった。

　そう、ここで引き返すわけにはいかない。

　ゲンブが想おもいの丈たけを綴つづった新曲の歌か詞し。

　なんとかしてそれを彼女の手て元もとに取り戻してあげたいと思う。だって五年間秘ひめていた……いや、もっと前から抱いていた想いを届けるためのものじゃないか。

　今よりもずっと遠くに行ってしまう人への歌。それが中ちゆう途と半はん端ぱな形になってしまったら、この先ずっと後こう悔かいや無む念ねんに悩まされるってことになる。

　それは……さすがにつらすぎるだろう。

「……その、今夜しかチャンスは……？」

「ええ。ライブはもう明日あしただもの。それに、乗り込みやすさとタイミングを考えたらこの夜に行うのがベストよ」

　そう言って先せん輩ぱいは自らの服装を指ゆび差さした。

「今日きようは一週間に一回、アイドル科か女子寮りように清せい掃そう業ぎよう者しやがやってくる日よ。部分的なワックスとか照明交こう換かんをする簡かん素そな清掃のね。この業者に紛まぎれればかなり楽に侵しん入にゆう出来るはず」

　俺達の服装はその清掃業者に成り代わるためのもの、というわけだ。

「この幸運を活いかさない手はないわ。このタイミングを逃のがしたら、もう侵入はかなり難しくなってしまうと思う」

「………………」

　……怖おじ気けづいていてもなにも事じ態たいは前進しない。

　もう現げん場ばは目の前。ここまで来たら……あとはもうなるようになれだ。

　俺は、先輩に向かって強く頷うなずく。

「よし。じゃあ、寮りよう内ないでは基本的に私と天てん道どう君くんは一いつ緒しよに行動ね。怪あやしまれないよう動きながら最さい上じよう階かいを目指しましょう。もちろん、女子寮の清掃を担当するって事は全ぜん員いん女性職しよく員いんなわけだから天道君も女性のつもりで行動してね」

「はい」

　俺は先輩から渡されていた清掃業者の社しや章しようが縫ぬい付けられた帽ぼう子しを取り出して、それをきゅっと目ま深ぶかに被かぶる。これであまり喋しやべらないようにしておけば、問題はないだろう。

　先輩も同じようにまとめた髪かみを収めるように帽子を装そう着ちやくする。

「時刻は八時五十分。そろそろ白はく桜おう台だいの門をくぐって業者の車がここにやってくる時刻ね……さて、気合を入れて臨のぞみましょう」

　その言葉を合あい図ずとするかのように、遠くから車の走そう行こう音おんが聞こえてきた。
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　到とう着ちやくした車の中からは降り立ったのは五、六人。各おの々おの掃そう除じ道具を片手に女子寮りようの内部へと飲み込まれていくのを静かに見み届とどける。

　やや遅れて、俺おれ達たちもそれに続いた。

　入るのは裏うら口ぐち。ガラスで出来た自動ドアだ。無む論ろんセキュリティによって固く閉ざされているがそれは先せん輩ぱいが用意したＩＣカードであっさり開かい扉ひ出来た。

「………………」

　高たか鳴なる心しん臓ぞうを押さえながら、俺はその聖せい域いきに足を踏み入れた。

　瞬しゆん間かん、かぐわしい甘い香りが鼻を通る。

　自分の部屋のほこりっぽい感じとはまるで違う、今までの人生であまり接せつ点てんのなかった軽やかな匂におい。まるで花咲き乱れるどこぞの庭てい園えんにでも迷い込んだような気分だ。

　そんな馥ふく郁いくたる香りを嗅かぎとって、はっきりと分かった。

　ここはアウェーであると。

　自分はここに似つかわしくない異い分ぶん子しであると。

　そう、いくら廊下を歩いている際にパジャマ一枚で身体からだを隠かくすロリ系けいアイドルや色っぽいネグリジェ姿すがたのグラビアアイドルを発見しても決して浮かれてはならない。それらは注意すべき敵なのだから。

　覚かく悟ごを新たにしつつ通用口ぐちを進み……やがて開けた場所に出た。

　向かい合ったソファとテーブルの組み合わせがいくつか、脇わきには自じ販はん機きが白く強い光を発している。いわゆるここはサロン……談だん話わ室しつのような場所だろう。

　しかし────────────

「？　誰だれもいませんね……」

　薄い衣ころもの乙女おとめたちがキャッキャウフフと戯たわむれているかと思いきや、そこには閑かん散さんとした空間が広がっているのみだった。

　これではサロンという場所の本ほん分ぶんを果たしていない。

「消しよう灯とう時間自じ体たいは十時なんだけど、九時以い降こうに部屋の外を出歩いていると先生に目をつけられちゃうのよ。だから寮りよう内ないを歩いている娘こはかなり少ないと思うわ」

　あ、そうなんだ…………。

　かなり、少ないんだ…………。

　い、いや別に全ぜん然ぜん残念じゃないぞっ。

　勘かん違ちがいするなよ俺。

　今回は作戦の性質上じよう、隠おん密みつ的てきに行動するべきなんだ。アイドル科かの女子と接せつ触しよくしないに越したことはない。別にほら、あれだ、今回の作戦にかこつけて普ふ段だん目に出来ないようなアイドルのプライベートとか、あわよくば下着姿すがたとか期待していたわけでは決してないし……その……なんていうか、うん……。

　なんとなく胸の高たか鳴なりは収まり、そのおかげか緊きん張ちようもほぐれてきた。

「さて、では遥はるか高みの最さい上じよう階かいを目め指ざしましょう。なるべく人との接せつ触しよくを避さけるためにエレベーターを使用せず階段でね」

　先せん輩ぱいはそっと呟つぶやくと、行き先を指で示して先を歩き始めた。

　裏うら口ぐちからサロンに入った後は廊下を通り大だい食堂、エレベーターを通つう過かして寮りようの端はしに設置されている階段へと向かう。先輩の足取りにほとんど迷いはない。さすが元アイドル科かだけあって古ふる巣すの歩き方はお手の物ってことなのか。

　俺おれも一いち応おう事じ前ぜん準備として、アイドル科女子寮の構こう造ぞうは頭に入れてきた。

　真ま上うえから見るとカタカナの『コ』の形状をしたマンションタイプの建物で七階建て。一階は玄げん関かんロビーに大だい食堂、キッチン、サロンなどの大おお部屋で占しめられている。確か寮りよう長ちよう室しつも一階だ。

　そして二階から五階までがいわゆる寮りよう生せいの部屋。中ちゆう等とう部ぶは二、三階を使用していて高こう等とう部ぶは四、五階。二人につき一部屋が割り振られているらしい。六階はプールや屋外テラスなどの各種施し設せつ、シアターからプラネタリウムまで揃そろったリフレッシュエリア。

　そして最上階である七階は驚くべきことにワンフロア丸まる々まるカルテットベリーの部屋として扱われている。彼女らの使いやすいように改かい築ちくしてあるらしく、一階と七階を繫つなぐ直通の専せん用ようエレベーターに曲きよく制せい作さくのための音おん響きよう設備まで一ひと通とおり揃そろっているんだとか。やはり売れっ子は違うという事なんだろう。

　金をかけ過ぎていると言われればそうかもしれないが、それを言い出したらそもそもこの女子寮自じ体たいおかしいのだ。

　飾り気なく控ひかえめな外がい観かんだが建けん築ちく設計は海外の有名デザイナーが手がけたものだし、内部にある各種施し設せつにしてもミシュランで三つ星もらった超ちよう高級シティホテルに引けをとらない充実っぷり。さっきのサロンだって飾られていた調ちよう度ど品ひんや絵画の数々は実は値ね打うちもののアンティークだと先輩は言っていたし、今いま歩いている廊下の床ゆか石いしだって豪ごう勢せいに御み影かげ石いしが使用されている。もはや鳴る靴くつ音おとすらもリッチに聞こえる。そして広く作ってあるせいかその音がまあよく響ひびくこと響くこと。

　住まう寮生のため贅ぜいが尽くされまくっている女子寮ではあるが、しかしそのための富を生み出しているのもまたここに住む寮生。

　学園側がわがバックアップしているのにも関わらず当のアイドル達が質しつ素そだというのも外がい聞ぶんが悪いだろうし、富がきちんと還かん元げんされている分むしろ健けん全ぜんなんじゃないだろうか。

　ぼんやりと考え事をしているうちに大階段へ到とう着ちやく。凝こった装そう飾しよくの手すりに沿いながら、特に問題もなく上へと昇っていく。二階から五階まではそのまま階段で上がってしまう形だ。個人的興きよう味みは別としてそれらの階に主おもだった用事などは特にない。

「……むむ」

　そろそろ四階に着くかという頃ころ、先せん輩ぱいが唸うなった。

　そしてすぐさま俺おれの歩みを手で制し、口くち許もとに人ひと差さし指ゆびを当てる。

「？？？」

　意味が分からないまま、俺は一応それに従う。

　周囲には誰だれもいないため、当然ながら階段には静せい寂じやくが訪れる。せいぜいが各かく部屋から遠くかすかに届くはしゃぎ声くらいのもの。

　─────────いや。

　下の方から、靴くつ音おとが聞こえる。

　それは一定のテンポを刻きざみつつ、音をだんだんと大きくさせている。おそらくはこちらに迫せまってきている……つまり上に昇ってきているのだろう。

　階段中ちゆう央おうにある、一階から六階まで吹き抜けになっている部分。そこから下を覗のぞき込んでその人物を確かく認にんしてみると……

「っ‼」

　それは俺おれ達たち青春革かく命めい部ぶがよく見知った人物だった。おでこを出した特とく徴ちよう的てきな髪かみ型がた、フレームレスのメガネ、小さな背せ丈たけ、あれは風ふう紀き副ふく委員長の雛ひな井いだ！

　よ、よりによってあいつかよ！

　まだだいぶ下の方にいたのは幸運だが、彼女とは何度となく面めん識しきがある。接せつ触しよくは避けられるなら避けたほうがいいに決まってる。

「先輩」

「今夜の寮りよう内ない見回りが雛井だったとはね……ひとまず次の階で身を隠かくしてやり過ごす事にしましょう」

　俺達は焦あせらず慌あわてず、歩くペースを変えないまま一番近い四階へと足を踏み入れた。

　まず真ま正しよう面めんから出迎えてくれたのは大きな引き戸。曇りガラスのため何の部屋なのかはよく分からない。右を向けばまっすぐに延びた廊下と、ずらりと並ぶ部屋。もう片方は非常口ぐちで行き止まりになっている。いわゆる寮の端はしっこだ。

　ほとんどの寮りよう生せいは寮中央に設置されたエレベーターを使うだろうし、こんな所にそうそう人は来ないだろう。

　しかし、その予想はあっさり覆くつがえされた。

　目の前にあった曇りガラス戸が音を立てて開き、中から一人の女子が出てきたのだ。

「あ、もしかしていつもの清せい掃そうの人ですか～？」

　ちょうどよかったとばかりにフランクに声をかけ、ゆったりした動どう作さで近づいてきた。

「すみません、ちょっとお願いしたいことがあるんですけど……」

　たれ目気ぎ味みの、ちょっとおっとりした感じの女子だった。

　さすがにアイドル科かだけあってその顔立ちには文もん句くのつけようがない。そして学校指し定ていのジャージにゆるキャラのＴシャツというラフな格かつ好こをしているのだが……これがやばい。

　胸があまりに大ボリューム過ぎてＴシャツにプリントされているゆるキャラの顔が横に引き伸ばされているのだ！

　すごい！　ゆるキャラのはずのクマがむしろ苦しそうだ！

　ううむ、麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいもなかなか立りつ派ぱなモノをお持ちだけど、さすがに彼女には敵かなわないだろうって─────────あれ？

　この娘こ、なんか見た事あるぞ……？

　アイドルの中でも結けつ構こう有名な、確か雑誌のグラビアをよく飾っている……。

　あ！　そうそう！　鳩はと美み結ゆ理りだ！　新しん世せ代だいグラビアクイーンとか言われて特集されている今まさに人にん気きの娘じゃないか！　うわあ本ほん物ものだ！

　……と、浮かれかけたがふと思い出す。

　今はサインや握あく手しゆを求めているような状況ではないことに。

「……どうするんです？」

　平へい静せいを取り戻し、俺おれは先輩にそっと耳みみ打うち。

「おそらくあの部屋の中で困った事が起きたんでしょう。雛ひな井いをやり過ごすためにも、ここはとりあえず話に乗るのがいいわ」

　先輩は小こ声ごえでそう返して、鳩美に向き直った。

「ええと、どういったご用件ですか？」

　声こわ色いろがきっちり変わっているあたり芸が細かい。

「ちょっと機き械かいの調子を見てほしいんです～」

　彼女は予想通り、曇りガラスの引き戸の奥へと舞い戻っていった。

　よし、とりあえずは緊きん急きゆう避ひ難なんだ。俺は帽ぼう子しをきゅっと深く被かぶりつばの影で顔を見えにくくしてから、鳩美の後に続く。

　部屋の中は、思ったよりも広かった。少し湿しめった感じのする空気とそれに混じるフローラルな洗せん剤ざいの匂におい。そしてその端はしに整せい然ぜんと並ぶ何台もの洗せん濯たく機き。

　ここはランドリースペースのようだ。確かトイレやキッチンは各かく部屋に備え付けられているが洗濯機や乾かん燥そう機きは共きよう用ようって聞いたからな。

　時間帯たいのせいか、今いま現在鳩美しか利用者はいないみたいだ。

「あの、この洗濯機が壊こわれちゃって……直してもらえませんか？」

　そして入口からほど近い場所にある洗濯機へと向かっていき、それを指ゆび差さす。

　なるほど、洗濯機の修しゆう理りか……。

　洗濯機が壊れて困っているところに業ぎよう者しやらしき人間が通りかかればこれ幸いと声をかけてくるのも自然な話ではあるな。今変へん装そうしているこの清せい掃そう業ぎよう者しやの業ぎよう務む内容に洗せん濯たく機きの修しゆう理りが含まれているのかは甚はなはだ疑問ではあるけど。

「………………」

　まあ、今は階段から迫る雛ひな井いをやり過ごすために時間を潰つぶさねばならない。

　この鳩はと美み結ゆ理りも特に悪いことを企たくらんでいるというわけでもなさそうだし、いきなり無む理りですの一ひと言ことで突っぱねるのもなんとなくはばかられる。

「じゃ、とりあえず……」

　出来るだけか細い声で呟つぶやいて、俺おれは問題の洗濯機の前にしゃがみこんだ。

　軽くチェックだけしてみよう。

　どうしようもなかったらこれは修理に出すべきですねとか、私どもでは手に負えませんとか言い訳わけをすればいい。さすがに相手もそれ以い上じよう無理にどうこうしてくれとは言うまい。

「それで、どういった症しよう状じようが出たんです？　壊こわれたとは？」

　先せん輩ぱいも俺の作戦に乗ってくれたようだ。

「乾かん燥そう機きを使いたかったのに、何回ボタンを押しても切り替わらないんです～」

　そうなるとこれは洗濯機と乾燥機が一台にまとまってるやつか。いいやつ使ってるなあ。

　しかし、こんな高こう性能な機き械かいだと高校生である俺がどうにか出来る代しろ物ものではないような───────ん？　洗濯機の置き台みたいなやつに水が溜たまってるな……。

　……ははあ、分かったぞ。これは壊れたんじゃなくてただ単に排はい水すいするパイプが詰まってるだけだ。だから中が脱だつ水すいしきれなくって乾燥の機き能のうに切り替わらないんだな。

　パイプを引きぬいて詰まっているであろうゴミかなにかを取り除いてから、脱水の操そう作さをやり直せば……うん、これは思ったよりも簡単に解決できそうだ。







　そして約やく五分後ご、全ぜん自じ動どう洗濯乾燥機は十じゆう全ぜんたる状態へと回復した。

「これでもう大だい丈じよう夫ぶみたいですよ」

　いかにも営業的なスマイルを添えて先輩は報告した。

「よかったぁ、ありがとうございます」

　鳩美はぱあっと顔を明るくさせて大きく頭を下げた。本当に困っていたらしくかなりオーバーなアクションで、ただのお辞じ儀ぎでさえもふるるんと大だい質しつ量りようの胸が跳ねた。

　……うん、まあただ一つ残念なのはあれだ。

　あの巨きよ乳にゆうアイドル鳩美結理に感謝されるなら、変へん装そうしてない時がよかったかな……。

「じゃあ、私達はこれで」

　先輩が頭を下げたので、俺もそれに従い頭を下げる。

　とりあえずここでの用よう件けんは済んだ。雛ひな井いもさすがに通り過ぎただろうし、ここに長なが居いする理由は特にない。

　さっさとお暇ひまを頂ちよう戴だいするとしよう。

「……あれ？　ないな～？」

　身を翻ひるがえした時、背後からそんな声が聞こえた。言うまでもなく鳩はと美みの声だ。

「もしかして、違う洗せん濯たく機きだったのかな～……」

　少し間ま延のびしたような感じの喋しやべり方にはわずかならぬ困こん惑わくが混じっている。そしてそれは明らかに誰だれかを意い識しきしてのもので、確実に指し向こう性せいを持っていた。

「でも隣となりにもないし、あれ……いったい私の洗濯物はどこに入れたんだっけ……」

　なんとなく、嫌いやな予よ感かんがする。

「明日あしたはアレじゃないとダメなのに……」

　ちょっと泣き出しそうな声。

　……さすがに無む視しは可哀かわい想そうだろうか？

　ちょっと様よう子す見みで振り返───────────────

「……あのぅ」

「ひゃっ」

　いつの間にか近ちか寄よられていたのか、背後から声。

　思わず甲かん高だかい悲鳴をあげながら情なさけないことにそのまま尻しり餅もちをついてしまった。

「申もうし訳わけないんですけど……一いつ緒しよに、私の下着を探してくれませんか？」

　膝ひざに手をついてぐっと屈かがみこんで、鳩美は俺おれを見つめてきた。両腕うでに挟はさまれた二つの膨ふくらみはもうはちきれんばかりに存在を主張してくる。

「い、いや……」

　尻餅をついた状態のままカサカサと後ずさってしまう。鳩美結ゆ理りの下着探さがしなんてご褒ほう美び以外のなにものでもないが、今回だけは勘かん弁べん願いたい。

　なにせこちらは侵しん入にゆう者しや。無む駄だに使える時間などほとんどない。内容も清せい掃そう業ぎよう者しや的てきに協力するものでもないし、これ以上は清掃作さ業ぎように遅れが生じてしまうとかなんとか言い訳わけをかまして逃げるしか……

「待って」

　そこで降り落ちてきた先せん輩ぱいの一ひと言ことは鋭いものだった。

　くいくいっと軽く手て招まねきをされたので、慌あわてて立ち上がってドア付近にいた先輩へと駆かけ寄っていく。

「廊下に人の気け配はいがする」

　囁ささやかれたその声で、俺の全身に一いつ気きに緊きん張ちようが走る。

「えっ」

「さっきから行ったり来たりしてる……四階に用があるみたい」

　そう言われてそっと聞き耳をたててみると、確かに靴くつ音おとが聞こえる。

「雛ひな井いですかね？」

「靴音からして、おそらく」

「ま、まさか俺おれ達たちを探してるとか……？」

「……………」

　わずかな沈ちん黙もくを挟はさんで、先せん輩ぱいは続けた。

「分からないけど、でも、とりあえずはここにいたほうがよさそうね」

　やっぱりそれが懸けん命めいな判はん断だんだよな。雛井が外にいるのにわざわざ今いま部屋を出る必要はない。

　───────と、いうことは。

「あ、探してくれるんですか？　助かります～」

　鳩はと美みはのん気な微笑ほほえみを向けてくる。

　……まあここから動けない以上、無む理りに鳩美を手伝わない理由というのもないからな。

　俺おれと先輩はとりあえず鳩美の元へと向かった。

「その、探すのは構いませんが……その胸だとブラも大きいでしょうから、洗せん濯たく槽そうを一つずつ確かく認にんしていけばすぐ見つかるのでは？」

　先輩の言葉に、鳩美は首を横に振った。

「あ、違います。探しているのはパンツなんです。あの、私のブラはちょっと洗濯機には入れられないので……」

「ああ、大きいサイズのものは型かた崩くずれしますからね」

「そうなんです。洗濯機で洗っちゃうとすぐ中のワイヤーがダメになっちゃうので……」

「カップが大きいと値ね段だんも高いでしょうし」

「はい。海外製せいなので、一ひと品しな一品を大事にしないといけないんです～……」

　……なんだろう、女子同どう士しのブラ談だん義ぎを間ま近ぢかで聞いているとなんだか自分が間違った次元にでも迷い込んでしまったような錯さつ覚かくを覚えてしまう。もにょもにょする。

　俺、ここにいていいのか？

　そんな困こん惑わくをよそに二人の会話は続いていく。

「それで、探しているのはどんなパンツなんですか？」

「サルファージュの新作です。薄うすい紅あかのやつで……」

「ええと、フロントレース付きの？」

「そうですそうです！　あれのワインレッドで、ボーイレングスじゃないタイプです」

「ちょっと不ふ思し議ぎなシルク使ってるものですね。丸まったりしにくい素そ材ざいですから、探しやすいでしょう」

「ほんとにすみません、私は手て前まえ側がわから探しますので～」

「じゃあ、私は反対側から探してきます」

　俺おれが口を挟はさむまもなく会話が終了すると、先せん輩ぱいは部屋の反対側がわへと向かっていった。

「？？？」

　え？　な、なにがなんだって？

　交わされる単たん語ごが耳みみ慣なれないものばかりで、イメージがまるで浮かばなかった。

　強しいて言えばあれだ、ゲームとかで使われる攻こう撃げき呪じゆ文もんに聞こえるような気はした。いやいやだって下着に関する予よ備び知識なんかこちとら持ちあわせちゃいない。むしろ男だん子し高校生が女性下した着ぎの造ぞう詣けいに深かったらそいつは図ず抜ぬけた変へん態たいかある種の天てん才さいかのどちらかだろう。

　いや、そんなことよりも置いてけぼりをくらった俺はどうすれば……。

「あのう～……」

　そこで話しかけてきたのは鳩はと美みだった。

「もしかして、今の説明じゃ分かりづらかったですか？」

「え、ええ。ちょっとそういうのに疎うとくて……」

　帽ぼう子しで顔を隠かくしつつ、とりあえず適当な言葉でごまかした。

「そうだったんですか、それは困りましたね～」

　いくらなんでもこの世の女性の全員が全ぜん員いん例外なく下着のブランドなどに明るいというわけでもないだろう。無む理りに取り繕つくろうよりこう答えたほうが無ぶ難なんだ。

「あ、そうだ～」

　俺の返答を聞いた鳩美は、何かを思いついたかのように手をぽむと合わせた。

　そして次の瞬しゆん間かん、彼女は驚くべきことに、自分のＴシャツの裾すそを持って一切の躊ちゆう躇ちよなくめくり上げた。ブラの黒いレース部分、胸を覆おおう紅あかい布が目に飛び込んでくる。

「⁉」

　一いつ瞬しゆん、俺は都つ合ごうのいい幻げん覚かくでも見ているのかと思った。

　しかし次の瞬間──────まさにぽるるん、と弾はじけるような効こう果か音おんとともにＴシャツからまろび出た大きなバストによってこれが現実であることに気付かされる。

「さあ、見てください～」

　鳩美はＴシャツをまくりあげたまま、ブラに包まれた自じ慢まんの巨きよ乳にゆうを突き出すように俺へと迫ってきた。

「このブラは、今いま探しているパンツとセットのものなんです。これを見ればどんなデザインか分かりやすいでしょう？　ほら、こんな感じです～」

　…………あ、ああ！　意味が分かった！　そういうことか！

　パンツの柄がらがどういったデザインかを認にん識しきするためには、それと同じセットのブラジャーを見れば確かにイメージは摑つかみやすい！　そうなれば、こうやって俺に対して上じよう半はん身しんの下着姿すがたを魅みせつけてくるのも至し極ごく当然の─────────

　ってんなわけあるか！

　なんなんだこの娘こは⁉　天てん然ねんなのかっ⁉

　俺おれが女性に変へん装そうしてるからこその行為なんだろうけど、それにしたってここまで無む防ぼう備びなのはなにか色々と問題があるような気がするぞ！

　こ、ここは先せん輩ぱいに助けを──────────あっ、気付いてくれた！　……な、なんですかその新しいおもちゃを見つけたような邪じや悪あくな笑えみは⁉　すごい嫌いやな予よ感かん！　腕うで組ぐみして観察モードに入ってないで早く助けに来てくださいっ！

「これシルクですけど、特とく殊しゆな編み方してて手て触ざわりが独どく特とくなんです」

　そんなやり取りを知らないまま、鳩はと美みは話を続ける。

　確かに目の前の逸いつ品ぴんは素晴らしかった。重じゆう量りよう感かん、形の良さ、ぷるんとした肌はだ質しつ、まさにファンタスティック！

　そしてそれを彩いろどるブラがまた良い。

　深みのある紅あか。下げ品ひんな明るさでも陰いん鬱うつな暗さでもない、まさに絶ぜつ妙みような色合いの紅い布が丸まる々まるとした果か実じつを包み、布の光こう沢たくがまたバストラインを艶あでやかに演出している。色いろ気けに偏かたより過ぎないためだろう、縁ふち取どりのレースや全体に散る黒いドット柄がらがまた可愛かわいらしい。

　色っぽくありつつもどこか慎つつましやかというのだろうか、二つの相あい反はんする要素をうまく融ゆう合ごうさせている一枚と言えよう。

「あの……見てるだけじゃ素そ材ざいは分からないですよ？」

「へっ？」

「ほら、触さわってみてください。すべすべですよ？」
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　今──────

　今、俺の目の前で─────

　新しん世せ代だいグラビアクイーンが、おっとり系けい天てん然ねん巨きよ乳にゆうアイドルが───────

　そのたわわに実った果か実じつを無む防ぼう備びにこちらへと突き出している。

　ご賞しよう味みあれ。

　そう誘さそってくるように。

　天てん下かの白はく桜おう台だいブランドが保ほ証しようする天然モノの極ごく上じようＧカップだ。十六年かけて育ってきたたっぷり瑞みず々みずしいフレッシュな素そ材ざい。想そう像ぞうするに白はく眉びの品であろう。

「………………」

　……ちょっと。

　ほんのちょっとだけ。

　撫なでるようにして、さするようにすれば平へい気きか？

　これは別におっぱいを鷲わし摑づかんで揉もみしだいたりするわけじゃない。あくまで下着の素材を触って確かく認にんするだけの作業にすぎない。その際に掌てのひら全体で撫なでるようにして、ぽよぽよっと摑んでしまっても問題は──────────

　いや！

　いやいやいや！

　これはさすがにダメだ！　なんか人としてダメだと思う！　人間として超えてはならないラインな気がする！　人としての尊そん厳げんとかそういうのを守らなければ！

「あの、探しているのはこれですか？」

　そこで、真ま横よこから声。今まで遠くで様よう子すをうかがっていた先せん輩ぱいがひとつの下着を手にこちらへやってきていたのだ。

　ああ、さすが先輩！

　俺おれのことを見み捨すてずに助けに来てくれたんだ！

「……あ、いえ、似てるけど……ちょっと違いますね～……」

　鳩はと美みは差し出された下着をじーっと見つめた後、ゆっくり首を振った。

「そうでしたか……」

　先輩も困ったように腕うで組ぐみ。そしてこう続けた。

「ちょっと、ブラを触って確かく認にんさせてもらっても？」

「⁉」

　な、なんだと⁉

「ええ、どうぞ～」

　にこやかに応じる鳩はと美みの胸に、先せん輩ぱいの白い指が伸びていく。

「このラインは、薔薇ばらの装そう飾しよくなんですね」

「きれいで、気に入ってるんです。ここも特とく徴ちようですね～」

「ここから茨いばらがおっぱいを包むように流れて……うふふ、すごい大きさ……バストの先せん端たんで繫つながるんですね」

「……んっ」

「あ、ごめんなさい」

「いえ……でも、そんな、強く指でさすっちゃ……」

「ふふ、立体的な裁さい縫ほうだったんでつい」

　ここで気付いた。

　これは先輩の作戦であるということに！　この人は俺おれを助けに来たんじゃない！　追い詰めに……とどめを刺さしに来たんだ！

「ほら、触ってみたら？　材ざい質しつもよく分かると思うけど？」

　先輩は鳩美の胸を弄もてあそびながら俺に怪あやしい視線を向ける。

　そ、そんなマシュマロおっぱいの変へん幻げん自じ在ざいな歪ゆがみを見せられたら……っ！

「は、はい。どうぞ、気になるトコロをチェックしてください」

　鳩美も鳩美で、ちょっととろんとした瞳ひとみで頰ほおを上じよう気きさせつつ再び迫ってくる。

「………………」

　……よく考えろ！　相手はグラビアクイーンだぞ⁉　こんなチャンスが俺の人生にあと何なん度ど訪れる⁉　この経験は一生の宝たから物ものになるかもしれないんだ！　むしろこのシチュエーションは鳩美もいっそ揉もんでほしいんじゃないのか⁉　どうなんだ⁉　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじという言葉もあったりするぞ！　誰だれか教えてくれ！　いや、これは後こう悔かいのないよう自分が決めなければならないこと！

　ここで、俺が取るべき選択は─────────っ

「だ、」

　俺は絞しぼり出すようにして、たった一ひと言こと弱々しく呟つぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、です……」

　なんとか精神力りよくを総そう動どう員いんして、奥おく歯ばを必ひつ死しで嚙かみ締めながら、俺は自ら下くだした鉄の決けつ意いを口にする事が出来た。苦く悶もんの表情を見られないよう、更さらに深く帽ぼう子しを被かぶる。

「そうですか～？」

「見ただけで、なんとなく分かりますから……」

　俺は……

　俺はもしかしたらこの日のことを一生後こう悔かいすることになるかもしれない。

　だが、人としての尊そん厳げんは守られた！

　最低な人間に、いわゆる外げ道どうに身を堕おとすことはなかった！　俺おれは、これからも下げ衆すでなく人間として生きていける！

　先せん輩ぱい！　小さく舌した打うちしないでください！

　そこで、悟さとりすら開けそうなほどに高こう潔けつに清くなった俺の魂たましいを祝福するかのように鐘かねが────もとい鳩はと美みの真ま後うしろにある引き戸が響ひびいた。ノックだった。

「失礼します」

　一いつ瞬しゆんにして、俺の血の気は引いた。

　ひ、雛ひな井いの声だ！

　そーだよ！　今いま思い出した！

　今俺は変へん装そうしてアイドル科かの女子寮りように忍しのび込んでるんじゃん！　もはやその時点で俺に人としての尊そん厳げんなんかねえよ！　アホか！

「こっちに清せい掃そう業ぎよう者しやさんが来ませんでしたか？」

　がらりと引かれる戸の向こうに見えるのは間違いなく雛井。そして完全にターゲットは俺達たちであるってことは……もはや疑いようもない。捕つかまえに来たんだ！

　ああっ！　こんな事になるんだったらせめて冥めい土どの土産みやげに鳩美のＧカップに欲望の限りをぶちまけておくんだった！　何が高潔な魂たましいだ！　おっぱい揉もみたかったよ！

「ええと、落とし物を届けに……」

　ああっ、もうダメだ──────っ！

「っ⁉　きゃっ──────」

　そこで、予よ期きせぬ悲鳴があがる。

　床に置いてあった鳩美の洗せん濯たくカゴに雛井が足を引っ掛けたのだ。雛井は洗濯物ものをばら撒まきながら目の前にいた鳩美の背中へと激げき突とつ。

「ひゃあっ！」

　当とう然ぜん鳩美も前につんのめってくる。

　先輩は雛井を見て即そく座ざに腰を低くしていたので、自然と鳩美は一いち番ばん近い俺に摑つかまるようにして服の袖そでを引っ張ってって─────────うわわっ、そんなことしたら俺までバランス崩くずして──────っ⁉

「きゃあああ～っ⁉」

　鳩美はその悲鳴すらもどこかのんびりとあげながら、倒れつつある俺に遠えん慮りよなく覆おおいかぶさらんと迫ってくる。

　そして───────

　二つの水すい蜜みつ桃とうは凄すさまじい迫はく力りよくで俺の眼がん前ぜんへと迫り───────

　真ま正しよう面めんから包み込むように、俺の顔面をその圧あつ倒とう的てき大だい質しつ量りようで圧おし潰つぶした。
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「じゃあ、よろしくお願いしますね」

　そう告げて、雛ひな井いはそのまま俺おれ達たちから離れていった。

　俺と先せん輩ぱいは廊下の奥へと遠ざかっていく雛井の背中を見ながら、顔を見合わせて安あん堵どのため息をついた。

　結けつ論ろんから言って、雛井は落とし物を届けに来ただけだった。

　清せい掃そう業ぎよう者しやが使用している地図が非常に見やすかったので、俺はこの女子寮りよう内ない部ぶの構こう造ぞうを把は握あくするためにそれを利用していたのだ。しかし、ポケットに入れてきた地図を俺はどこかで落としてしまったらしい。そして巡じゆん回かいしていた雛井がそれを拾い、清掃業者を探して届けに来たというわけだ。別に俺と先輩の正しよう体たいがバレたとかそういう話では全くなかった。

　鳩はと美みから洗せん濯たく機きを直してくれた親切な業者さんとの援えん護ご射しや撃げきもあって、俺達は特に怪あやしまれることなくその場から解放されたのだった。

　あと、鳩美のパンツは先輩がきっちり発見した事を一いち応おう付け加えておこう。

　ともあれ、無ぶ事じに危き機きから脱しランドリースペースからも脱だつ出しゆつできたのだ。速すみやかに本ほん来らいの目もく的てき行動へ戻らねば。

　目の前にある階段を俺達は再び最さい上じよう階かいに向けて昇り始めた。

「まったく、とんだ事に巻き込まれたものね……」

「いやあ……まったくです」

　それに賛さん同どうする形の言葉だったにも関わらず、その声は自じ覚かく出来るくらいにしまりのない声になってしまった。

　いやそれも無む理りからぬ話というもの。

　ああ、あの顔かお全体を包み込むような柔らかく甘かん美びな触しよつ感かん。甘い匂においをいっぱいに吸い込みながらもちもちマシュマロにサンドされつつ、全ぜん体重でぎゅむうっと押し付けられたあの至し福ふく体験。本ほん物ものの巨きよ乳にゆうはまさに一ひと味あじ違った。

　いやあ、マジで一生モノの体験だったなあ……。

「……ふむ、気に入らないわ」

　先輩はじいっと目を細めて

「な、なにがです」

「天てん道どう君が鳩美結ゆ理りと二人でいちゃいちゃしてたのが」

「い、いやだって先輩が下着の説明せずにどっか行っちゃうから……」

　鳩美との会話から下着デザインを把握するなんて不ふ可能だ。特に男子は。あの後すぐに先輩が俺を呼んで口こう頭とうで説明するなりしてくれればよかったのだ。

「サルファージュは私も気に入っている下着のブランドよ？　天てん道どう君には詳くわしい説明なんて必要ないでしょう」

「先せん輩ぱいの愛あい用ようしている下着ブランドを俺おれなら当とう然ぜん知っているという前ぜん提ていがどこからやってきたのかまず尋たずねたいんですが……」

「部室で私のパンチラなり透すけブラを見る機き会かいはたくさんあったはずよ。もっと観かん察さつ眼がんを養わなきゃ。私も全力で隠かくすわ。天道君も全力で拝おがみに来なさい」

　全力でパンチラを拝みに行くってどういうことだろう……立ち上がった際にすかさず地面に這はいつくばるとか、電でん灯とうを替える時に先輩にお願いするとかか？

　……なんか必ひつ死し過ぎて自己嫌けん悪おに陥おちいりそうだ。

「い、嫌いやですよ。恥はずかしいし……」

「ほほう、鳩はと美み結ゆ理りの巨きよ乳にゆうは凝ぎよう視し出来ても私のおしりは見れないと」

「いや、そういうわけではなくてですね…………てゆーか、先輩は鳩美の胸を弄もてあそんで俺を煽あおって楽しんでましたよね？」

「あんなシチュほっとけないわ、面白すぎたもの。体が先に動いちゃったのよ」

「じゃあ聞きますけど、もしあそこで鳩美の胸を揉もんでたら……」

「軽けい蔑べつしたと思うわ」

「理り不ふ尽じんだ……」

「ふむ……今度から天道君が他の女の子にえっちな気持ちを抱かないよう、私が処しよ理りしてあげなきゃいけないかしら」

「えっ」

　その言葉を聞いて思わず先輩の顔を見つめてしまう。

　え、いや、だって俺のそういうえっちな気持ちって……つまり欲望ってことだろ？　それを先輩が処理してくれるってことは、つまり……その───────────

　いやいやダメだろ！

　部室でそんないかがわしいこと……様々なコスプレを使用した筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいプレイなんてそんな……

「せ、先輩」

　顔を熱くさせつつ、つんつんと肘ひじで先輩の肩をつつく。

「乙女おとめなんですから、卑ひ猥わいな発言は避けるようにしてください……」

「卑猥？　どこが？」

「先輩が俺の気持ちを処理って部分ですよ……」

「去きよ勢せいを卑猥と感じるなんてなかなかマニアックな趣しゆ味みね」

「家か畜ちく扱いですかっ⁉」

　あまりの斜め上展てん開かいに思いっきり突っ込んでしまった。

「こ、こらっ」

　慌あわてて先せん輩ぱいが俺おれの口をふさぎに来る。

　し、しまったつい……っ！

「気を抜いたらダメよ」

「す、すみません……」

　やってしまった。

　今の声、結けつ構こう響ひびいちゃっただろうか……？

「……大だい丈じよう夫ぶみたいね。まあ今このフロアの利用者はいないだろうし」

　このフロア？

　そう言われて周囲を見回すと、そこはちょうど階段の終しゆう着ちやく地点だった。つまりこれよりも上に昇る階段が存在していない場所だ。

　脇わきにある階かい数すう表ひよう示じを見れば六階。そして目の前には薔薇ばらの装そう飾しよくを施ほどこした大きな扉とびら。確かにこの分ぶ厚あつい扉の向こうにはさすがに俺の声も届かなかっただろう。

「さて、階段はここまで。目の前の扉から六階のフロアに入って、カルテットベリー専せん用ようの七階を通り越して屋や根ね裏うら部屋に行く。あと少しよ」

　八はち合ごう目めってところか。

　ここから先はより一いつ層そう気き合あいを入れなければ。

「じゃあ、扉の左脇わきに向かって。それでパスを用意」

　俺は先輩の言う通り扉の左側に陣じん取どり、寮りよう内ないに入る時に使ったＩＣカードをポケットから取り出した。

「壁にあるパスリーダーに私と同じタイミングで載のせて。そうすれば六階のフロアは開くから」

「もしかして、どうしても二人必要な場所ってここですか？」

「ご明めい察さつよ。ここのＩＣデータだけなら適当にいじってなんとかごまかせるんだけど、問題はこの床にあるの」

　そう言ってスニーカーのつま先でコツコツと床を叩たたく。

「感かん圧あつ式しきでね、総そう重じゆう量りようが七十キロを超えないとロックが解かい除じよされないの。だから寮りよう生せいもここを使用する時は二人以上で来なきゃならなくてね。まあ大体は同室の娘こと来るけど」

「はあ～……」

　厳げん重じゆうさに思わず呆あきれたような、感心したような息を漏もらしてしまう。

「でも、不ふ便べんじゃないですか？」

「面めん倒どうだけどこれも安全のためね。仮に中に不ふ審しん者しやが侵しん入にゆうしていた場合、女じよ子し一人だとどうしようもなくても二人ならなんとか出来るもの」

　なるほど、防ぼう犯はん上じようの理由か。

　やはり人にん気き商売だけあって、アイドル科かもなかなか大変なんだなあ。

　……まあ今から侵しん入にゆうしようって奴やつが何なに言ってんだって話だけど。

「さあ、じゃあ準備はいい？」

　俺おれは頷うなずいた。そして先せん輩ぱいの動どう作さをなぞるようにして壁に埋うめ込まれたパスリーダー部分にＩＣカードを軽く押し当てた。

　軽い電子音おんと緑みどりの発はつ光こうダイオードが解かい錠じようを知らせてくれる。

　この通り六階のセキュリティだけは相当に厳きびしい。ここは間違いなくリフレッシュエリアではあるのだが、その内部にある施し設せつの存在故ゆえにこうなっているのだ。

　自動ドアは重たげな動どう作さで横へとスライドしていき、ゆっくりとフロア内の光がこちら側へと差し込んでくる。

　開いてみれば、中にはいかにも高級そうなホテルの廊下が左右に向かってそれぞれ延びているだけだった。特に何の変へん哲てつもない。ただひとつ目立つのは正面に見える朱しゆ色いろの暖の簾れん。どうやらそこが目的地ちであるらしく、先輩はその暖簾をくぐっていく。

　床一いち面めんに敷しかれた竹のござ、壁かべ際ぎわに設置された桐きりのロッカー、部屋の隅すみには体重計けいも見受けられた。左奥おくを覗のぞけばドライヤーやタオル、各種アメニティグッズが揃そろった洗面台だいが整せい然ぜんと列をなしており、右奥にあるガラス戸の向こうには湯けむりが見える。天てん井じようからアームで伸びる扇せん風ぷう機きもなかなか気が利いた配はい置ちだ。

　ここはいわゆる脱だつ衣い所じよ、つまり六階にあるのは大だい浴よく場じようというわけだ。風ふ呂ろと言えば女子寮りように侵入するような卑ひ怯きよう者ものが狙ねらいそうな定てい番ばんポイントだからな、自然と警けい備びも厳げん重じゆうにせざるを得ないのだろう。

　そして下げ駄た箱ばこを見ても靴くつの類たぐいは置かれていない。桐のロッカーもその全すべてにバンド式の鍵かぎが付いたままになっている。

　つまり、幸運なことに利用者はゼロだ。

「好こう都つ合ごうね」

「ですね……」

　さすがに消しよう灯とう時間も近づいてきているのに風呂に入っている寮りよう生せいはいないのだろう。それとも決まった入にゆう浴よく時じ間かん以い外がいは入れないようになっているんだろうか？

　まあ、どっちにしろハプニングじみた事はもう起きそうにない。残ね……一ひと安心だ。

「それで、どうするんですか？」

「お風呂へ向かうわ。外へ繫つながる通用口ぐちが露ろ天てん風呂の方にあるから、まずはそっちに行きましょう」

　靴くつを脱ぎそれを持ちながら、俺達は右奥おくの大浴場へと向かった。

　うわ広い！

　さすがにこの女子寮りよう内ないに住まう全員を一いつ気きに入浴させることはないだろうが、それが可能なほどに広い。ざっと見て体育館くらいの広さはあるぞ。

　そして造りがまた良い。大だい理り石せきで出来た大だい浴よく槽そうの大きさもちょっと並なみ外はずれたもので目を奪うばわれるけど、それ以上に驚くのはコーナーの充実っぷり。

　ハーブサウナ、ミストサウナ、薬くすり湯ゆ、ジェットバス、打たせ湯、牛乳風ぶ呂ろ、垢あかすり、岩がん盤ばん浴よくに果ては砂すな風呂まである。あちこちに案内札ふだがあって迷めい路ろかよってくらいだ。

　なんで女の子ってのはこう風呂が好きなんだろう？　こんなの二、三種類も入ったら身体からだがふやけてしまうと思うんだけど……。

　漠ばく然ぜんとした疑問を抱えながら歩く内に、窓ガラス越ごしに露ろ天てん風呂が見えてくる。

　瓦かわら屋根の下、荒あら削けずりな岩をごつごつと並べたなかなか風ふ情ぜいがある造りだ。華か美びではなくどこか老舗しにせ旅館の隠かくれ湯ゆ的てきな侘わび寂さびを感じさせる。

　玉たま砂利じやりの敷しき詰められたその庭てい園えん風ふう露天へと出ようとしたところで……

「あっ」

　先せん輩ぱいが軽く声を上げた。

「開かないわ」

　ガラス戸を引いてもガタガタと震えるだけだ。どうやら鍵かぎがかかっているらしい。戸をよく見れば『点てん検けん中ちゆう。現げん在ざい露天風呂は使用できません』との注意書がきがある。

「運が悪かったみたい。でもま、どうとでもなるわ」

　先輩は事も無げにしゃがみこむと、ポーチから針はり金がねやら半分になったピンセットやら針はり通とうしみたいな道具を取り出した。

　そしてごく自然にピッキングを始める。あまりにもナチュラルかつ手て馴なれたその動どう作さを見るに踏んできた場ば数かずは十や二十ではきかないだろう。

　この上なく頼もしくもあり、また突っ込みたい気にもなるのだが……。

　まあ今はどうこう言っている場合ではない。鍵だって外から閉めればいいし誰だれかが迷めい惑わくを被こうむったりする事はないだろう。

　その時……。

「お、さすがにこの時間は貸かし切きりか」

　そんな声が浴よく場じように響ひびくとともに、ガラガラと戸が開く音がする。

「っ⁉」

　こ、こんな時間に利用者⁉

　いやそれよりもなんつータイミングで─────────っ⁉

「天てん道どう君」

　囁ささやくような声せい量りようで、先輩は俺おれを呼ぶ。

「様よう子すを見てきてほしいの。こっちに来るようならすぐに教えて」

　鍵かぎ穴あなから目を離さないまま先輩。

　俺おれは首だけで了りよう解かいを返すと、扉とびらの方へと向かっていく。

　この大だい浴よく場じよう、広く造られているだけあって洗い場もいくつかの島に分ぶん断だんされている。加えてバリエーション豊かな風ふ呂ろをいくつも設置している構こう造ぞう上じよう死し角かくが多い。俺おれでも身を隠かくしながら近づく程てい度どのことは簡単に出来た。

「ようやくのバスタイムだ。今日きよう確かく信しんした。あの二人はサドだね、間違いないよ」

「あんまりそう言うものじゃないわ。まあ……スパルタなのは確かだけど」

　そこで、先ほどとは違う落ち着いた女子の声が混じる。

　二人もいたのか……。

　いや、考えてみれば当たり前だ。ここはセキュリティの関係上、必ひつ然ぜん的てきに二人以上じゃないと入れない形になっているんだから。

　それにしても……この二人の声、どこかで聞いたことがあるような……。

「でも、わざわざ私と肩を並べてお風呂に入らなくてもいいのよ？」

「いいじゃないか別に。一人より二人だ」

「私はどちらかと言うと一人のほうがくつろげるんだけど……中学生にもなって一人でお風呂にも入れないの？」

「ああ、実はそうなんだ。背中を流したり髪かみをトリートメントする従じゆう者しやがいないと満足に身体からだも洗えない身み分ぶんでね」

「相変わらず口が減らないんだから……」

　会話に混じってカランから湯の出る音、桶おけの響ひびきが聞こえてきた。どうやらすぐに露ろ天てんへと向かうようではなく先に体を洗うためにどこかの洗い場に陣じん取どったらしい。

　ひとまずは安心だけど……消しよう灯とう時間も迫ったこんな時間に風呂に入りに来るなんていったいどんな不ふ良りようアイドルだ？　面つらを拝おがんでやらないと。

　水音のする方は洗い場を挟んだすぐ向こうだ。

　そっと顔を出す感じで背中を見やると──────────

「っ‼」

　その正しよう体たいを見て一いつ瞬しゆん呼吸が止まる。

　あれはスザクにゲンブ！

　カルテットベリーの二人じゃないか！

　確か今日きようはライブ前夜の全ぜん体たい練習でライブステージからほとんど離れることが出来ないって聞いてたのに……なぜあの二人がここにいるんだ……？

「しかし、風呂に誘われてきてみれば……まさか寄き宿しゆく舎しやの風呂ではなくこっちに来るとは思わなかったな」

「たまたま作れた貴き重ちような時間よ。それならせめて広いお風呂で、と思って」

「同どう意いするよ。これからまだまだ地じ獄ごくのしごきは続くんだし、せめて風呂くらいは広いところを使わせてもらわないとね」

　なるほど、どうやら二人の会話を聞くにまとまった時間がたまたま取れたからここに来たとかそんな感じだろう。

　どうりでこんな中ちゆう途と半はん端ぱな時間に大だい浴よく場じように……。

「………………」

　しかし……洗い場の前に座る二人の背中は対たい照しよう的てきなフォルムだな。

　まあ所しよ属ぞくグループが同じであろうとスタイルが同じ娘こで揃そろえているわけでもないし、むしろ色々な層に訴そ求きゆうするためバラけていた方がいいんだろう。

　ゲンブの身体からだは背後から見ても非常に均きん整せいがとれた美しいものだった。きっと姿し勢せいの良さもあるのだろう、首くび元もとから流れるように肩、くびれ、おしりへ続くなだらかなラインはまるで芸術品ひんの陶とう器きを思わせるほど。特に椅い子すに座っているにも関わらず弾だん力りよくの強そうなおしりは見事と言う他ない。

　打って変わってスザクの方はまだ成長途と中ちゆうというのがありありと見て取れる。細く薄い身体からだはモデル体型として女性層そうにも受けがよさそうだし、またつるぺたボディとして特とく定ていの層にも強く訴求出来るだろう。そこはかとなく丸みを帯おび始めたフォルムはまさに熟うれかけ。これからの成長を大きく期待させてくれる。

　────────はっ⁉

　俺おれはなぜ自然にカルテットベリーの裸ら体たい批ひ評ひようを⁉

　いかんいかん、風呂を覗のぞくのはさすがにな。

　とりあえずは先せん輩ぱいの所に戻って……

「ねえ、ゲンブ」

　そんな時、体を泡あわまみれにしたスザクが声をかけた。

「ひとつ質問したいんだ」

「？　なに？」

「例の依い頼らいにまつわる一いつ件けんさ」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、洗せん顔がんしていたゲンブの動きはわずかに止まったように見えた。見み間ま違ちがいかと思うほどにかすかなものだったので、あんまり自信はないが……。

「もう長い付き合いだからね、君が一人で抱え込む性格なのは知ってるよ。だけど、先輩に依頼する時は随ずい分ぶんと歯切れが悪かった。もう事情も全部バレていたんだから、そのままストレートに依頼してもよかったはずだろう？」

　なんだか妙みような雰ふん囲い気きにも見える。

「………………」

　俺は少しだけ、この場に留とどまることにした。

「カルテットベリーの中でも、私とゲンブは生きつ粋すいの麒き麟りん堂どう派はだと思っていたんだがね……」

　スザクは纏まとう泡あわをクリーミィにしつつ尋たずねた。

「鳳ほう凰おう院いん派に鞍くら替がえかい？」

「まさか」

　ゲンブは一いつ笑しように付した。

「あの二人ならいざ知らず、私はずっと麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいの味み方かたよ」

「だろうね。候こう補ほ生せい時代の恩おんは大きい」

　どうやら確かく認にんの意味でスザクは質問をしたようだった。

　トップアイドルたるカルテットベリーですら頭の上がらない人物は、白はく桜おう台だい広しと言えど麒麟堂先輩か生徒会長の鳳凰院先輩くらいのものだろう。

「麒麟堂先輩は底そこ抜ぬけに優しい先輩だもの。私が候補生の頃ころだって誰だれよりも親しん身みに接してくれたわ。私があの悩みを打ち明けたのだって、麒麟堂先輩が初めてだもの」

「例の幼おさな馴な染じみのかい？」

「ええ……」

　ゲンブは身体からだを屈かがめて洗せん顔がんクリームを洗い落とすと、その先を続けた。

「離れ離れになって一年くらいかな。ちょうどレッスンがうまくいかない時期があってね……何度やっても講こう師しに叱しかられて、居い残のこりしてもまるでうまくいかなかった。あの人の声が聞きたいな、と思ったけど……それも無む理りじゃない？　近いはずなのにものすごく遠い距離にいることが無む性しようにさみしくなって……ちょっと精神的にまいっちゃってね……」
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　あのカルテットベリーのゲンブでも、そういう事があったんだな……。

　まあ確かにアイドル科かは完全に実力主しゆ義ぎの世界。過か酷こくな環かん境きように耐え切れずに自じ主しゆ的に普通科に転てん科かする生徒は決して少なくないって言うし。

　そういう業ぎよう界かいで勝負していくには、やっぱり心の支えみたいなものが必要になってくるのだろうけど……つらい時にそれに頼れないとなると……。

「そんな時、先せん輩ぱいはいち早く察して話を聞いてくれた。こんな小こ娘むすめの恋の話を夜よ通どおしね。誰だれかが受け止めてくれるだけでこんなに楽になれるんだって……初めて知ったわ」

　その時のことを思い出しているのだろう、ゲンブの声こわ音ねは心安らかなものだった。

「アイドル科に入って初めて泣いたのも、その夜だったかな……」

　照れを隠かくすためか、少し笑いが混じる。

　ぴちょんと、どこかから滴したたった水の粒つぶが床に敷しき詰められたタイルを穿うがつ。

「だから……先輩は私の事情を知っているからこそ、手を尽くしてくれるでしょうね。でも……それは困るの」

「困る？」

　意い図とが分からないといった感じでスザク。

　俺おれも言葉の意味が分からなかった。

　尊そん敬けいする先輩の手を煩わずらわせて申もうし訳わけない……という事ならばまだ理解できるが、困るというのはなんだか言葉がおかしいような……。

「麒き麟りん堂どう先輩になにもかも頼りきり任せきりで、迷めい惑わくをかけっぱなしで申し訳ない。もちろんそういう気持ちもあるのだけれど……」

　ゲンブは自分の身体からだに手早くバスタオルを巻いて、ゆっくりと立ち上がる。

「【瞳ひとみのエトランジェ】には、私の秘ひめていた大だい事じな気持ちを全部つめ込んだの。ものすごくよく出来たって自分でも思うくらい。だから……あの歌か詞しはどうしても自らの手で取り戻したいの。今まで自分がずっと抱いてきた大切な気持ちだもの。私の五年間を支えてくれた想おもい……だったら───────」

　そして、スザクを見つめながらひとつの言葉を告げた。

「決けつ着ちやくだって、自分の手で付けたいでしょう？」

「………………」

　俺の位置からでは、さすがにゲンブの表情まではうかがい知ることは出来なかった。

「それじゃ、私軽かるくサウナに行ってくるわね」

　ゲンブは自分の使用していた洗い場を元もと通どおりに戻すと、そう言い残して俺の視し界かいから立ち去っていく。

「ああ、出る時は声をかけてくれ」

　スザクはそちらを見ることもなく、軽く手を振って応じる。

　やがて、どこかのドアが開けられてぴしゃりと閉じる音がした。きっとゲンブがサウナに向かったのだろう。

「……ふむ」

　そして、スザクはふと漏もれたようにため息をつくと思い出したかのように身体からだの泡あわをシャワーで流し始めた。

「あの二人だったのね」

　唐とう突とつに横から、小さな声が聞こえる。

「先せん輩ぱい」

「鍵かぎは開あいたわ。どこかで聞いた声だと思ったら……」

　そう呟つぶやきながら、俺おれの横にしゃがみ込む。

「今の会話、聞いてました？」

「途と中ちゆうからね。内容は大だい体たい分かるわ」

「なんかその、こういうのもアレですけど……ゲンブの言ってることがちょっとしっくりこないっていうか……変じゃありませんでしたか？」

「………………」

　先輩は俺の問いに答えないまま、あごに手を当てた。なにか考え込むように。

「───────まさか……」

「いるんでしょう？　先輩、優ゆう馬ま君」

　そして先輩が呟つぶやくと同時に、スザクの声が大だい浴よく場じように響ひびく。

「っ‼」

　思わずびくっと体が震ふるえてしまう。

　きゅっとシャワーの蛇じや口ぐちが締まる音がすると、ぺたぺたという軽く早い足音がこちらに近づいてくる。そして洗い場の陰からすっと姿すがたを現した。

「やっぱりね」

「うわわっ⁉　ばかっ！」

　俺はその場で転がるようにして距離を取りつつ、目を隠かくした。

　侵しん入にゆうしておいた側が言うのもなんだが、もう少し恥はじらいを持て！

「さっきまで覗のぞいていたくせに今いま更さら」

「な、なんで分かった⁉」

「ひょっこり覗かせた優馬君の頭が鏡かがみに映っていたからね」

　し、しまった！

　洗い場には各かく一枚ずつ鏡が設置されてるんだ！　背後に関しての注意は真ま正しよう面めんを向いたままだって難なくこなせるに決まってる！

「こっちをちゃんと見たまえ。隠かくすところは隠しているさ。この身体からだだって安くない事は自覚しているんだから」

　スザク自身がそう言うので、俺おれはゆっくりと自分の目を覆おおい隠かくしていた指をどけていく。

　そこにはバスタオル一枚でその身を隠すスザクがいた。今は大きなグラサンもかけていないので美び少女たるそのご尊そん顔がんを拝おがむことが出来る。

「や、安くないって言いながらバスタオル姿すがたかよ……そういう格かつ好こは安あん易いに見せていいもんじゃないと思うぞ」

「ふむ、そんなに私のボディは妖よう艶えんかな？」

　まんざらでもない、といった感じでくねっと腰をひねってポーズをとるスザク。

「妖艶って」

　申もうし訳わけないが、吹き出してしまった。

「色いろ気けを出したいなら、好き嫌きらいせずにもっと飯めし食った方がいいぞ」

　瞬しゆん間かん、俺おれの股こ間かんに蹴けりが飛んできた。

「ぐっ⁉」

「優ゆう馬ま君、レディを立てるのは紳しん士しのマナーだぞ。覚えておきたまえ」

　お、おま……やっていい事と悪い事が……っ！

「そんな事より先せん輩ぱい」

　座り込む俺を無む視しして、スザクは先輩に向き合う。

「おそらくゲンブは、屋や根ね裏うら部屋に向かったと思いますよ」

「でしょうね」

　─────え？

　ど、どういうことだ？

「今日きようはとても抜けられる状況じゃなかったんですが……ちょっと機き材ざいに不ふ具ぐ合あいが見つかりましてね。偶ぐう然ぜんにも風ふ呂ろと夕飯の時間を長くもらったんです。直後、ゲンブは私を風呂に誘って迷いなくここへやって来ましたよ」

　そして腕うで組ぐみをしながら続ける。

「風呂はただのカモフラージュです。目的は例のものでしょう」

　手て加か減げんしたキックだったおかげか、わりあい早めに痛みも引いてきた。スザクの言わんとする事も頭に入ってくる。

「分かりやすかったですよ。今日の昼、女子寮りようの屋根裏部屋に【瞳ひとみのエトランジェ】が隠かくされていると先輩から聞いた時からずっと、ゲンブは女子寮に戻りたがっていましたからね」

「な、なんでそうまでして自分の手で取り戻したがるんだ？」

　当然湧わき上がるだろう質問を俺は口にした。

　しかし、先輩もスザクも明確に断ぜる答えを持っていなかったようで、そのまま沈ちん黙もくしてしまった。いや……もしかして答えは分かってるけど言いづらい、とか？

「……先せん輩ぱいを実は信用してない、とか？」

　とりあえず自分の頭で考えた答えを呟つぶやいてみる。

「彼女はウソを付くようなタイプでは……いや、正確に言えばウソがものすごく下手へたなタイプだ。もしウソだったらすぐに分かる」

　あっさりとスザクに否定された。まああの話しぶりからして、先輩を尊そん敬けいしてるってのはやっぱり本当だよな……。

　でも、だとしたら一体どんな理由があるっていうんだ？

「ゴリ押しで依頼させたのは、ミスだったかしらね……」

　先輩は困ったように後ろ頭をくしゃくしゃとかく。

「その辺は歌か詞しを回かい収しゆうした後に話を聞けばいいでしょう」

　スザクは場を仕切るように話をまとめる。

「とりあえず目的は屋や根ね裏うら部屋ですが……ボイラー室の方から向かいますか？」

　今俺おれ達たちがいるリフレッシュエリアの六階、その上にカルテットベリー専せん用ようの七階があるわけだが、その脇わきに縦たてに細長く二階分ぶんスペースを取っているボイラー室が存在している。本来ならば俺達は六階の露ろ天てん風ぶ呂ろからその細長いボイラー室に入り七階を通り越し、その真ま上うえにある屋根裏部屋へと到とう着ちやくする予定だったのだが……。

「いえ、ゲンブちゃんはもう屋根裏部屋に到着している頃ころでしょう。そうなると……」

　先輩はあごに手を添え、スザクへ視線を。

「屋根裏部屋から七階に降りられる階段があるわね？」

「ええ、古ぼけた螺ら旋せんのものが……」

「ゲンブちゃんはおそらくはあそこから降りて自分の部屋へ向かうはず。ボイラー室から追いかけるよりも直接カルテットベリーの部屋に向かったほうがいいわ」

「なるほど。そういう事ならば、私もお供ともしましょう」

　そこでスザクはウインクをしながら、こう続ける。

「カルテットベリーの部屋に入るには、私のカードがいるでしょう？」

[image: ]

　さすがに、カルテットベリーの住まう七階ともなるとセキュリティは堅けん固ごの一ひと言ことだった。

　スザクがカードのスキャン、五桁けたの暗あん証しよう番号の入力、網もう膜まく照しよう合ごうまでこなしてようやくその重い扉とびらは俺達に入室の許きよ可かをくれた。さすがにこれをスムーズに抜けるのは麒き麟りん堂どう先輩でも至し難なんの業わざだろう。

　まず目の前に広がるのはエントランスだ。

　まるでマンガのように真まっ赤かな絨じゆう毯たんが一面に敷しかれている。どうやら外そと履ばきのままで進んでいいようだ。右みぎ方面はキッチンやダイニングが覗のぞき、左手には小こ部屋がいくつか。洗せん濯たく機きや乾かん燥そう機き、洗面台だいが覗のぞけたのでおそらくは水を使う場所をそちらにまとめてあるのだろう。

　やはりフロア全体を使っているだけあってどれひとつとっても規き模ぼが大きい。間ま取どりはたっぷりと天てん井じようも高く、まるで自分がスケールダウンしたかのようにすら思う。

　……いや、あんまりジロジロ見るのは悪いな。

　スザクに案内されるように、俺おれと先せん輩ぱいは右手のダイニング方面へと向かう。

　吊つり下がるフライパン、カラフルなホーロー鍋なべ、瓶びんに詰められたマカロニやしまい忘れたであろうペットボトルのミネラルウォーター、システムキッチンに置かれた品々からはそこそこに生活感かんが漂ただよっている。ダイニングには硬こう質しつなイメージで統とう一いつされた美術品ひんのような机と四よん脚きやくの椅い子す。それぞれの椅子に座ざ布ぶ団とんや装そう飾しよくがあるところを見ると食事はちゃんと四人で摂とっているようだ。

　窓まど際ぎわの床に置かれていたのは大型の空気清せい浄じよう機き。もうもうと白い煙を上げているところを見ると加か湿しつ器きも兼かねているようだ。いつ帰ってくるかも分からぬ主人達たちのためにせっせと環かん境きようを整えている。

　それらを横よこ目めに見つつ奥へと急ぐ。

　次はリビングだった。それもすさまじく広い。

　液えき晶しようテレビもソファもテーブルもかなりの、四人暮らしで使うには大き過ぎるはずなのにこの部屋はそれらの家具を悠ゆう々ゆうと収めている。

　とりあえずそれ以上に気になったのは端はしの、更さらに奥へと続く廊下の先。その行き止まりに直立したカプセルのようなものが置かれているのだ。

「あれは？」

　あれだけは用よう途とが全く分からない。素直に尋たずねる。

「一階から直通のエレベーターだ。私達だけしか使えない」

　なんでもない事かのようにスザク。

　専用のエレベーターだったのか。やはり優ゆう遇ぐうされっぷりが違うな……。

　そのリビングからもういくつかの部屋……いやフロアを抜けて、ようやく目的の部屋の前にまで到とう着ちやくした。

　ゲンブの部屋。

　大きなドアの表面には、そんな札がかかっている。

「ここね……」

　先輩は真ま正しよう面めんにある小部屋を強く見つめた。

「なんか、音がしますね……」

　耳を澄すませるとがさがさとなにかを漁あさる物音が聞こえてくる。それは間違いなく、正面の部屋からのものだ。

「入りましょう」

　先せん輩ぱいが先せん陣じんを切ってドアノブに手をかけた。

　音を立てないようにゆっくりとひねって開くと……室内に明かりは灯ともっていなかった。ぼんやりとした薄い暗くら闇やみが広がる部屋ではあったが、窓の外から光が入っているためにそこまで周囲が把は握あくできないわけではなかった。

　おおよそ一人ひとり部屋だとは思えぬ敷しき地ち面積を持つその中央に一人の背中。

　揺ゆれる長い髪かみからして、間違いはなかった。

「よかった……」

　心の底から吐き出すようにそう呟つぶやいて、彼女はなにかをその胸に抱きしめていた。

　その行動でなんとなく察しはつく。

　おそらく彼女は目的の物をその手に入れることが出来たのだろう。その望みどおり自分の手によって。

　誰だれともなく、意い識しきしてかせずにか、ぎしりと体重がかかって床が強くきしんだ。

「っ！」

　その音で、ゲンブはこちら側に慌あわてて振り返った。

「み、皆さん……」

　ゲンブが見せた表情はいわゆる驚きではなかった。それはひどく申もうし訳わけなさそうなもの。耐え切れなかったかのように、視線は軽く下に落ちる。

　俺おれ達たちはそこで、部屋の中へと入っていく。

「それが……【瞳ひとみのエトランジェ】ね？」

　先輩は怒るでもなく責めるでもない口く調ちようで指ゆび差さした。

　ゲンブの胸に抱かれている大きめの封ふう筒とうを。

「本ほん物ものだった？」

「ええ、紛まぎれもない本物でした」

　ゲンブはそう答えて、封筒の口からそれを覗のぞかせてくれた。

　ルーズリーフの二、三枚。

　たったそれだけだが、それはゲンブの想おもいが綴つづられたとてもとても大切なものだ。

「そう、見つかってよかったわ」

　俺もなによりそう思う。それは本当だ。

　だけど……

「私は……信用なかったかな？」

「違います！　そんな！」

　茶ちや化かしたような先輩の言葉を、ゲンブは真まっ向こうから否定した。さすがレッスンしているだけあってか、声せい量りように少し気け圧おされたほどだ。

「ただ……」

　その言葉の勢いを失わないまま、ゲンブは続けた。

「これは、この歌か詞しは……誰だれかの助けを得て、取り戻すようなものではないんです」

　そしてぎゅっと、自らの腕の中にあるものを強く抱きしめた。

「ただ私自じ身しんの手で……処しよ分ぶんしたかっただけのものですから……」

　……え？

　今、ゲンブはなんて言った？

　処分？

　あれだけ取り返そうとしていた【瞳ひとみのエトランジェ】を、処分だって？

　まるで意味が分からなかった。

「その曲は、幼おさな馴な染じみの彼に気持ちを伝えるために書いたんでしょう？」

　そうだ、先せん輩ぱいの言う通りだ。

　普通科かとアイドル科で別れてしまった幼馴染。海外へスポーツ留りゆう学がくしてもっと長い時間離はなれ離れになってしまう幼馴染。その人に向けての気持ちを綴つづったもののはずだ。

　それを……処分だなんて……。

「先輩の仰おつしやる通りです。これは私が、幼馴染に向けての恋こい心ごころを歌ったものです。私の思いの丈たけそのものです。それは間違いありません」

　ゲンブは強く断だん言げんし……そして優しく笑った。

「だからこそ、私は自分の手でこれを処分したかったのです。自分の気持ちは自分の手で捨ててこそ、別れというものでしょう？」

「わ、別れって……」

　な、なんでだ？

　言ってる意味は理解できるけど、納なつ得とくは出来ない。

「だ、だって好きなんだろ？　その人のこと」

　そこで思わず口が出てしまった。

　不ぶ躾しつけだったかもと思ったが、言わずにはいられなかった。

「幼馴染で、白はく桜おう台だいの生活を耐えて過ごそうって約束して、それで五年間もお互い待ち続けたんだろ？　それがちょっと延びるだけだ。たかが留学なんだから───────」

「たかが、ではありませんよ」

　ゲンブはゆっくりと首を横に振った。

「新しい地で飛ひ躍やくする彼に私を覚えていてくれと、まだあなたを想おもい続けていると、だから今度は何年待まっていてくれと……彼の足あし枷かせになるような事をどうして言えますか。そんなのはただの我わが儘ままです。私は……それに気付いたのです」

「で、でも────────」

「もうこの歌は伝えるべき想おもいでも、約束でもなんでもありません。私の気持ちの残ざん滓しでしかないのですから」

　大きくふう、と息を吐はくと、まるでお手て本ほんのようなお辞じ儀ぎをした。

「今回は、私の個人的な件に麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいと天てん道どうさんを巻き込んでしまいました。多た大だいな迷めい惑わくをおかけしたでしょう、申もうし訳わけございませんでした。これは私が最初にきっぱりと申し出ればよかったことです……不ふ徳とくの致すところだと感じております」

　そして、面おもてを上げる。

「本当ならば……依頼はしたくなかったのです。私のみっともない恋こい心ごころの処しよ理りに先輩方がたを巻き込むのはあまりに心こころ苦ぐるしかったので」

　そう締めくくってゲンブは笑う。

　浮かべた笑えみもやはり完かん璧ぺきなものだったが……どこか悲ひ痛つうなものを感じさせた。

「………………」

　依頼を渋しぶっていた理由は分かった。私し情じようによって処しよ分ぶんしたかった歌か詞し、取り返すのに尊そん敬けいする先輩の手を煩わずらわせるのは確かに気が引けるかもしれない。

　でも、ゲンブの気持ちに関しては本当にこれでいいのか？

　自分の気持ちを精せい一いつ杯ぱいぶつけた歌詞なのに、それを歌にして届けるチャンスがあるのに、このまま捨ててしまって本当にいいのか？

　これはゲンブと幼おさな馴な染じみの問題だ。

　俺おれが口を出すのは、いわゆるただのお節せつ介かいなのかもしれない。

　だけど……………

　だけど─────

「そこまでよっ！　全ぜん員いん動かないで！」

　そこで響ひびき渡ったのは、聞き覚えのある女子の怒ど号ごう。

　同時に目をしかめるほどに強い光が俺達に向けられた。

「生徒会よ！　あなた達は包ほう囲いされているわ！」

　この名乗り、そして傲ごう慢まんな口ぶりと態度。

　もしかしなくても……。

　視線を向ければ光を背負う影が一つ。やがてその逆ぎやつ光こうは弱まっていき、そいつの正しよう体たいが明るみになっていく。

「女子寮りよう不ふ法ほう侵しん入にゆうの現げん行こう犯はんよ！　おとなしくお縄なわに付きなさい！」

　やっぱり雛ひな井い！

　くそっ、またこいつかよ！

　周囲には俺達を取り囲むように生徒会役やく員いんが十数人。その全員が女子だ。さすがにアイドル科か女子寮りようだけあって男子役やく員いんは入れなかったのだろう。

　俺おれ達たちは部屋の中央に集しゆう結けつするように移動し、落ち着いて周囲を観察してみる。

　明かりに照らされているのはふかふかの絨じゆう毯たん、壁かべ際ぎわに並ぶ楽器の数々、年ねん代だい物もののライティングデスク、全面ガラス張りの広い窓から見える夜景、扉とびらは俺達が入ってきたもの以外にもう一つあったがどちらともしっかり女子が封ふう鎖さしている。

「おいおい、やってくれるな」

　吐はき捨てるように呟つぶやいたのはスザクだ。

「カルテットベリーの、しかも個人の部屋に勝かつ手てに張り込んでいるとはね。奇き想そう天てん外がいなやり口に拍はく手しゆ喝かつ采さいだ。この事は審しん問もん会かいで問題に───────」

「残念だけどこの作戦は合ごう法ほうよ。鳳ほう凰おう院いん生徒会長から許きよ可かは得ているわ。青春革かく命めい部ぶを現げん行こう犯はんで捕つかまえるための作戦だとね」

　思わず俺と先せん輩ぱいの身が硬こう直ちよくする。

「まさかさっきのランドリースペースにいた時に気付かれていないとでも思った？　あそこには鳩はと美み結ゆ理りもいたし、荒あら立だてても決定打だが打てないからあえて逃のがしただけよ。ここできっちり追い詰めるためにね」

　くそ、あの時もうバレてたのか！

　なんのアクションも起こさないのはただの幸運だと思っていたけど……甘かった。

「いえ、私達はただの清せい掃そう業ぎよう者しやで────────────」

「くだらないごまかしは感心しないわね麒き麟りん堂どう。そもそもカルテットベリーの部屋の清掃なんて業者には依頼していないはず。ここにいた時点でどちらにせよ嫌けん疑ぎをかけて捜そう査さするだけの話よ」

　先輩の言葉に被かぶせるようにして雛ひな井い。

「そしてこの切せつ羽ぱ詰つまった時期に青春革命部とスザク、ゲンブが共に居い合あわせていることからして……やはり【瞳ひとみのエトランジェ】を取り戻すために動いていたのでしょう？」

「っ！」

　雛井はその口くち許もとを歪ゆがませて事実をぴたりと言い当てた。

　もともと生徒会副ふく会長を務めていただけあって勘かんの良い奴やつではあったが……この口くち振ぶりはひどく不ぶ気き味みだ。まるで預よ言げん者しやじゃないか。

「協力者がいるようね」

　先輩がそっと囁ささやく。

「あまりにも情報をしっかり把は握あくしているし、なにより段だん取どりが良すぎるもの。この数の役員を動どう員いんするには事じ前ぜんに知っていないと無む理りだわ」

　なるほど……言われてみれば確かに。

　俺達の正しよう体たいがランドリースペースで判はん明めいしたのはせいぜい三十分前まえ。この人にん数ずうをかき集めるには時間が足りないように思う。つまり雛ひな井いはもともと俺おれ達たちの潜せん入にゆう作戦を知っていた事になる。

　しかし、一体どこの誰だれがなんの目的で生徒会に協力を……と思し案あんを巡らせたが、今はそんな事を考えている場合じゃない。ゲンブとの話し合いだってまだ途と中ちゆうだったし、それどころか生徒会に囲まれたこの配置だと無ぶ事じに逃げることすらままならない。

　まずはこの状況をなんとかしないと……。

「雛ひな井い」

　そこで場をクールダウンさせるかのように声が響ひびく。

　スザクだ。

「取引をしようじゃないか」

　大おお仰ぎような身み振ぶり手て振ぶりで自分へと注目を集めながら、一歩前まえへと出る。

「確かに私達は盗ぬすまれた【瞳ひとみのエトランジェ】を探していた。盗んだ人物は──────」

「『コレクター』でしょう。そして、その【瞳のエトランジェ】にはゲンブこと玄くろ野の舞まいと親しん密みつな関係にある者への思し慕ぼが隠かくされている。それも調査済ずみよ。生徒会を舐なめないで」

　雛井はばっさりと斬きり伏せるように横よこ槍やりを入れた。

　それを軽やかな笑顔で返すスザク。

「話が早い。実は……『コレクター』の正しよう体たいをこちらは摑つかんでいる」

　その言葉によって、周囲にいた生徒会役やく員いん達たちは大きくざわめいた。

　ざわめきが止やまない内に、スザクはその後を続ける。

「その『コレクター』の正体、生徒会に提てい供きようしようじゃないか」

「………………」

　雛井は声すら出さなかったものの、その眉まゆ根ねはぴくりと動いた。どうやら先せん制せい攻こう撃げきたる一いち撃げきは見事に成功したようだ。

「まず先に言っておくが、この歌か詞しを渡す気はない。そもそもがこちらのものだし創そう作さくの場に土ど足そくで踏み入られるのはやはり我が慢まんならないからな。ここはカルテットベリーの誰一人だって譲ゆずらない。生徒会が強ごう引いんな手段を取ろうものならなおのことだ」

　まず前ぜん提ていとして、という意味だろう。スザクは力強く断だん言げんした。

「そもそも【瞳のエトランジェ】の一件はデリケート過ぎる。また別のテーブルを設けてそこで話すしかない。ただ、今ここまで来たらそっちもタダでは退ひけないだろう。そこで『コレクター』の情報さ。君きみ等らがここで歌詞を入にゆう手しゆできなくとも、歌詞を盗んだ奴やつを捕つかまえる事が出来れば生徒会としての体てい裁さいは充分に保てるはず。だから、『コレクター』の正体を教える代わりに今この場は退け。どうだ？　これは双そう方ほうにとって得となる話だと思うのだが……」

　スザクの弁べん舌ぜつはまだまだこれからといった調子だ。

「『コレクター』の犯はん罪ざいは今回だけじゃない。白はく桜おう台だいを騒さわがせる稀き代だいの怪かい盗とうだ。捕まえた際の功こう績せきはでかいぞ。ましてや明日あすに迫ったライブの前に『コレクター』を逮たい捕ほ出来たとなれば外部へのパフォーマンスにもなる。さあ考えてみたまえ、上じよう位い役員はここに君しかいない。手て柄がらを独ひとり占じめできるチャンスだ。副ふく会長に返り咲くことも夢ではないんじゃないか？」

　そして煽あおりの言葉も非常にうまい。周囲の生徒会役やく員いん達たちもお互いの顔を見合わせて勢いを失いつつある。

　どうするべきなのか。

　明らかにそういう迷いが生じ始めている。

　この調子なら話にノってくるんじゃないだろうか？

「ふっ」

　やがて、雛ひな井いは軽く笑った。

　だが……それは俺おれ達たちにとって福ふく音いんをもたらすものではなかった。

「『コレクター』の正しよう体たいは中ちゆう等とう部ぶの猫ねこ姫ひめ翠みどりでしょう？」

　今までとは違うざわめきが、部屋の中へと広がった。

　まとまりを失いかけていた生徒会の空気が再び収しゆう束そくしていく。

「その人物は生徒会の協力者よ。なにせ直じき々じきに生徒会本ほん部ぶにやってきて今回の潜せん入にゆう事件のあらましなども事こと細こまかにリークしてくれたんですもの。そして、彼女はすべての罪つみを自じ白はくして既すでに窃せつ盗とうなどという犯はん罪ざいからは手を洗っているわ」

　はあ⁉

　ちょ、ちょっと待て！　なんなんだよそりゃ！

「この通り『コレクター』についてならその全ぜん容ようを生徒会はもう摑つかんでいるわ。よって、その条件では取引は成立しない。【瞳ひとみのエトランジェ】でない限りね。彼女は犯罪者としてはもう登とう録ろくされていないし、今は幽ゆう閉へい室しつでおとなしく罪つみを悔くいているところよ。特に取り沙ざ汰たするような問題はないわ」

　あのアイドル狂きようが、メンヘラじみたあの女子がアイドルのファンをやめた⁉

　冗じよう談だん！　どう考えても猫姫はマトモな神経の持ち主なんかじゃない！　あんな狂ったやつがおとなしくファンをやめるなんて噓うそに決まってるだろ！

　これじゃ、まるで……猫姫が生徒会に匿かくまわれているような形じゃないか！

「やられた」

　珍めずらしく先せん輩ぱいが舌した打うち。

「え？」

「猫姫は生徒会と取引していたんだわ」

　そして苦にが々にがしく続ける。

「今いま分かったわ。自分が安全な状況を作れていたからこそ、あの娘こは私との取引にあんなにあっさり応じたんだわ……そして、こうなるところまで読んでいた」

　そうか。あの学がく食しよくでの取引は確かにずいぶんとあっさりしていた。それはもう、その時点で猫ねこ姫ひめ自じ身しんが自じ衛えい策さくを講じていたからで………………。

　つまり、俺おれ達たちは猫姫に一いつ杯ぱい食わされたってことか！

「さあ、もう気は済んだかしら？　おしゃべりの時間はおしまい。今夜が青春革かく命めい部ぶの最後となるのよ。ああ、顔なんていくら隠かくしていても無む駄だ。その帽ぼう子しを剝はぎとってやればもう言い逃のがれなど出来ないのだから」

　雛ひな井いはそう言うと、俺達を取り囲む女子役やく員いん達たちが揃そろって一歩前まえに出る。

　まずは……ここから逃げるしかない！

　でも、今この状態では相手に隙すきがない。いくら先輩の煙えん幕まくで視し覚かくを撹かく乱らんしても力任まかせの強きよう行こう突とつ破ぱは難しすぎる。余よ程ほどのことで全員の視線を逸そらさない限りはここを突破するのは……。

　先せん輩ぱいをちらりと見やっても、未いまだ思し案あん中ちゆう。

　もしかして……打つ手なしなのか？

「先輩」

　そんな時に聞こえたのは、ささやかなゲンブの声。

「あとを頼みます」

　視線すらこちらに寄よ越こさないまま、そう続けた。

　え？

　い、今のはどういう意味だ？

「さてゲンブ。あなたの手て元もとにあるのは【瞳ひとみのエトランジェ】の歌か詞しね？」

　それを尋たずねる間もなく雛井が声をあげる。

「確かく認にんさせてもらうわ。そして本ほん物ものだった場合は生徒会が審しん査さし、発表の可か否ひを決めさせてもらう」

「いいえ、渡すわけにはいきません」

　ゲンブは頑がんとして譲ゆずらなかった。

　そして一歩、踏み出す。

「生徒会長はその曲の内容を危き険けん視ししておられるのよ」

「存じています」

　ゲンブは生徒会役員達に囲かこまれつつも一歩、また一歩と往いく。

　俺、先輩、スザクで固まっていたパーティーからどんどんと離れていき、その進む先はライティングデスクだった。

「鳳ほう凰おう院いん生徒会長は貴女あなた達の師し匠しよう筋すじでしょう、従わねば悲しませることになるのでは？」

「あの方の思し想そうは、私には理解できかねますので」

「……そうなると、こちらも手て荒あらな手段を取らざるを得なくなるわ」

　すっと雛井が右手をあげると、取り囲む生徒会役員達が臨りん戦せん態たい勢せいへと移行する。スザクがかき回した場の空気も今はもう元通りになってしまっている。

「あなた達は、これを歌われることに危険を感じているのでしょう？」

　ライティングデスクに到とう着ちやくしたゲンブは、ひらひらと【瞳ひとみのエトランジェ】の入った茶ちや封ぶう筒とうを振った。

「その通りよ」

「その心配は無む用ようですよ」

　ゲンブは少し身をかがめて床に置いてあった機き械かいの電でん源げんを入れた。

「要はこれが失われれば、問題はないということでしょう？」

　そしてわずかに目め配くばせ。

　臨りん戦せん態たい勢せいになった事により人じん員いんが薄くなった扉とびらを、一いつ瞬しゆんだけ。

「たった今、そうなりますから」

　続くゲンブの行動で……

「はへ？」

　雛ひな井いは、先ほどとは打って変わった間ま抜ぬけな声をあげた。

　ゲンブは───────────自らが起き動どうしたシュレッダーに【瞳のエトランジェ】を飲み込ませていったからだ。まるで健けん啖たん家かが気き炎えんを吐くように機械は唸うなりを上げ、貪どん欲よくにバリバリと、迷いなくなく嚙かみ砕くだきながらそれを飲み込んでいく。

　場にいるほとんど全員が、予想を裏切るその光こう景けいを見て呆ぼう然ぜんとしていた。ただ静せい寂じやくの中に機械の無む機き質しつな音だけが響ひびいていく。

　次の瞬しゆん間かん────────────

　バシュッと、聞き慣れた軽い炸さく裂れつ音おん。

　瞬またたく間に空間を埋め尽くしていく緑みどり。膨ふくらむ原げん色しよくの煙。

　これは……先せん輩ぱいの煙えん幕まくだ！

「こっちだ！」

　スザクの声が響く。

　煙幕の中に消えていく先輩とスザクを慌あわてて目で追い、俺おれは駆かけ出しそれに付いていく。

　守りの薄くなったドアを狙ねらって、そこへ飛び込む。

「はっ⁉　し、しまった！」

　だいぶ遅れて、雛井の声が聞こえた。今回周しゆう到とうに準備を仕組んだが……もとよりあいつは不ふ測そくの事じ態たいに弱い。このまま押し切れば……っ！

「逃がしてはダメ！　追いなさい！」

　背後からそんな声が聞こえてきた。

　この感じならば逃げられる！

　でも……でもっ！

　歌か詞しが！

【瞳ひとみのエトランジェ】が！

　確かにゲンブは歌か詞しを自分の手で葬ほうむって、自分の気持ちにさよならを告げたいって言っていたよ！　それはゲンブの意い志しだし、ゲンブ自身の望んだ結けつ末まつだ！

　でも、本当にそれでよかったのか⁉

　あんな形で別れを告げるなんて──────────っ

「今は考えるのをやめなさい」

　背中越ごしに聞こえる先せん輩ぱいの声。

「ゲンブちゃんが作ってくれたチャンスを無む駄だにしちゃダメ」

「……っ」

　何も言い返せないまま……

　無む力りよくさと行き場のない感情を抱えながら……

　種類を増していくカラフルな煙の中を、俺おれはただ走り抜けていった。







　その後の事はもうよく覚えていない。

　目まぐるしくフロアを駆かけ抜けて、押し込まれるようにエレベーターに詰められて、その後も走った。ただただひたすらに先輩の背中を追いかけた。先輩の影を視し界かいの端はしに入れておくだけでも至し難なんだったので、頭を働かせる余よ裕ゆうなんかはなかったんだと思う。

　無む心しんでまっすぐに───────────

　がむしゃらに走り続けて───────────

　まず襲おそってきたのは違い和わ感かんだった。

　身体からだにまとわりつくような鬱うつ陶とうしい窮きゆう屈くつさ。

　目の前を走る先輩の背中もしっかり捉とらえられる事に安心し、軽く視線を落として自分の服を確かく認にんする。変へん装そう用ように着ていたポロシャツがぐっしょりと濡ぬれていた。汗あせにしては不ふ自然だと感じた矢や先さき、顔を叩たたく雨あま粒つぶと前まえ髪がみから滴したたる水すい滴てきへとようやく意い識しきが向く。

　雨だ。

　俺はいつの間にか雨に降られていたらしい。

　そこでようやく俺は自分が女子寮りようの外に出た事に気付いた。

　同時に先輩がその足を止める。

　従って俺も立ち止まると、今まで感じていなかった疲労が一気に襲おそいかかってきた。思い出せと言わんばかりにぐっと体が重くなり、呼吸も荒くなっていく。

「とりあえずは、逃げおおせたわね」

　さすがの先輩も軽く息を弾はずませながら、近くの壁にもたれかかった。

「直通のエレベーターが封ふう鎖さされていなかったのは、不ふ幸こう中ちゆうの幸いだったわ……」

　俺おれはひとまず呼吸を整えながら帽ぼう子しを取る。水すい滴てきを払おうとばさばさ振ってみるが、重量が変わっているほどにずぶ濡ぬれていた帽子には何の意味もなかった。

　だんだんと周囲の風景も認にん識しきできるようになってくる。そこはよく見知った場所。旧きゆう校舎群ぐんの一いつ角かくだった。

　アイドル科かの女子寮りようからここまでずっと走ってきたのか……。

「……あの、先せん輩ぱい……」

　まだ少しぼんやりとした頭のまま呼びかけた。

　きっと口にするべき言葉は色々あっただろうとは思う。

「歌か詞しが……」

　しかし、真まっ先さきに口をついて出たのはそれだった。

「……ゲンブちゃんの行動に、筋すじは通っていたというわけね……」

　ふう、と大きく息をついた。

　それはそうかもしれない。

　でも、俺が聞きたいのは今までの事じゃない。

　これからのことだ。

　ゲンブが気持ちを込めた【瞳ひとみのエトランジェ】、離れた幼おさな馴な染じみに届けたかった歌、シュレッダーで裁さい断だんされた想おもい。確かにゲンブは自らの手で歌詞を葬ほうむりたいと言っていた。

　でも─────────

「……どうやら、私達に出来るのはここまでみたい」

　先輩は乱れていた息を整え、落ち着いた口く調ちようでそう告げた。

　そして帽子をとり濡れた銀ぎん髪ぱつを顕あらわにする。

「え？」

　俺は先輩の言葉の意味が分からず問い返した。

「事じ態たいは依い頼らい人にんであるゲンブちゃんの望む形で終わったわ。これ以上、私達がすべきことはなにもないわ」

　先輩はぎゅっと帽子を絞しぼりながらあっさりと告げる。

「依頼は完了よ。この件はこれでおしまい」

「な、何なに言ってるんですか！」

　俺は思わず声を荒げた。

「これから、どうにかして【瞳のエトランジェ】を取り戻す方法を考えるんじゃ……っ」

「そんなことをしてどうするの」

「どうって！」

　俺の抗こう弁べんを解きほぐすかのように、ゆっくりと首を横に振った。

「天てん道どう君、勘かん違ちがいしてはいけないわ。私達青春革かく命めい部ぶは無む視しされ圧あつ殺さつされた人達の意い思しを拾い上げて実行する『力』でしかない。今回は【瞳ひとみのエトランジェ】を取り戻したいというゲンブちゃんの意い思しがもっとも尊そん重ちようされるべきことなの。少しばかり齟そ齬ごはあったけれど、ゲンブちゃんの手て元もとに歌か詞しは届いたわ。その後どうしようと、それはあの娘この自由よ」

「い、いや、このままでいいわけないですよ！」

「いいわけない、というのは天てん道どう君くん個人の勝かつ手てな判はん断だんよ」

「でも……っ！」

「じゃあ聞くけれど、このあとどうするつもりなの？　まさか、バラバラになった【瞳のエトランジェ】を繫つなぎあわせてゲンブちゃんにライブでそれを歌えと強きよう要ようでもするの？」

「っ！　それは……」

　言われて、口ごもる。

　確かにそんな事、出来っこないけど……。

「落ち着いて考えてみて。天道君は自分が『こうあるべきだ』と思っている方向で事件が終わらなかったから不満を感じているだけよ。自分の好む結けつ末まつではなかったから、望んだエンディングではなかったから、ただ自分の望みを通したくて抗あらがっている……私にはそういう風ふうに見えるわ」

「………………」

「これは彼女の選んだ道なの。ましてやゲンブちゃんと幼おさな馴な染じみの恋の問題、他人が口くち出だし出来るものでもないでしょう」

　俺おれがなにも言えずにいると、先せん輩ぱいはぼうっと空を見上げた。

　ここ数日止やむことのない雨を。

　それを降らす曇どん天てんを。

「それに……」

　低い声のトーンのまま続けた。

「……これ以上、私が余よ計けいな手出しをしてゲンブちゃんを困らせるわけにはいかないもの」

　雨に打たれる先輩の顔は……この上なく哀かなしげに見えた。







[image: 第四幕　我が愛しの風を呼べ]







　その翌よく日じつ。

　カルテットベリーのニューアルバム発はつ売ばい記念ライブを迎えた白はく桜おう台だい校内はどことなく浮き足立っていた。白桜台の校内で行われるため生徒ならば無料で参さん加か出来るらしく、朝から生徒達たちは気もそぞろ。授業はまるで形にならず教きよう師し陣じんもこういった事じ態たいには慣れているのかどこか諦てい観かんし、内容を軽く流す感じの復ふく習しゆう程てい度どになっていた。

　昼に近づくにつれてそのテンションはどんどんと上がっていくようで、校内のあちこちでカルテットベリーのグッズを抱える生徒や振り付けの練習をしている集団などを見かけたりするほど。この熱気はさながら学園祭さいだ。

　しかし、それらを見ても俺おれの気分は上うわ向むきにはならなかった。

　それは当然昨さく晩ばんのこと。

【瞳ひとみのエトランジェ】にまつわる顚てん末まつのことだ。

　昨晩雨あめに打たれた後、俺は自分の感情をうまく言葉に出来ないまま、言葉に出来ない気持ちを抱え込んだまま先せん輩ぱいと別れた。

　先輩はこの事件はこれで終わりだと言っていた。

　自分達がなすべきことはない。依い頼らい人にんであるゲンブの望む通りの結末バツドエンドになった。だから、このままこの一件から手を引く……と。

　……確かにそれが正しい判はん断だんなのかもしれない。

　依頼人が「これで良い」と言ってるのものをこっちの感情で判断するのはお門かど違ちがいだし、そもそも許される事ではない。そしてなにより部長である先輩が決めた事ならば部員である俺は素直に従うべきだろう。

　ただ……今回の事はもう少し掘り下げたいのだ。

　本当にここまでなのか？　もう探るべきものはないのか？　まだ自分達になにか出来る事があるのではないか？

　昨晩から今の今までずっとそう考えている。

　気持ちがくすぶっているのだ。とりあえずは自分の気が済むまではやっておきたい。

　特に正せい義ぎに燃えるわけでも人にん情じように篤あついわけでもない俺が、なぜだか今回はもやもやした気持ちに搔かき立てられる。その理由は……なんとなくだけど、自分でも分かり始めている。

　たぶんきっと─────────

　そこでチャイムが鳴なり響ひびく。

　四よん限げんの授業の終わりを知らせる鐘かねだ。

　俺の気を紛まぎらわしてくれるほどに難なん解かいなわけでもない、ただ退たい屈くつでもどかしいだけの授業がようやく終わって昼休みになる。

「えー、じゃあ今日きようはここまで。まだ昼食の後にも授業はあるんだからな、あんまり羽は目めをはずしすぎるなよ」

　教師は釘くぎを差すが、あまり効果はないようだった。

　クラスのお調ちよう子し者もの達たちが奇き声せいをあげながら教室を飛び出して、その勢いのまま学がく食しよくへと向かっていく。廊下から似たような声が響ひびいてきたので、おそらく他のクラスでも似たような奴やつが似たような行動をしているのだろう。

　さて、俺おれはどうするべきかと言えば……。

「………………」

　ポケットの中からひとつの紙を取り出した。

　これは今朝けさ登校してきた時に、俺の下げ駄た箱ばこの天てん井じように貼はり付けられていたものだ。

　実はこのメモの受け渡し方法は青春革かく命めい部ぶが使う緊きん急きゆう用ようの連れん絡らく手段なのだ。どうしてもお互いに素す早ばやく連絡を取る必要がある場合にそうしろと先せん輩ぱいから教えられている。

　このメモの内容は今日きようの昼休み、とある場所で落ち合おうというもの。どうやら話があるらしいのだ。

　その差さし出だし人にんは────────

[image: ]

「すまなかった」

　スザクは顔を合わせるや否いなや、開かい口こう一番そう言った。そしてぱむっと両手を合わせる。

　周囲は背の高い木々が連なる密みつ度どの低い林。本ほん日じつライブが行われる野や外がいステージの裏うら側がわ、そこからやや離れた人ひと気けのない場所だ。

　ステージの方では準備を着ちやく々ちやくと整えているようで、遠くから慌あわただしい作業音とせわしない人の声がこちらまで届いている。

　それらの環かん境きよう音おんが一時的に場を支配した後……

「え？」

　俺は意味が分からず間の抜けた言葉を返してしまった。

「ゲンブの一件だよ。こっち側から依い頼らいしておいてあんな形になってしまったからな。申もうし訳わけないと思っていたんだ」

「ああ、それはお前が謝るようなことじゃ……」

　後ろ頭をかきつつ、俺はこの呼び出しの内容をようやく把は握あくした。

　そう、俺をここに呼び出したのはスザクなのだ。

「元はといえば私が無む理りにゲンブを依頼に引っ張っていって始まったことだろう？　私が変なお節せつ介かいを焼かなければ、みんなこんな思いをせずに済んだのかも……と思ってしまって」

　スザクはそう言って、珍めずらしく自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。普ふ段だんと変わりが無さそうに見えてほんの少し笑顔には陰かげりが見える。

「そんなことない」

　俺おれはすぐさま否定した。

「スザクのせいなんかじゃない。スザクが来る前からゲンブが何か盗ぬすまれたって部分は先せん輩ぱいも推すい理りしてたんだから、なにしたって結局ぶつかる問題だったよ。ゲンブにしたって『自分が捨てたかった歌か詞しを盗まれた』っていう妙みような状況に陥おちいって色々と一人で抱えてたと思うし。だからその……みんながみんな気を遣つかいすぎて、それが悪い方に働いちゃったっていうか……今回の件はそういうことだと思うんだ」

　なんか強ごう引いんなまとめ方だったが必ひつ死しで俺はフォローした。これからライブがあるってのにスザクの顔を曇くもらせるわけにはいかないからな。

「優しいな、優ゆう馬ま君くんは」

　スザクはもう一度笑わらった。

　わずかだけど、その曇りは晴れたように見える。

「それに俺自じ身しん、あの結けつ末まつには納なつ得とくいってないしな。さすがに、シュレッダーにかけるとは思わなかったし……」

　後ろ頭をかきながらそう加えた。

「それは私もだよ。ゲンブはあのルーズリーフ、ものすごく大だい事じにしてたんだ。ここに入学する前に例の幼おさな馴な染じみからもらったものらしくてね。歌詞を書く時はいつもあれを使ってた」

「そうだったのか……」

　そういう思い出のある品にああいう別れを告げるということは、そこまでに固い決けつ意いをゲンブは秘ひめていたということなんだろう。

　そうなると、それこそ外がい野やである俺がどたばたしたところでどうにもならないんじゃないかという事になってしまうけど……。

「まあ、ゲンブになにかしらの心変わりがあっただろうってのは推すい察さつできるんだけどね」

「心変わり？」

　俺は意い外がいな言葉を耳にしてオウム返しする。

「だって考えてみたまえよ。ゲンブは最初、間違いなくあの幼馴染に向けての好こう意いを込めた曲を作っていたはずなんだ」

「まあ、本ほん人にんがそう言ってたしな」

　当たり前だろ、といった風ふうに返すとスザクは呆あきれた感じでため息。

「私が言いたいことを理解してないな。じゃあ聞くが、なぜゲンブはそれをその手で捨てようとしたんだ？」

「幼馴染への気持ちを断つためだろ？　自分の好意自じ体たいを葬ほうむるっつーか……」

「なぜだ？」

「え？　な、なぜって……」

「なぜ制せい作さく当初は好こう意いを込めた歌か詞しを書いていたにも関わらず、後になってからそれを葬ほうむろうなどと考えたんだ？」

「！」

　言われてみてようやく気付いた。

　そうか、そもそも初めからゲンブの気持ちが決まっていたならば、制作開始時じから別れの曲を書けばよかったはずなんだ。好きだという気持ちを歌詞にしてそれをわざわざ破り捨てるという行為は……言うなれば二度手で間まってことになる。

　まあ個人でやるのならばあり得るかもしれないが、仕事として、カルテットベリーとしてライブの曲目にエントリーさせてまでそれをやるのはどうも考えにくい。あの生き真面まじ目めなゲンブの性格を考えればなおさらだ。

　つまり……

「あの歌詞を書いた後に、ゲンブはなにかしらの要よう因いんによって心変わりをしたというわけだ。自分の想おもいを処しよ分ぶんすると決めるほどに、大きな心変わりを」

「なるほど……」

「なにか外がい的てき要よう因いんがあったはずだとは思うんだが……それを探るのもプライベートな話だし気が引ける。そしてなにより時間がない」

　そう言われて携けい帯たいで時計を確かく認にんするともう昼休みは半分ほど過ぎていた。

　確かライブは夕方の五時からだったはず。時間という時間はもうほとんど残っていない。

「私ももうそろそろ戻らねば」

　そう言いながら、スザクは手持ちのビニール袋ぶくろをこちらへ差し出してきた。

「一応、【瞳ひとみのエトランジェ】の切り刻まれた歌か詞しだけは持ってきた。なんとか目を盗んでシュレッダーのゴミをまとめてきただけだがね」

　さほど大きくはない。コンビニの、サンドイッチとペットボトルを入れられる程てい度どの大きさのものに収まっているらしい。

「でも……いまだに本ほん人にんに歌う気はないんだろ？」

「そうみたいだ。昨さく晩ばんあの後もゲンブに迫ったんだが、あれでよかったの一いつ点てん張ばりでね……取り付く島もない。ライブももう変へん更こうなしで準備を進めているんだ」

　じゃあ、ゲンブとしてはその意い志しに変わりはないってことか……。

「そっか……」

　俺おれは目の前にあるビニール袋に目をやった。

　例えこれを復ふく元げんして、それをゲンブの前に突き出したとしても何の意味もない。それは分かっているが……すがれるものがあるのならば今はなんにだってすがりたい。

「ありがとう」

　俺は礼を告げて、そのビニール袋を受け取った。

「じゃあ私はこれで。すまないな、こんな事で呼び出して」

　その場で身を翻ひるがえして、スザクはステージの方へと向かっていく。

「あ、スザク！」

　言い忘れたことを思い出し、俺おれはその小さい背中に声をかけた。

「ライブ、頑がん張ばれよ！」

　立ち止まりかけたスザクだったが、再び走りだし背せ中なか越ごしにピースサインを送ってきた。気き障ざな動どう作さはびしっと決めるやつだ。

　特に落ち込んだ様よう子すもなかったし、一ひと安心かな。

「さて……」

　俺はもらったコンビニのビニール袋ぶくろの口をぎゅっと縛しばって腹に抱える。

　空は相変わらずぐずついた様子。ぱらぱらとまばらに降る雨から歌か詞しを守るようにして、俺は足あし早ばやに林を駆かけ抜けていった。







　とりあえず向かった先は部室だった。

　この裁さい断だんされた歌詞を安心して保ほ管かん出来る場所は白はく桜おう台だいでは限られている。部室ならば誰だれかに見つかり荒らされることはまずないだろう。

　今はそこに隠かくしておいて……これからどうするかは授業中ちゆうにでも決めればいい。

　そう考えつつ旧きゆう校舎の裏うら手て、南口玄げん関かんに向かうと……

「あ」

　そこには見み知しった人物が一人。

「天てん道どう君……」

　麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいがいた。

　お互い虚きよを突かれたらしく、一いつ瞬しゆんの間が出来てしまう。それは俺と先輩の間にある一点の隙すき間まからぐいーっと入り込み、静せい寂じやくと名前を変えやがて大きく広がっていく。

　どちらからもうまく言葉を続けることが出来ない。

　なんとなく……気まずい雰ふん囲い気きだ。

「あ、ええと、用事？」

　先輩は旧校舎内ない、つまり部室を指ゆび差さす。

「ええと、まあ」

「じゃあ、一いつ緒しよに行きましょうか」

　いつも通りの、たったそれだけの会話をするだけだったのに、なんだか無む駄だに時間がかかってしまった。

　俺は先輩の背中を追うようにして校舎内へと入っていく。連れん日じつの雨のせいか、ほこりが湿しつ気けを吸っていつもよりか空気は澄すんで感じられた。

　大だい階段の裏うら手てにある非常口くちへと向かう途と中ちゆう、静せい謐ひつとすら言えそうな空気の中……

「ほら、昨日きのうの変へん装そう用ようの服をなんとかしなくちゃと思って」

　気まずさが再びその場を支配する前に、先せん輩ぱいは先せん手てを打った。

「あの清せい掃そう業ぎよう者しやのやつですか？」

「ええ」

「俺おれと別れた後、服をここに隠かくしてたんですか？」

「あのまま寮りように持って帰ったら生徒会のがさ入れで見つかっちゃうもの。なにかと面めん倒どうなものはここに押し込んでおく方が楽だし安全だから」

　ちなみに俺は別に寮りよう住ずまいでなく実じつ家かなので、あのまま普通に家に持って帰った。今いま頃ごろは洗せん濯たく機きの中でかき混ぜられているだろう。乾かしたらここに持ってこないとな。

　なんとなく会話にも調子が戻り、やがて非常口へと到とう着ちやく。カードキーで電子ロックを解かい除じよし闇やみを広げるその中へと入っていく。







「これでよし、と」

　先輩は洗濯機に衣い装しようを放り込んでスイッチを押した。青春革かく命めい部ぶの部室があるこの地下には水道も備わっており、それを利用した簡かん素そな水みず場ばと小さな洗濯機も存在する。

　どうやら外部に出すことなくここだけで全て処しよ理りしてしまうつもりのようだ。

「それで……」

　先輩は自分のやるべきことをこなすと、こちらへと視線を向けた。

「天てん道どう君はどうしてここに？」

　今いま更さらながら、ここで会ったのは失敗だったかもと思ってしまった。

　さっきスザクから預かったもの、それを先輩に話すか話さざるかは迷っていたのだがこの場で噓うそをつくわけにもいかない。正直に答えるしかないな。

「これを部室に保ほ管かんしておこうと思って……」

　スザクから受け取ったビニール袋ぶくろを掲かかげる。

「それは？」

「えっと……【瞳ひとみのエトランジェ】の歌か詞しです。裁さい断だんされたものをスザクが取っておいてくれていたので、さっき受け取って……」

　それを聞いて、先輩はこちらに向き直りつつ腕うで組ぐみ。

「天道君は、やっぱりまだ納なつ得とくがいっていないというわけね」

「一応、目め処どは見えてきたんです。状況を順に考えてみると、ゲンブはおそらく【瞳のエトランジェ】を書いてから、何かの心変わりがあって幼おさな馴な染じみへの気持ちが変化して歌詞を捨てる事を決意したはずです」

　スザクからの受け売りだが、説明としてはこれ以上ないだろう。

「だから、その心変わりの理由をつかめればなにかしら状況を打だ破はする手がかりが残っているんじゃないか……と」

　さすがと言うべきか、先せん輩ぱいは俺おれの考えていることをすぐさま看かん破ぱした。

　俺は黙だまって頷うなずいた。

「……一つ質問するわ」

　自らの頭を探るようにやや俯うつむいてから、冷静な声こわ音ねで問われた。

「どうして、そこまでするの？」

「──────それは……」

　単純かつ当然の質問であり、それ故ゆえに答えに窮きゆうするものだった。

「そのゲンブちゃんの心変わりだって私達が口を出していい話でもないわ。二人の問題、個人の意い志しなんだから」

「でも、いつもだったら先輩も動きそうな───────────」

　俺の反はん論ろんに先輩はゆっくり首を横に振る。

「もしゲンブちゃんが本当に【瞳ひとみのエトランジェ】を歌いたいと願っているのならば、私だってもちろん行動する。でも違うでしょう？　あれはゲンブちゃん自身が望んだことよ」

　先輩は強く俺を見み据すえた。

「私達の標ひよう榜ぼうする青春革かく命めいとは、本ほん来らい自由であるべき生徒の意い思しと行動が生徒会などによって妨ぼう害がいされた場合、その達たつ成せいの手助けをするものよ。そこに私達が好き勝かつ手てに解かい釈しやくした意思を挟み込むことは決して許されないの」

「そ、それはそうかもですけど……」

「──────わたし……」

　遮さえぎってきた先輩の声は、今までとは違う少しトーンの低いものだった。その温度差さに驚いて俺は口をつぐんでしまう。

「……私、今回ちょっと見込みが甘かったわ。ゲンブちゃんが依い頼らいを渋しぶっている時に気付くべきだった。なまじゲンブちゃんの過去を知っているからって彼女の気持ちを分かっていると思い込んで、勝かつ手てに押し付けるような依頼で動いて、それでうまくいくと勘かん違ちがいしていた……最低よ……」

　先輩は、その薄い唇くちびるを嚙かむようにして呟つぶやく。

「私はきっと心のどこかで、革命の手段の一つとして今回の件を捉とらえていたんだわ。自分の目的のために人の気持ちを勝手に枠わくに押し込めた。生徒会の画かく一いつ化された判はん断だんと同じよ。青春革命部ぶは、なによりも人の感情の機き微びを察しなければならないはずだったのに……」

　そして、自らの腕を軽く抱く。

　大きな瞳ひとみには光が宿っていた。

　昨さく晩ばん、雨に濡ぬれた時と同じく哀かなしい光が。

「だから……もう動けないの。もうこれまでなの。せめてこれ以上、ゲンブちゃんに迷めい惑わくをかけないために……」

「………………」

　俺おれは、かける言葉を見つけられずにいた。

「……もう、昼休みも終わっちゃうわ」

　先せん輩ぱいは自らの腕うで時計に目を落としてそう呟つぶやいた。おそらく俺との話はここまで、という意味でもあるんだろう。

「ちゃんと戸と締じまりをしておいてね」

　そう言って、俺の脇わきを通り過ぎていく。

　振り向いてその背中に声をかけようかと……引き止めようかと迷っているうちに、遠くから昼休みの終了を告げる大きな鐘かねの音ねが響ひびいてくる。

　まごついているうちに口の中にあった言葉は消え、そんな間に目の前にいた先輩の姿すがたもまた消しよう失しつしていた。







　ばむ、と軽い音が響ひびく。

　俺の心しん境きようとはまるで正せい反対の音。部室のドアを閉めた音だ。中にはもちろん誰だれもいない。午後の授業が始まる前に、手早くここに来た目的を果たそう。

　そう思い手に握るビニール袋ぶくろを見つめ……少し悩んだ。

　この部室のセキュリティはしっかりしているが、そのまま机の上にどんと開けっぴろげに置いておくのはなんだか不ぶ用よう心じんに思える。かと言って先輩のロッカーを使用するわけにもいかないし、掃そう除じ用よう具ぐ箱ばこに入れるのも気が引ける。

　基本的に物が少ないこの部室で保ほ管かんするとしたら……。

　あ、そうだ。

　電動ポットの横にお茶葉ちやつばとか急きゆう須すとかをしまっている小さな茶ちや棚だながあった。

　悪いが、今だけそこを借りてしまおう。大きさ的にもほどよいその茶棚にビニール袋をそっとしまって、用事はあっけなく済んだ。

　用事は済んだのだが……なんとなくその場から動けない。




─────どうして、そこまでするの？　─────




「………………」

　先ほど問いかけられた先せん輩ぱいの言葉が、頭にフラッシュバックする。

　分かっているつもりだ。

　これが俺おれの感情からくる行動だという事を。ゲンブの極めて個人的な問題に、第三者である俺が個人的な意い思しと感情でつっこむわけにはいかないということを。

　でも──────────

「どうしてって……」

　同時に、連れん想そうするように蘇よみがえる光こう景けいがあった。

「そんなの──────────決まってるじゃないか」

　呟つぶやくだけで、拳こぶしに思わず力が入る。

　よし、もう覚かく悟ごを決める。

　もうぐずぐずして動いてる場合じゃない……やってやる！

　俺は今しまったばかりのビニール袋ぶくろを茶ちや棚だなから取り出して、乾かわいている事を確かく認にんした長なが机づくえの上に開ける。木もく目め調ちようの板の上に千せん切ぎりのように裁さい断だんされた白い紙くずが広がっていく。

　やれることといえばこれしかない。この【瞳ひとみのエトランジェ】の歌か詞しを復ふく元げんして、その中からなにかしらヒントとなるべきものを見つけるんだ。

　午後の授業はもうしょうがない。さぼることにしよう。猿さる倉くらに適当にごまかしてもらうようにメールだけしておけばいい。

「ええと、まずは……」

　紙くずが飛び散らないように薄く呼吸。

　俺は特とく技ぎである裁さい縫ほうの賜たま物ものか、ジグソーパズルだとかドミノだとか細かい作業には多少の自信がある。さすがに時間制せい限げん付つきのシュレッダーくずからの復元というのはやったことがないけど……今は泣き言を言ってる場合じゃないからな。

　幸運にも紙くずの量は少ない。せいぜいＡ４サイズにしても五枚程てい度どのものだ。シュレッダーのゴミをこまめに捨てているカルテットベリーの誰だれかに感謝だ。

　しかし、いくら少ないとは言え当てはまりそうなパーツを片かたっ端ぱしから無む闇やみに当てはめていけばいいというものではない。それをやったら確実にタイムオーバーだ。そして商品であるジグソーパズルと違ってパーツの合う合わないの判はん断だんが人間の目では非常に難しい。

　なによりも明確に選せん別べつ出来る要素で、まずはおおまかに絞しぼっておいた方がいい。

　何よりも分かりやすいのは紙の色だ。

　紙くずの色にバラけがあったので、それらで分ぶん別べつするのが一いち番ばん早い。まずカーボン紙を使用した際の薄うす青あおい文字の書かれたものはなにかの保はし証よう書しよだろう。これは除じよ外がい。そして茶色い紙も紙かみ質しつから考えて封ふう筒とうの類たぐいだと思われるので除外。この茶色い紙は分ぶん量りよう的に見て一枚分。そうなるとおそらくゲンブが【瞳のエトランジェ】を入れておいたものだろう。

「ん？」

　その分ぶん別べつ作業中ちゆう、茶色い紙し片へんにぎゅっと押しつぶされるようにして張り付いている薄いグリーンの紙があった。

「これは……」

　それらを指でつまんではがす。結けつ構こうな強さで接せつ着ちやくされていた。

　これはシュレッダーに同時に紙を入れた際、裁さい断だんされる圧あつ縮しゆくでくっついてしまう現げん象しようだ。人じん為い的てきにこうはならない。ということは……

「この薄いグリーンの紙が封ふう筒とうに入っていた紙、つまり【瞳ひとみのエトランジェ】の書かれたルーズリーフってことか……！」

　やった、一いつ気きに標ひよう的てきが絞しぼれた！　これは大きいぞ！

　そして触ってみればこの紙はすごく質がいい。さらさらとしていて少し硬い。手て触ざわりが他の安っぽいノートとはまるで違う。

　うん、これだけの情報が揃そろってくれば……いける！

　この中から薄いグリーンの上じよう質しつな紙で出来たノート。それらを探しだして……あとはひたすら根こん気きと集中力りよくの作業だ！
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　………………

　…………

　……

　続きだと思われる紙し片へんを組み合わせては確かく認にんし、僅わずかな差が無む視しすべきものなのか致ち命めい的てきなものなのか検けん証しようし、それらを繰り返し正解を選せん別べつする。ただ地じ道みちに囚しゆう人じんのように声も出さず黙もく々もくと作業を続けていく。

　その過か程ていで気付いたのだが、このノートはいわゆる全体に均きん等とうに罫けい線せんが引かれたものではなく英えい字じ用ようのものでもない。五ご線せん譜ふのノートだった。歌か詞しを書くためのルーズリーフだから音おん符ぷも載のせて一いつ緒しよに確認できた方がいいって事なんだろうな。

　なんとなく成果が見え始めるが、このわずかな光こう明みようを得るのすら困こん難なんを極めた。

　もともとゲンブは文字を小さく離して書くタイプらしく、前後の繫つながりが非常に分かりづらいのだ。いわゆる一般的な文章なら文ぶん脈みやくから判はん断だんもできるがこれは歌詞。単たん語ごまでならなんとか把は握あくできるが、その単語がどの順じゆん番ばんで並ぶかなどはゲンブの作さく詞しセンスでも体たい得とくしない限り分かるわけがない。五線譜に並ぶ音符も音楽の知ち識しきがない俺にとっては統とう率そつの取れないおたまじゃくしの群れ。流れを把は握あくするための指し標ひようにはなってくれない。

　もうこうなっては信じられるのは己おのれの目のみ。部ぶ分ぶん部分を合がつ致ちさせ、その整せい合ごう率りつを肉にく眼がんで判はん断だんするという最も疲ひ弊へい度どの高い方法を行こう使ししてなんとか仕上げていくしかないのだ。

　その過か程ていで歌か詞しをじっくり読み込むことにもなった。

　次し第だいにつまびらかにされていくそのゲンブの想おもいは確かに情じよう熱ねつ的てきかつストレート。まるで人の秘ひめたる気持ちを覗のぞいているようで悪い気もしたが、繰り返す作業により摩ま耗もうした精神ではそんな余よ裕ゆうもすぐに霧む散さんした。

　そんな粒りゆう々りゆう辛しん苦くを重ね、一枚、二枚とノートを復ふく元げんさせていく。そして最後の三枚目、それも七割程てい度どまで形になったところで……

「……あれ？」

　新たな問題が浮ふ上じようした。

　ノートの形が妙みようちくりんなのだ。いや、形が変なのではない。かつて紙クズだったそれらは確実にＡ４版ばんのサイズの枠わく内ないへと収しゆう束そくしつつある。正確に言えば……パーツが足りない。右下の部分だけがくっきりと抜け落ちてしまっているのだ。足りないのは最後の小しよう節せつ。ほとんど歌詞としての体てい裁さいは整ってきているのだが……歌詞が入るのかわからない以上ここも復ふく元げんする必要がある。

　だが、手て元もとにある薄いグリーンの紙し片へんはもうほとんど使い切っていて残っていない。いくらシュレッダーにかけたからと言って、全体の質しつ量りようが変化するわけがないのに……。

　おかしな話だ。

「そうなると……」

　俺おれはぐっと前のめりになっていた姿し勢せいを戻して、ビニール袋ぶくろを見やった。残りの紙片は全てビニール袋へと戻してある。あの中にまだ薄いグリーンの紙片が残っているんだろう。それ以外の可能性は考えられない。

　軽く手を伸ばしてそれを取る。まずは復元完了したノートをテープで補ほ強きようし、脇わきにどかした後に机の上にがさがさっと残りの紙クズを広げる。

　もともとあった総そう量りようから六割程てい度どを【瞳ひとみのエトランジェ】の歌詞として復元させた。残り四割となった紙クズの山から薄いグリーンのものを探ってみるが……

　……やっぱりないな。

　他は封ふう筒とうの茶ちや色いろい紙と、カーボン紙で写された薄い紙のみ。全て材ざい質しつが違う。そもそもこんな分かりやすい上じよう質しつ紙しを見み逃のがすわけがない。

　じゃあスザクが持ってきた紙クズ自じ体たいが中ちゆう途と半はん端ぱで、全部を復元するためにはもともと足りていなかったってことか？　慌あわててゴミをかき集めてきたからうっかり取りこぼしちゃったとかって可能性は……。

　いやいや、ノート全体が歯は抜ぬけのようになって様々な部分が足りないというのならば分かるけど、綺き麗れいに一いち部分だけの紙くずを取りこぼすなんて逆に不ふ自然だ。

　ああ、もうっ。

　ここまで来てこんなわけの分からん事じ態たいになるとは！

　他に考えられるのは……。

「えー………………っと」

　ダメだ。

　一度復ふく元げん作業からの集中力りよくを切らしたから、頭が思う通りに働いてくれない。頭がこの労ろう苦くから解放されたがっているみたいだ。さすがに連れん続ぞく作業のせいか目も痛くなってきた。体の各所がここぞとばかりに悲鳴を上げはじめる。

　時計を確かく認にんすると……

「げっ」

　もう四時をまわっている。

　この事実は今まで心しん血けつ注そそいでいた心に大だい打だ撃げきをくれた。思わず思し考こうが止まる。

「………………」

　たしか、カルテットベリーのライブは五時からだったっけ……。

「──────────仕方ない……」

　俺おれは立ち上がった。

　このまま集中力の維い持じできない状況で続けていても成果は得られない。ここはほんのわずかでもしゃきっと休んで切り替えたほうがいいだろう。

　作業しっぱなしの机の上もそのままに、俺は学がく食しよくに行く事にした。
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　午後四時半。

　授業はもう六限げん目めも終わり、白はく桜おう台だいは解かい放ほう感かんに満ち満ちていた。

　部ぶ活かつに所しよ属ぞくする者やアイドル科かは各おの々おの練習やレッスンにもう向かっていったのだろう、今いま校内を闊かつ歩ぽしているのはこれからのイベントに胸むね踊おどらせている一般生徒ばかり。さすがにカルテットベリーともなれば動どう員いん出来る人にん数ずうは多く、生徒達の賑にぎやかしい熱気はライブを目もく前ぜんに控ひかえまだ足りないとなお膨ふくらんでいくようだった。

　俺はそんな周囲を横よこ目めに見ながら進む。集中力の必要な作業をしていたためか頭にはまだもやがかかっているようで、そんな状態でぼんやり眺ながめた校内の様よう子すは異い国こくの祭りのようにも思えた。

　そんなパワーに満ち満ちた雑ざつ踏とうを抜けて学がく食しよくへと到とう着ちやくしたところで……ここに来たのは間違いだということに遅ればせながら気付いた。

　学がく食しよくは埋め尽くさんばかりの人で超ちよう満員になっていたのだ。

　よくよく考えてみれば、放ほう課かになってからライブが始まるまでの間あいだ生徒達たちが過ごす場所の候こう補ほなど数えるほどしかない。学食はまさにその筆ひつ頭とうだ。

　今いま来るような場所じゃなかったかな……飲み物を買ったら、すぐ戻ろう。

　とりあえずは自じ販はん機きが整せい然ぜんと並ぶ列へ向かい、ペットボトルの烏龍ウーロン茶ちやを購こう入にゆう。ひとまず額ひたいに当てる。疲れた目が冷たさで冴さえていく。

「よう！　サボりとは珍めずらしいな」

　そこで、聞き慣れた声が背中にかかる。

　振り返ればそこにいたのは友人の猿さる倉くらだった。

「安心しろ。五限げん、六限は体調不ふ良りようで保ほ健けん室しつに行ってた事にしてやったぞ」

　そして自じ慢まんげに続ける。保健医いに確かく認にんすればすぐバレそうな噓うそだが……まあそれぐらいしか言い訳わけってないよな。

　いやそんな事よりも……。

「……なんだその浮かれた格かつ好こうは」

　思わず呆あきれた声が漏もれた。

　目の前の猿倉はハッピを羽は織おり額に鉢はち巻まきを結び、首にはタオルを掛けてうちわにサイリウムを両手にばっちり装そう備びしていたのだ。無む論ろんそれらはすべてカルテットベリーの公式グッズで顔かお写真やロゴが印刷されていた。

　シックな色いろ使づかいの物が多く、そこそこうまく着こなしているのが逆になんか笑えた。

「カルテットベリーのライブだぞ！　色いろ々いろ準備して行きたいじゃん！　お前もスザクちゃんと面めん識しきがあるならサイリウムのひとつでも買ったらどうだ？」

「いや、いいよ別に……」

　ライブ会場で俺おれがサイリウムなんか振ってたらあとでスザクに大だい爆ばく笑しようされそうだ。いや、むしろ喜ぶのか？

　どっちにせよ……目の前のことで手て一いつ杯ぱいで、ライブは観みに行けそうにない。

「なんか食いに来たん？」

　その言葉で昼になにも入れていないことを思い出す。でも今は食事をするという気分でもないかな……。

「この前、ロコモコくれたからな。なんかおごってやるよ」

　そういえばそんなこともあった。

「席は？」

「俺らのクラスでライブに行く組がテーブル取ってるんだよ。少し空あきもあるぞ」

「ふうん……」

　まあ、いいか。

　ここは猿さる倉くらの言葉に甘えておくことにしよう。

　俺おれはとりあえず一番空あいていて一番チープなファーストフードの店に行って、チキンナゲットとオニオンリングフライのセットを頼んだ。そしてクラスのライブ鑑かん賞しよう組ぐみが確かく保ほするテーブル席に邪じや魔ますることに。

　そこで、少しばかり他た愛あいのない話をした。

　次し第だいに重たかった頭のもやはすっきりとして、気晴らしにはちょうどよかった。会話のつまみにちょうどよかったからか、フライのバスケットは猿倉や他の奴やつらにまで手を伸ばされて思うより早く消しよう費ひされていく。いや、まあ別にいいんだけど。

　俺は烏龍ウーロン茶ちやで口をすっきりさせながら、ふと窓から見える風景に目をやった。薄い幕のような雨は未いまだ止やんでいない。

「まだ雨降ってるんだな。ライブステージって屋おく外がいのはずだったけど……」

　今回のライブは総合体育館の脇に寄り添うようにして設置されている屋外ステージで行われる。普通の学校ならば屋外イベントなどがある際は、校庭にその都つ度どステージを組み上げて作るものなのだろうが、ここは白はく桜おう台だい。

　アイドルにまつわるイベントの数が多いため専せん用ようのステージとして存在しているのだ。

「この小こ雨さめなら決けつ行こうだってよ。運が良ければ止むかもしれないし」

　クラスの一人が、最後のナゲットを放り込みながら答えた。

「ふうん」

　この程てい度どの小雨じゃカルテットベリーの人にん気きは脅おびやかされないか。まあ大だい々だい的てきに外からも人を呼んでおいてあっさり中止にするというのも考えられないだろう。

　さらさらとした雨の風景から視線を逸そらさずに俺は頰ほお杖づえをついた。ここから眺ながめる学校のあらゆる廊下、通路には随ずい分ぶんと人が多いように見える。

　祭りの不思議な熱ねつ気き。

　雨にも関わらずの長ちよう蛇だ。

　まるで熱心な信しん者じやがありがたいご利り益やくを得るために祝しゆく典てんにでも参さん列れつしているみたいだ。

「あー、そうそう。あの事件は落ち着いたみたいだな」

　何かを思い出したのか、猿倉が俺の横よこ顔がおに唐とう突とつな振りをよこす。

「事件？」

「確か二日前くらいかな、なんか急にぱたっと終しゆう息そくしたって。困る生徒もけっこう多かったみたいでさー、みんな安心したって聞くぜ」

「あー、俺もそれ聞いたわ」

「俺の友達も文もん句く言ってたよ」

「？？？」

　二日前？

　事件？

　俺おれが疑問の声をあげる間もなく、周囲が話に乗っていく。

「収まったのはよかったんだけど、なにが原因で収まったのかとか誰だれが犯人だったのかとか何も分からないままなんだよなー。それもなかなかもやもやする話で───────」

「な、何の話だよ？」

　ちょっと割って入るような形で俺は尋たずねる。話を途と中ちゆうまで聞いてみてもまるでなんのことか分からない。

「えー、お前まえ知らないのかよー」

　おちょくるような感じで猿さる倉くら。

「まわりくどいことをせずに要よう点てんだけ言ってくれ」

「悪い悪い、あれだよ」

　猿倉は言葉にするよりも早いだろ、と言葉を添えながら窓の外を指ゆび差さした。

　まずは学がく食しよくへと続く屋おく外がい通路が目に入る。そこから猿倉の指が指す方向を目で追って行けば当然辿たどり着くのは中庭の休きゆう憩けい所じよだ。

　……休憩所？

　いや、あそこで起きるような事件といえば……掲けい示じ板ばんだ‼

「っっ‼」

　頭の中で一いつ瞬しゆんにして何かがハマり───────俺は弾はじかれるように立ち上がった。

　事件が終しゆう息そく？

　事件があって、その終息が二日前だって？

　ええと、二日前ってことはちょうど俺達が猫ねこ姫ひめを捕つかまえた日だ。それ以降にぴたりと犯はん行こうが止やんだ事件ってことは……つまり……。

「な、なんだよ、急に立ち上がって……」

　目を丸くしつつ俺を見上げている猿倉に、視線を落として問う。まずは確かく認にんだ。

「猿倉の言う事件ってのは掲示板のメモが盗ぬすまれる事件のことだよな？　そしてそれは以前から何度か起こっていた」

「あ、ああ。その通りだけど……」

　なるほど、そうなれば『コレクター』こと猫姫は使し織おりだけじゃなくて他の人物のメモも剝はがしては盗んでいたってことになるな。

　少しクールダウンしたおかげか、頭が冴さえる。

　ひとつの推すい論ろんが一応矛む盾じゆんなく組み上がっていく。

　ああくそっ！

　なんで俺はあのノートを一ひと目め見た時に気づかなかったんだ！

　でも、現状では何の根こん拠きよもない。完全に俺の想そう像ぞうだ。俺の都つ合ごうのいい方向に考えた妄もう想そうでしかない。でもその代わり、色々と辻つじ褄つまが合う事実も浮かび上がってくる。

　おそらく、これしかないというべき形で。

　そしてこの推すい測そくが正しければ……ゲンブはやはり【瞳ひとみのエトランジェ】を捨てるべきではなかったことになる！

「………………」

　一イチか八バチかだけど、一種の賭かけのようなものだけど、なんとかあがいてようやく見えてきた糸いと口ぐちだ。試してみるくらいの価か値ちは……あるはず。

「猿さる倉くら」

「お、おう？」

　俺おれは猿倉に向き直り、一応言いうべき言葉を発した。

「礼を言う。助かった」

「はあ？」

　猿倉の返事を聞かないまま、俺は校舎に向かって走り出した。

「お、おい！　どこ行くんだよ⁉」

　猿倉の素すっ頓とん狂きような声を背にしながら、俺はすがるような推すい論ろんを確かつ固こたるものにするため考えを巡らせていた。

　まず準備が必要だ。ひとまずは部室に向かって用意。

　その次に向かうのは──────
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　午後五時。

　時刻を知らせる白はく桜おう台だいの鐘かねが響ひびくとともに、嵐あらしのような歓かん声せいが湧わき上がった。

　それにかき消されないほどに強い四人の歌い出し。どうやら先せん陣じんを切るのはカルテットベリーの出しゆつ世せ作さくともなった定てい番ばんのあの曲らしい。

　カルテットベリーのニューアルバム発はつ売ばい記念ライブは滞とどこおりなく開かい催さいされたようだ。それらを遠くに聞きながら俺は一人、花か壇だんの植え込みの陰に潜ひそんでいた。ライブの開始前まえには止やむ事を望まれていた雨は期待に沿う気け配はいを見せてくれない。素そ知しらぬ顔で雫しずくを落としている。俺はもう一度、自分の身を覆おおう雨あま合羽がつぱのフードを深くかぶった。

　目の前にあるのは白桜台恐きよう怖ふの名所の一つ。

　幽ゆう閉へい舎しやだ。

　ここは生徒会が白桜台の平和を乱し規き律りつを犯す犯はん罪ざい者しやを一時的に収しゆう容ようしておく場所。まあ本ほん物ものの悪あく人にんもいれば、生徒会の強きよう権けんにより悪人に仕立てあげられた生徒もいる。

　目的はこの中にいる中ちゆう等とう部ぶの猫ねこ姫ひめ翠みどりこと『コレクター』。

　彼女がここに幽ゆう閉へいされている事は昨さく晩ばんの雛ひな井いの発言により確かく認にん済ずみだ。

　俺おれの推すい論ろんが正しければ、まずなによりも先にこいつに接せつ触しよくする必要がある。うまく会話の中で情報を確認しながら、引き出せるものをすべて引き出す。

　……ゲンブが【瞳ひとみのエトランジェ】を歌うべき理由も含めて。

　ライブは始まってしまったが、おそらく歌うとしたら終しゆう盤ばん。アルバムに収しゆう録ろくされない新しん曲きよくを発表するのはサプライズなのだから、自然とラストになるだろうし。

　それが本当に最後のタイムリミット……

「………………」

　緊きん張ちようが全身をあますところなく支配している。

　なにせ今回の作戦は一人だ。麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいもスザクもいない。俺が立りつ案あんした作戦なのでおそらくは穴だらけだろうし、実行するのも俺一人ひとりなのでフォローを期待せず完かん璧ぺきに動かなければならない。ましてや忍しのび込むのは生徒会の管理下かにある建物、何かミスをやらかしたらその場で終わり。緊張するなという方が無む理りな話だ。つーか手がもう既すでに震えてる。

　しかし、だ。

「……ふう」

　大きく深しん呼吸した。

　やっぱりどうしても、ここで退ひくわけにはいかない。今回の件は自分だけでなんとかするって心に決めてそれで迷いながらもやってきたんだ。

　あとは覚かく悟ごだけだ。

　幸運にも武ぶ器きは部室にたんまりと保ほ管かんしてあったのでそれを借りることにした。針はりを射しや出しゆつする麻ま酔すい銃じゆう、缶かん型がた煙えん幕まく二個、閃せん光こう弾だん二個。こんなもんだ。

　やや心こころ許もとないのでもっと凶きよう悪あくなものを持ってきたかったのだが、派は手でな事をして人が集まるほうが結果不ふ利りになるし単たん純じゆんに気が咎とがめた。

　基本的に我が青春革かく命めい部ぶは、数人で生徒会という組織を相手取どって戦う部。真まっ向こう勝しよう負ぶは最初から頭にない。仕掛けるべきは隠おん密みつ行動とゲリラ戦なのだ。

「あーあ、俺もライブ行きたかったなぁ」

「ほーんと、今日きよう当とう番ばんになるなんてついてねえよ」

　俺が身を隠かくす茂みの向こう側から気の抜けた嘆なげきが聞こえる。

　そっと目をやればそこには生徒会の腕わん章しようを付けた男だん子し生徒が二人。

　さきほど幽閉舎しやの確認をしたところ巡じゆん回かいの生徒は彼らのみ。ライブ会場の方に人じん員いんが割さかれているのか警けい備びは薄い。

　チャンスだ。

　俺は足あし元もとに落ちていた石を拾い上げて、自分となるべく離れた方角の茂みへと投げた。がさっと、ささいではあるが見み逃のがすにはいたらない程てい度どの音が鳴る。

「ん？　なんか音がしなかったか？」

「どうせ猫ねこかなんかだろ。ほれほれ、こっち来い」

　男子達たちは暇ひまなのか、石を投げた方角へと向かっていく。

　俺おれは二人の背後をこっそりと追いかけ、出来る限り接近しつつ……麻ま酔すい銃じゆうを構えた。







　麻酔銃を受けぐっすりと眠ねむりに就ついた二人を茂みの陰へと運ぶ。ライブ開かい催さい中ちゆうにわざわざ幽ゆう閉へい舎しやの近くにまでやってくる物もの好ずきもいないとは思うが、一いち応おう見つかる可能性は少なくしておいたほうがいいだろう。

「よし……」

　第一段だん階かいは成功だ。

　いよいよ幽閉舎に潜せん入にゆうだ。これから先はスムーズに行動しなければならない。もう引き返せない。心しん臓ぞうが爆ばく発はつするかと思うくらいバクバクする。

　一人だ。一人でやらなくちゃいけない。

「……なんとか、やってみるさ」

　俺は自身をごまかすように呟つぶやく。

　そして先の男子から拝はい借しやくした鍵かぎを握り、幽閉舎へと近づいていく。

　幽閉舎。

　こう聞くとおどろおどろしい大それた施し設せつのように聞こえるが、実際は使用されていないただの校舎、つまりは旧きゆう校舎群ぐんに並ぶ校舎のひとつだ。位置的には青春革かく命めい部ぶの部室が存在する旧校舎のわりあい近くに存在していることになる。

　大きさの方もさほどのものではない。いわゆる教室が収まっている校舎ではなく、だいぶ昔むかし学生寮りようとして使用されていた建物だ。耐たい用よう年ねん数すうギリギリな上に部屋の間ま取どりも狭く取り壊こわし候こう補ほの最さい右う翼よくであったのだが、捕ほ縛ばくした生徒達たちの一時収しゆう容よう場所に困っていた生徒会がちょうどいいと管理を申し出て改かい装そう。そして今に至る。古ぼけた外がい観かんと使用目もく的てきから白はく桜おう台だいの生徒に恐れられている恐きよう怖ふの象しよう徴ちようなのだ。

　少し汗あせばむ手で拝借した鍵を握りしめて向かうのは裏うら口ぐち。だが、開けるのは建物の中へと続くドアではない。幽閉舎の脇わきにある非ひ常じよう階段、そこをロックしている南なん京きん錠じようだ。幽閉舎の中にどれだけ生徒会の連れん中ちゆうがいるのか、それらの生徒がどういうルートで巡じゆん回かいしているのかなどは俺にはさっぱり分からない。なので内部から入るのは無む謀ぼうだ。ここは建物に寄り添うようにして上へと続く非常階段を使い、最さい上じよう階かいより内部に入る方法が恐らく危険度どが最も少なくかつ成功率りつが高いはずだろう。

　雨に濡ぬれた赤しやく銅どう色いろの階段を踏みしめながら、俺は上へ。

　さて、肝かん心じんの猫ねこ姫ひめがどこに閉じ込められているかは分からないままではあるが、おそらく見けん当とうはついている。最も厳げん重じゆうな警けい備びが敷しかれている場所、最さい上じよう階かいだ。

　猫ねこ姫ひめが俺おれの予想通りの行動を取ったのならば一番抜ぬけ出しにくい最さい上じよう階かいに幽ゆう閉へいされているはず。仮に外れても上から下に向かって確かめていけばいい。下から上に昇る形で確かく認にんしていくと、生徒会に見つかった時に上に追い詰められるのみになってしまう。

　おそらくこの方法は現状の最さい善ぜん手しゆだとは思うのだけど……。

　遠くからおおおお、と雄お叫たけびのような歓かん声せいが響ひびいてくる。雨う滴てきさえも震わせるように。もうライブは二曲目に入ってしまったらしい。アップテンポな純じゆん正せいアイドルソングだ。

　確かライブは最初の一時間程てい度どで過去の定てい番ばん曲きよくとアルバム収しゆう録ろくの新しん曲きよくを歌って、残りの一時間でサプライズ曲を披ひ露ろうしてラスト。その後にアンコールだったはず。

　そこまでの余よ裕ゆうはない。急がねば！

「おい、なんか見み張はりが倒れてるぞ！」

　そこで、階かい下かから男子の鋭い叱しつ責せき。思わず足が止まり、視線も下を向く。

「なに？　馬ば鹿かな──────」

「交代に来たら、サボってて──────」

「雨の中寝ねる奴やつがあるか──────」

　地上とはちょっと距離があるので途と切ぎれ途切れでしか聞こえなかったが、だいぶ怪あやしんでいるように聞こえる。発見されるのが思ったよりも早い……。

　今から生徒会は捜そう索さくに入るだろうけど、ここで内部の警けい戒かいを厚くされるのは避けたい。外に注意を引きつけておいた方がいいな……。

　俺は懐ふところからそっと缶かん型がた煙えん幕まくを取り出してロックを解かい除じよした。そして男子たちからなるべく離れた、死し角かくとなる方角に素す早ばやく投げ捨てた。

　重じゆう力りよくに引かれ、濡ぬれた地面に着ちやく地ちすると同時に派は手でな炸さく裂れつ音おん。雨の中にもくもくと紫むらさき色いろの煙を膨ふくらませていく。

「な、何だ⁉」

「あ、あちらの方に目め眩くらましのような煙幕が──────────」

「くっ、人じん員いんをよこせ！　外部から襲しゆう撃げきを──────」

　俺はその騒さわがしい声を聞きながら、一いつ気きに階段を駆かけ上がり踊り場にしゃがみ込む。

　これを奇き襲しゆうか何かだと勘かん違ちがいして外側の警備を無む駄だに固めてくれるとこっちとしては助かるんだけど……。

　そっと寄りかかるように背後に体重を預けると、思ったより頼りない感覚に驚いて慌あわてて身を離す。振り向けばそこは扉とびらだった。どうやら踊り場でななく最上階に到とう達たつしたようだ。

　上うえ半分が曇りガラスになっている冷たい扉に耳を当てて、内部の様よう子すを窺うかがう。下もなかなかに騒がしいが、扉の向こうからも慌あわただしい音が聞こえる。

　ばたばたと駆け抜ける足音と飛び交う声。

　嵐あらしのようなそれらはだんだんと遠ざかっていき、次し第だいに聞こえなくなっていった。

　……今ならいけるかも。

　ここはさっき奪うばった鍵かぎに再さい活かつ躍やくしてもらう。手て首くびにかけていた鉄てつ輪わから、それらしいものを選んで挿さしこんでみる。

　二度、三度試ためすうちに合がつ致ちし、扉とびらをそっと開ける。

　まずは視線だけを中へと向けてみるが、どうやら音が示していた通り本当に誰だれもいなくなっていた。人の気け配はいもない。中の警けい備びは外に出で払はらってしまったようだ。

　防ぼう犯はんカメラの類たぐいは設せつ置ちされている可能性もあるが、雨あま合羽がつぱのフードをかぶったままならばまあバレないだろう。

　俺おれはするりと扉の隙すき間まに身体からだを潜もぐり込ませて、慎しん重ちように中に入る。

　コピペしたかのように並ぶ、いくつかの扉。木もく造ぞうでやや古ぼけてはいるもののつくりはいたって普通の学生寮りようだ。慎しん重ちように慎重に、先へ進んでいく。

　どんなに気を遣つかっても歩くごとにやや床がきしんでしまうが、それは逆に生徒会の接近を俺に知らせてくれる警けい告こく音おんになるはずだ。耳をそばだてながら、目を配りながら、この最さい上じよう階かいにあるとある一室へと向かう。

　最上階にはひとつだけ、より厳げん重じゆうにより強きよう固こに警けい護ごされる部屋がある。おそらく『コレクター』はそこにいるはずだ。

　何回か角かどを曲がると、目的の部屋が見えてくる。

「ここだ……」

　周囲に誰も居ないことを確かく認にんしてその扉へと一いつ気きに近づく。他の扉は木もく製せいにも関わらず、ここだけは電子キーロックされている。ここはさすがにアナログの鍵では解かい錠じようできないが、俺には白はく桜おう台だいにあるおおよその電子ロックを解かい除じよできるマスターキーがある。無む論ろん、部室にあったものを借りてきたのだ。

　それをリーダーに通して──────────よし！

　あっけなく鍵は開いた。ようやくご対たい面めんだ。

　ぐっと扉を押し込んで……

「……あら」

　その向こう側にいたのは、まさに俺が目的とする人物だった。

　薄く透すき通るような緑みどりの髪かみ、髪かみ飾かざりのような小さなツインテール、寝ぼけ眼まなこのような焦しよう点てんの合っていない瞳ひとみ。

『コレクター』、猫ねこ姫ひめ翠みどりだ。

「誰かと思えば……青春革かく命めい部ぶの新しん米まいさん。意い外がいなお客さんね」

　座っている椅い子すから腰を上げることもなく猫姫。

　俺の登場で動じた様よう子すは見み受うけられない。

「俺おれも、出来るなら来たくなかったんだけどな」

　後うしろ手でに扉とびらを閉めながら、俺は憎にく々にくしげに呟つぶやく。

　実際心しん臓ぞうは破は裂れつしそうなほどにバクバクしていたが、それを相手に気け取どられるわけにはいかない。落ち着いた風ふうを装って周囲を観察する。

　六畳じようほどだろうか、簡かん素そな机、椅い子す、ベッドなどが整せい頓とんされて設置してある。脱だつ獄ごくに使えそうな物こそないだろうが、そのどれもが俺が以前に閉じ込められていた部屋のものよりもグレードが高い。これは幽ゆう閉へいというよりも軟なん禁きんだろう。

「ねえ、聞こえる？　カルテットベリーの曲、ああ、やはりいいわね。単たん調ちようなコードを嫌きらいつつも耳に残る安定感かんのあるメロディ。歌か詞しはストレートね。捻ひねくれた文学的なものも好きだけど、曲きよく調ちように捻りがあるからこうしたのね。さすがね。いいわ。この声の伸びはセイリュウかしら。ビャッコのダンスもぜひ間ま近ぢかで見たかったわ。きっと素晴らしいパフォーマンスだったでしょうに……ねえ、あなたもそう思うでしょう？」

　熱に浮かされたような、一方的な会話。相変わらずだ。

　確かに遠くから曲は聞こえるが、俺の知らない曲だったのでおそらく新しん曲きよくなのだろう。良い曲だとは思うがじっくり楽しむのは後あと回まわしだ。

「俺達をハメようとしたみたいじゃないか」

「なんのことかしら？」

　曲のリズムを取りながら鼻はな歌うた混じりに猫ねこ姫ひめ。

「アイドル科かの女子寮りよう内ないに生徒会の執しつ行こう部ぶを配はい置ちするよう助じよ言げんしたのはお前だろう。作戦概がい要ようを知ってるのはお前だけだったからな」

　答えるつもりがないのか、猫姫は鼻歌を続けている。

「……まあいいさ。その事もほかの事もなにもかも、今はどうでもいい。今お前に言うべき事はただひとつだ」

　俺は毅き然ぜんとした態度で、ナイフを突きつけるような心地ここちで告げた。

「【瞳ひとみのエトランジェ】の、最後のパーツを返してもらう」

　その瞬しゆん間かん、猫姫の鼻歌は唐とう突とつに止やんだ。

　そして、ゆっくりとこちらに目を向ける。

「……最後のパーツ？　意味がよく分からないけど」

　珍めずらしくその焦しよう点てんは俺に結ばれていて、だからこそ今までにない寒さむ気けが襲おそってきた。

　唇くちびるを湿しめらせ、俺は淡たん々たんと話を始めた。

「【瞳のエトランジェ】を盗ぬすんだお前は知ってるはずだ。歌詞が書かれたあのルーズリーフには欠けた部分がある。お前はそれを持っているはずだ」

　言い切るや否いなや、珍しく猫姫は吹き出すように笑う。

「なぜ私が持っていると？　まさか、私が自分であのルーズリーフにハサミを入れて後ご生しよう大だい事じに持っているとでも？」

「いや、お前は自らハサミを入れることなんてしない。出来ないんだ。大だい事じな大事なコレクションだからな。つまり【瞳ひとみのエトランジェ】のあの欠けた部分は猫ねこ姫ひめが細さい工くしたわけじゃないってことだ。そう、おそらくはお前が盗ぬすみだした時にはもう既に欠けていたはず。持ち主であるゲンブが自らの手で切り取った部分だろう」

「だったら、ゲンブの所にでも─────」

「お前は別のところにあったその欠片を探しだして盗んだんだろ？」

　そこで言葉を被かぶせる。

　疑問系けいではあったものの、確かく信しんに満ちた感じで。

「欠けたサイズは……大体このくらい」

　俺は両手の指を使って大体の大きさを表現する。

　それは約七センチ×五センチの長ちよう方ほう形けい。

「お前は盗んだルーズリーフをその目で確かく認にんして、すぐに理解できたはずだ。欠けたこのサイズが……中庭の掲けい示じ板ばんで貼はられているメモのサイズだってことに」

　そう、このサイズの紙し片へんは見る人が見ればピンと来るはず。これはアイドル科かと普通科がメモで交流をしているあの中庭の掲示板で使用される、定てい型けいメモのサイズなのだ。

「つまり、ゲンブは【瞳のエトランジェ】を記したルーズリーフの一部を切り取って、それをメモとして掲示板に貼りつけていたってことだ」

　シュレッダーくずを復ふく元げんした時に一部が欠けるような形になってしまったのはそういうわけだ。

「お前は使し織おりのメモだけじゃなく、過去にも盗みを常じよう習しゆう的てきに働いてたみたいじゃないか。そこであのカルテットベリーのゲンブがやり取りしているとなれば『コレクター』としては見み逃のがすわけにはいかないよな。ゲンブとその相手がやり取りしたいくつかのメモを……お前はいつものような手て口ぐちで盗んだんだ」

「ずいぶんと、決めつけてかかるのね」

「ゲンブがあの周辺を不ふ自然にうろうろしてるのは、使織の一件の時に俺おれ自身がこの目で見たことだからな」

　使織のメモ盗とう難なん事件の時、ゲンブを──────いや、まだ俺がゲンブと認にん識しきしていない状態の彼女を──────中庭の掲示板で見かけた。俺が使織とのメモのやり取りで毎まい日にち掲示板をチェックしに来ていた時、一週間ほど連続して。

「押しも押されもせぬトップアイドルであるゲンブが何の用事もなく、隠かくれて掲示板に一週間もやってきたりするか？　普通に考えてありえない。おそらくは、あの時既すでにゲンブは幼おさな馴な染じみとメモをやり取りをしていたんだ」

「………………」

「そして、そのメモの内容はおそらくゲンブと相手がお互いにお互いを想おもい合っている内容であるはずだ。どうか返事をくれと、何度も呼びかけあっているような」

「仮にそのメモがあったとして、どうして内容が相そう思し相そう愛あいだと？」

「そうじゃないと、お前が生徒会と取引できる材料として成立しないからだ」

　そこでほんのわずかに、猫ねこ姫ひめの眉まゆ根ねが動いたような気がした。

　ここら辺はぶっちゃけてしまうと俺おれの希望を込めたはったりだったのだが、猫姫のリアクションが背中を押してくれた。当たらずとも遠からずといったところだろう。

「猫姫は【瞳ひとみのエトランジェ】の歌か詞しを盗ぬすみ、そして欠けていたメモをも盗み、歌か詞しを完全な状態に戻した。コレクションとしては完かん璧ぺき。何の懸け念ねんもないと思っていたところ……使し織おりのメモに手を出して俺達に捕つかまった。ゲンブのメモで盗みを成功させて気が大きくなってたのかなんなのか、知らないけどな」

　猫姫は憮ぶ然ぜんとした表情のままだ。

「ともあれ『コレクター』の正しよう体たいは俺達にバレてしまった。加えて現状で一いち番ばん知られたくなかったであろうゲンブにすらも。曲を巡ってカルテットベリーと生徒会はにらみ合いの状態ですぐに何かが起きるわけではないものの、常に銃じゆう口こうが自分を狙ねらっているような危き機き的てき状況。お前はこの窮きゆう地ちを脱する方法を考え……結果、生徒会と取引をする事を思いついた」

　ちょっと急ぎ足過すぎただろうか、落ち着いてペースを取り戻すように軽く一ひと呼吸を挟んでから俺は話を先へと進める。

「お前は生徒会にこう持ちかけた。自分は【瞳のエトランジェ】を完成に導く最後のパーツを持っている。しかも以前の楽がつ曲きよくをより情じよう熱ねつ的てきにするパーツを。もし自分の身の安全を保ほ障しようしてくれるのならば、これをカルテットベリーの手に渡らないようにする……と。その上うえ青春革かく命めい部ぶがアイドル科かの女子寮りように潜せん入にゆうする計画も手て土産みやげにつければ、生徒会でもなびくだろう」

「生徒会がそんな取引に応じるかしら？」

　小こ馬ば鹿かにするように猫姫。

「ゲンブが犯人の情報を隠いん匿とくしたおかげで生徒会の捜そう査さは難なん航こうしてたんだ。生徒会としての最さい優ゆう先せん課題はカルテットベリーのラブソングである【瞳のエトランジェ】を潰つぶす事なんだからむしろ渡りに船だっただろう。カルテットベリーの手に戻りさえしなければ誰だれが所しよ有ゆうしていようが実際どうでもよかったはずだろうし」

　目の前の猫姫をじっと睨にらみつけて俺は続ける。

「犯はん罪ざい者しやである猫姫が生徒会と渡り合えるくらい強力で、かつ生徒会と利害が一いつ致ちするようなネタなんて状況的に考えてこれくらいしかないんだ」

　ライブステージの方ほう角がくから聞こえる曲はいつのまにかもう別の歌になっていた。

　それに椅い子すの軋きしみが混じる。

　目の前の猫姫が身動みじろぎをしたのだろう。

「そんで『コレクター』としての今までの罪はこうやって幽ゆう閉へい室しつで形式上償つぐなった事にしてあるってわけだ。その実、猫ねこ姫ひめが今所しよ有ゆうしているメモを厳げん重じゆうに保ほ護ごする意味合あいにもなってるんだろうけどな」

「………………」

　猫姫は変わらず無む言ごんのまま。

　それを肯こう定ていと取って俺おれは話のまとめにはいる。

「ゲンブは幼おさな馴な染じみの海外留りゆう学がくを知った後、メモでのやり取りをして幼馴染に気持ちを確かく認にんしていたはず。海外に行ってもまだ想おもい続けていてもいいのか、と。そして幼馴染からも確実に返事が来ていたはずなんだ。それなのに……お前がメモを盗ぬすんだせいで、ゲンブは返事がないと思い込んで【瞳ひとみのエトランジェ】を歌わないことに決めてしまった……」

　猫姫がメモを奪うばってしまったために、ゲンブに幼馴染の気持ちが届かなかった。

　メモの返事はない。もう自分への想いはない……相手を束そく縛ばくしてしまうような想いを抱いている訳わけにはいかない。

　そう決断してゲンブは【瞳とエトランジェ】を捨てることを選んだ。

　それがおそらくは、ゲンブの心変わりの真しん相そう。

「つまり……その幼馴染からの返事のメモがなければ、ゲンブに伝わるべきだった本当の気持ちが届いていないならば、本当の意味で【瞳のエトランジェ】は完成しないんだ。だから、猫姫が持っているはずのメモを返してもらう。俺がここに来たのはそういう理由だ」

　弁べんが立つわけでもないのでみっともない部分もあったとは思うが、一いち応おう言いたいことは全て言い切った。推すい測そくではあるが明確な矛む盾じゆんもない。

　これならば相手だってぐうの音ねも出ないはず。

「……ふうん」

　猫姫は特に焦あせる様よう子すもなく、むしろ余よ裕ゆうありげにぱちぱちと軽い拍はく手しゆをした。

「ご高こう説せつ見事だったわ。ええ、大体あなたの考えていることは分かったわ。それでいて、まあ大おお筋すじにおいて、その推理は間違いじゃないわ。むしろ正解と言っていい。うん、そうね。ほとんど合ってる。よくその情報から、少ない材料から組み上げたものね。すこし感心したわ」

　やっぱり！

　俺は心の中でガッツポーズを取る。少し強ごう引いんだったけど結果オーライだ！

「でも、でもね、気を悪くしないで聞いて欲しいのだけど、そのお話は素す敵てきで筋すじも通っているけど、なんていうか、一ひと言ことで言うと──────」

　猫姫は口くち許もとに笑えみを添えながら首を傾かしげてきた。

「机き上じようの空くう論ろんよね？」

「え……」

　思わず声が漏もれた。

「だって、証しよう拠こがどこにあるの？　その、私が二人のメモのやり取りを邪じや魔ましたとか、生徒会に取引を持ちかけたとか、それらに証拠はないでしょう？　なんていうか、そうね、客きやつ観かん性せいを示してくれるものがなにもないんだもの」

「い、いや、今の話が合っているならおとなしく持っているメモを……」

　そう言うと、からからと猫ねこ姫ひめは笑った。

「推すい理りを披ひ露ろうして私が白しろ旗はたをあげたら、降こう参さんしたら、それで全てうまくいくと思った？　それで私がうなだれて改かい心しんして、親切になって、サポートしてあげるとでも？　どうして、私はあなたにそうしなければならないのかしら？」

「………………」

　推理するのでいっぱいいっぱいだった俺おれの頭は、ここでついに停止した。

　考えてみれば当たり前だ。真実を暴あばいたからといって、相手が協力的になる理由なんてどこにもないのだから。

「他の人物、他の機き関かんを使って告こく発はつするにしても、何の証拠もなしに審しん問もん会かいも動いてくれないでしょう？　まあ今から審問会に提てい出しゆつしてもライブに間に合うわけはないと思うけど。迂う闊かつというか、詰めが甘かったわね」

　一いち言ごん一いつ句く、猫姫の言う通りだった。

　話の道みち筋すじを考えただけで、俺はなにかした気になっていた。まだまだ頭を巡らせるべき事こと柄がらがあり、こなすべき準備があったのだ。

　そうか、この間起おきた白はく銀ぎんの断だん頭とう台だい事件はラブレターを見つける事自じ体たいが鮫さめ島じまの落ち度どに繫つながっていたけど……今回は……っ！

　まず、なにかしら相手の弱みを握らなければダメだったんだ！

　一いつ瞬しゆんで頭が真まっ白しろになる。うまくいくと信じこんで勢いだけでここまでやってきたのに一いつ転てんして絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。

　敵てき陣じんど真まん中なかに放り出され、忘れていた心しん臓ぞうの爆ばく音おんが蘇よみがえる。

「ん？　なんだこれは……水すい滴てきじゃないか」

「非常口ぐちのドアから続いているみたいです」

　そこで、まるで狙ねらったかのようなタイミングで外から男子の声。生徒会の奴やつらだ。

「侵しん入にゆう者しやか？」

「ど、どうしますか？」

「ふむ……各かく階かいの担当に連れん絡らくして内部捜そう索さくだ。先の外部襲しゆう撃げきの件もあるからな」

　やばい！

　雨あま合羽がつぱを着たまま幽ゆう閉へい舎しやの中に入っちゃったから雨あま水みずの跡あとが床に残ってるんだ！　そしてそれは………………この部屋までご丁てい寧ねいに続いてしまっている！

　たたみかけるような窮きゆう地ち。

　目の前の景色けしきが歪ゆがむ。

「いわゆる取引が分かってないのね、まだまだね。いい筋すじしてるとは思うけど、攻こう撃げき的ではないというか、もっと相手が手出しできない、ぐうの音ねも出ない状況にしなきゃ。精しよう進じんが足りないわ。でも、まあなかなか面白い趣しゆ向こうだったわ。うん。悪くなかった。この幽ゆう閉へい室しつってとても退たい屈くつだったから」

　猫ねこ姫ひめは面白がるように瞳ひとみを細めた。

「残念だけど、ここまでね。真実を知っている以上、私もあなたをみすみす逃のがす訳わけにはいかないの。生徒会に連れん絡らくさせてもらうわね」

　そう言って壁にかかった電話に向かう猫姫。

　一歩も、踏み出せない。

　動けない。

　急に地面が不ふ安定になった気さえする。

　破は裂れつするように早はや鐘がねを打ち続ける心しん臓ぞうとは裏うら腹はらに、俺はただただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすだけ。そんな時、目の前に────────────

　雪が映った。

　白くチラチラと舞う粉こな雪ゆき。

　雨だったはずなのに、雪？

　いや違う。

　正確に言えば細かい紙、これは……紙吹雪ふぶきだ。

「？　なに？」

　猫姫にも見えているらしく、鬱うつ陶とうしそうに周囲を見る。

　ああ、俺おれだけに見える幻まぼろしじゃないのか。

　そして紙吹雪に混じって見えるのは薄いグリーンの紙。乱らん雑ざつかつ無む造ぞう作さに破られた感じのものだ。この色の紙には見み覚おぼえがある。

　俺がさっきまで部室でうんうんとにらみ合い唸うなって格かく闘とうしていた相手だ。

「………………」

　猫姫の顔が、今までにない焦しよう燥そうに染そまる。慌あわてて這はいつくばるようにしてその薄いグリーンの紙し片へんを集める。

　まるで束そく縛ばくしていた魔ま法ほうが解けるかのように、そこで俺も自由に動けた。猫姫にならうようにしてそれを拾った。

　それはやはり俺の予想通りの────────────

「○▲※◎◆──────────────────────っ⁉」

　そこで俺の思し考こうを遮さえぎる声。

　四つん這ばいになった猫姫から聞こえたそれは、おおよそ人間のものとは思えぬ、耳をつんざくような甲かん高だかい絶ぜつ叫きようだった。

「うわっ⁉」

　あまりの気き味み悪わるさに思わず一歩後あとずさる。

　絶叫の理由は、分かる。

　これは破られた【瞳ひとみのエトランジェ】のルーズリーフなのだ。

　いや、でもよーく見ると細かい部分が違うような……？

「なにをしてるっ！　なにを！　私の！　私の‼　なにを！　なにをばかなこと！　バカが！　なんて早まったことを！　この傑けつ作さくを！　私の曲を！　私の！　私のが！　私の【瞳のエトランジェ】が！」

　猫ねこ姫ひめは錯さく乱らんして偽にせ物ものだと気付かないのか、爪つめで床をひっかくようにして【瞳のエトランジェ】をかき集めている。そして繰り返す言葉ももはや猟りよう奇きじみたもの。コレクションたる物ぶつ品ぴんが変わり果てた無む残ざんな姿すがたになりもはや理り性せいを失っているようだった。

　続いて、バヅッと聞き慣なれた罠わなの音。そして追い打ちをかけるかのように、猫姫の足に荒あら縄なわが絡からみつき天てん井じようへと強ごう引いんに引っ張られていく。

　この逆さ吊づりの罠。

　これを使う人といえば……

「ようやく一発かませたわ」

　そんな華か麗れいな言葉とともに、ふんわりと頭ず上じようから舞い降りてくる影がひとつ。可か憐れんな桜さくら色いろのパンツを俺に見せつけながら着ちやく地ちしたその人は──────────

「先せん輩ぱい！」
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　まさかの人物、青春革かく命めい部ぶの長おさたる麒き麟りん堂どう先輩だった。

「お待たせ、天てん道どう君」

　美び麗れいなる完全無む欠けつの笑顔。

　温かみのあるその笑顔を見た瞬しゆん間かん、俺おれはへなへなとその場に座り込んでしまう。

　安心しきって腰が抜けてしまったのだ。な、情なさけない。

「な、何だ今の声は⁉」

「ここからだ！　突とつ入にゆう準備を整えろ！」

　扉とびらのすぐ外から物ぶつ騒そうな声が聞こえる。

　まずい！　今ので完全に部屋が特とく定ていされた！

「悪いけど、今は勘かん弁べん願うわ」

　俺が慌あわて始める前に、先輩はスマホを取り出して扉に向ける。

　なにかの電子音おんが響ひびき、普通とは違うがちゃりと重たい感じの音が響く。きっと電子制せい御ぎよで特とく殊しゆな施せ錠じようをしたのだろう。

「これでよし、と」

　先せん輩ぱいはスマホを懐ふところにしまうと……

「遅れてごめんなさい」

　そう言って、手を差し伸べてくれた。

「い、いえ……助かりました」

　先輩の手を握り返して、起こしてもらう。

　いきなり情なさけないところを見られてしまったな……。

「それと……色々、ごめんなさい」

　心しん底そこ申もうし訳わけなさそうに先輩。

「あの、一体これはどういう……」

　確か先輩はこの一件にはもう手を出さないと言っていた。

　それなのに……。

「天てん道どう君くん、部室に復ふく元げんした【瞳ひとみのエトランジェ】を机の上に置いたままだったでしょ？」

　そう言われて記き憶おくを探る。

　ええと確か復元作さ業ぎようをしていて、ひと休みしようと思って学がく食しよくに向かう際……ああ、そういえばそのままにしておいたんだっけ。

「今日きようの授業が終わって部室に行ったらあれがあったから……それを見て天道君と同じ推すい理りが頭に浮かんでね、慌あわてて追いかけてきたの」

　あ、そういうことだったんだ。

　ってことは、じゃあ……。

「私のミスよ。ゲンブちゃんに気を遣つかうあまり、もっと取り返しつかないミスをしてしまうところだったわ。一人で頑がん張ばってくれて……本当にありがとう」

　両手で包み込まれるようにして、ぎゅっと手を握られる。

「あ、いえ……」

　見知った人だからこそか、真ま正しよう面めんから礼を言われると恥はずかしい。

「色々とお互い確かく認にんしたい話もあるだろうけど……詳くわしい話は後ね。まずはやるべきことをしなきゃ」

　そう言って、先せん輩ぱいは猫ねこ姫ひめへと視線をやる。

　猫姫は逆さ吊づりになりながらも床に落ちた【瞳ひとみのエトランジェ】を集めようと必ひつ死しに虚こ空くうをかいている。

「会いたかったわ。猫姫翠みどり」

「お前か！　お前が！　【瞳のエトランジェ】を！　私の【瞳のエトランジェ】を！　こんなの！　こんな！　許されると思うな！　なんのためにメモを邪じや魔ましたと思ってる！　私のものにするためよ！　誰だれかのための歌じゃない！　私の！　私の！　私のなの！」

「安心なさい。これは私が作った偽にせ物ものよ。同じルーズリーフを用意して、筆ひつ跡せきを真似まねて私が書いたのを破いたもの。あなたそこを突いたら脆もろそうだから」

　これはダミーだったのか。

　じゃあ俺が復ふく元げんした本ほん物ものとはまた。

「本物は！　本物はどこ⁉」

「本物はもっとどうしようもないくらいに粉こな微み塵じんよ。シュレッダーにかけられたから」

「▲※◎◆────────────────────っ‼」

　さっきと似たような悲鳴があがる。今度は連続で。

　……ダメだ。もはや話は通じないだろう。

　これからゲンブに【瞳のエトランジェ】を届けて真実を伝えたにしても、幼おさな馴な染じみからの返事のメモがなければおそらくゲンブは納なつ得とくするわけがない。

　どうしてもそれを入にゆう手しゆしたいが、この猫姫の状態では……。

「ダメよ天てん道どう君くん。こういうのを信用しちゃ」

　先輩は俺の言わんとしている所を察してか、そう呟つぶやいた。

「普通科か校こう舎しや二階女じよ子し更こう衣い室しつ、天てん井じよう裏うら」

　続けて先輩はそう告げた。すると、まるで今のが相手を静かにさせる呪じゆ文もんだったかのように猫姫が沈ちん黙もくした。もがいていた手もぴたりと止まる。

「あなたのコレクションルームの場所、探すの苦労したんだから」

「……っ‼」

　今まで真まっ赤かだった猫ねこ姫ひめの顔から、一いつ気きに血の気が引いていく。

「もう、私の言いたいこと分かるわよね？　さっき天てん道どう君くんにご高こう説せつをふるってたけど、まさにその通りよ。取引とはまず相手の弱みを握ってようやく場に立てるもの。相手に有利に思わせたりとか錯さつ覚かくさせたりとか、色々あるかもしれないけれど、今はまどろっこしい事をしている暇ひまはないからストレートに聞くわね」

　先せん輩ぱいはそこで、とびっきりにキュートな笑顔を浮かべて尋たずねた。

「ゲンブちゃんと幼おさな馴な染じみがやり取りしていたメモはどこ？」
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「まんまとやられた！　幽ゆう閉へい舎しやだ！」

「そっちに人をまわすか⁉」

「もう遅い！　現在は別の場所に潜せん伏ぷく中ちゆうだ！」

「執しつ行こう部ぶ風ふう紀き委員、直じき々じきの命めいだぞ！」

「探せ！　何としてでも見つけ出せ！」

「し、しかしですね……」

「アイドル科か校舎で見かけたとの目もく撃げき情報が！」

「人じん員いんを一いつ箇か所しよに割さきすぎるな、まんべんなく散らせ！」

　交こう差さするように下される命令、キャッチボールされる怒ど号ごう、慌あわただしい生徒会の頭ず上じようを通り抜けていく。生徒会の混乱っぷりがよく分かる状況だ。それらはやがて塊かたまりとなってどこかしらへと走り去っていく。

　やがて訪れる静せい寂じやくを合あい図ずに、俺おれと先せん輩ぱいは二人でそっと顔を出した。

　ここは遊ゆう歩ほ道どう脇わきの生いけ垣がきだ。

「ライブ中の警けい戒かい態たい勢せい中ちゆうだけあって、殺さつ気き立っていたわね。なかなか動きが早い」

「でも、もう必要な物は手に入りましたから」

　そう言って、俺は腹に抱きかかえた茶ちや封ぶう筒とうに視線をやる。復ふく元げんした【瞳ひとみのエトランジェ】と猫姫が所しよ有ゆうしていたメモ。ばっちりと確かく認にんしたそれらはこの中にあるのだ。

「さっき合図の照しよう明めい弾だんも上空に撃うっておいたから、スザクちゃんはここまでの状況を認にん識しきしてくれたはずよ。アンコールで舞台に立つまでの時間は引き延ばしてくれると思う」

　準備は万ばん全ぜん。あとはもう突き進むのみ。

「もう六時ね……」

　先輩は時計を確かく認にんする。

「じゃあ、サプライズ曲の発表はもう始まって……」

　俺おれの不安に呼こ応おうするかのように、遠くからライブの歓かん声せいが聞こえる。それは幽ゆう閉へい舎しやにいた時よりももっとずっとはっきり聞こえる。

「それじゃあ、あとはライブ会場に向かうだけね。あと一歩よ、頑がん張ばりましょう」

　俺は先せん輩ぱいのその言葉に頷うなずいて、生いけ垣がきを飛び出す。

　ほとんど霧きり雨さめの状態となった中を、警けい備びに気を払いつつも走り抜けていった。







　一人で幽閉舎乗り込みなんぞをやって消しよう耗もうしたせいか、早い段階で息切れしてしまう。

　先輩の雨あま合羽がつぱをなんとか目に捉とらえながら進む。

　雨の中を、息も切れ切れに進む。

　アイドル科かの女子寮りようから、命からがら逃げ出してきた時と同じ状況だ。

　しかし、今はあの時とは違う。

　明確にやるべきことがある。

　ゲンブに真実を伝えてやらなければならない。ここまで来たら使し命めい感かんなのか正せい義ぎに目覚めてしまったのかよく分からない。でも、なんとかまだ身体からだは動いてくれる。やるしかない。

　林に入った。

　今までよりもわずかに冷たい空気を吸いながら、周囲を見やる。ここは……今日きようの昼休みにスザクと出会った場所だ。ライブが行われているステージの裏うら手て。

　ここまで来れば、あとちょっとだ！

　木々が作る屋根のおかげか、雨の勢いはほとんど感じない。ただ足あし元もとがぬかるみ、滑すべりやすくなっていた。走っていればそれはなおさらだろう。

　転ころばぬようにぐっと足に力を入れた時、前を走る先輩がスピードを落とした。走るから歩くに変化し、やがて止まる。

　ああ、もう到とう着ちやくし──────────────

「しーちゃん……」

　先輩の、そんな囁ささやくような声で立ち止まった理由はすぐに理解できた。俺もゆるやかにスピードを落として先輩の横に並ぶようにして足を止めた。

　林の中の、開けた場所。

　正面にいたのは、目の覚めるような美び少女だった。

　燃えるような紅あかく長い髪かみ、制服を着こなすすらりとした体たい軀く、傘かさは紺こんの地じ味みなものだがそれすらも自らの美しい佇たたずまいの一部として取り込んでいる。一ひと言ことで言って、隙すきがない。

　鳳ほう凰おう院いん姿子しなこ。

　白はく桜おう台だい学園の生徒会長だ。

　そして青春革かく命めい部ぶ最大にして最強の、敵。

「麒き麟りん堂どう」

　炎ほのおを思わせるその容よう貌ぼうとは逆に、氷のように冷たい声こわ音ねだった。

「悪いけれど、ここは通さない」

　いわゆる一般的な女子の体たい型けいと変わらない、いやむしろスリムな体型であるはずの彼女だが不ふ思し議ぎな威い圧あつ感かんを以もつて俺おれ達たちに立ちはだかった。そのどっしりとした重じゆう圧あつは、俺と先せん輩ぱいの二人と対たい峙じしてもあまりあるほどだった。

「カルテットベリーに、その恋の歌を歌わせる訳わけにはいかないわ」

　背後をちらりと見やりながら会長。

「風ふう紀きを乱すから？」

「そうよ。それを免めん罪ざい符ふと捉とらえて暗あん躍やくするものがいる」

「それは本ほん人にんの問題よ。そいつらを捕とらえればいいだけの話じゃない」

「犯はん罪ざいが起きた後にようやく動くような、後ご手て後手の対応では間に合わないわ。アイドルを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらう輩やからは決して少なくないの」

「そのせいで、普通の生徒達がどんな憂うき目めに遭あってしまったとしても？」

「犯罪者しやには毅き然ぜんと立ち向かわねばならないわ。その正義を行動で以って示すことこそが生徒会の本ほん懐かいよ」

「正義を名乗る側が、大たい衆しゆうを無む視しして恐きよう怖ふ政治？　もし正義なんて口にするのならば誰だれをも余さず救ってみせなさい」

「現実的な話をしなさいと言ったでしょう。私が選んだのは現状戦せん力りよくで最も効こう果か的てきな方法よ。何も為なせぬまま、理り想そうを抱いて死ぬ訳にはいかないの」

　相変わらず、二人の会話は平行線せんをたどるのみ。

　伝でん説せつになるべくして生まれ、しかしそれを果たせなかった幻まぼろしのユニット『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』。麒麟堂先輩と鳳ほう凰おう院いん会長はその元メンバーなのだ。

　解散のきっかけとなった事件を機きに、仲間だったはずの二人の道は交まじわることなく離れていってしまっている。

　おそらく、ここでの問もん答どうなどで溝みぞが埋うまるような問題ではないのだろう。

「じゃあ、切り口くちを変えるわ」

　先輩は短く息を漏もらし、続けた。

「ゲンブちゃんの歌に口くち出だしすることに、なんとも思わなかったの？　さすがに生徒会長とはいえ、後こう輩はいの歌にまで、創そう作さく物ぶつにまで……ううん、人生にまで口出しできる権けん利りなんてないでしょう」

「人生？」

　理解できないと言った感じで会長。

　その後、ああ、と納なつ得とくしたかのように軽く頷うなずいた。

「確かゲンブはあの幼おさな馴な染じみとは会わない約束を結んでいたんでしょう。それならばその期間を少し伸ばしただけのこと。今わざわざ歌う必要がどこにあるの」

「それを決めるのはしーちゃんじゃないわ」

「白はく桜おう台だいに所しよ属ぞくしている以上、私が決めることよ」

　先せん輩ぱいはそこで強く首を横に振って否定した。

「違うわ。人には、今ここでなければダメというタイミングがあるのよ。今だけ我が慢まんすればいいとか、何年後あとでいいとか、そういう形ではダメな事だってこの世にはある。今この時この瞬しゆん間かんでなければ得られないというものが必ずある」

　そうだよな……。

　ゲンブと幼馴染は今まで白はく桜おう台だいの規き律りつに従って日々を過ごしてきた。卒業後ごならば自由になれると信じて慎つつましやかに。

　でも……そんな二人に遠く離れ離れになってしまう出来事の訪れと、ささいなすれ違いが起きてしまったんだ。このままにして放っておいて、後からあの時はああだったとか、言ったところできっともう元には戻らないはずだ。

　きっと今このタイミングを、このライブを逃のがしてしまったら意味がなくなってしまう。ここでなければダメな事のはずなんだ。

「今でなければ得られない……ね」

　会長は繰り返しながら、傘かさをくるりと回した。

「ずいぶんとロマンチストになったものね。だから革かく命めい家かなんてやっているのかしら」

　先輩の強い言葉を反はん芻すうしても、動じた様よう子すはなかった。

「じゃあ聞くけれど、例えばそれはなんなの？　どうしても、何を犠ぎ牲せいにしてもその大切にするような『今』なんてもの、私にはない」

「それは……」

「あなたと言葉遊あそびをしていても埒らちが明かないわ」

　先輩が言い淀よどんだ隙すきを狙ねらったかのように、会長は右手をすっと上げた。

　そこで、周囲の木の陰から生徒達たちが現れた。

　すうっと水のように淀よどみなく規き律りつの取れた行動で生徒達は広がっていき、やがて円えんを描くように俺達を取り囲んだ。

「なっ……」

　彼らが構えるのはネットを射しや出しゆつするような大型の銃じゆう。よく見ればその全員に例外なく生徒会の腕わん章しようがついている。

　ここに生徒会の人じん員いんを配はい置ちしてあったのか！　くそ、ライブ会場に向かうったっていくつもルートはあるはずなのに……なんでここだってバレたんだ⁉

「生徒会長、配置は完了です」

　会長に報告したのは鮫さめ島じまだった。

　さすがに生徒会長を前にすると驕おごったところもなく冷静だ。

「ご苦労」

　会長は静かに呟つぶやく。

「さあ、終わりよ麒き麟りん堂どう」

　昨さく晩ばん、雛ひな井い相手に隙すきを作るのだって【瞳ひとみのエトランジェ】を裁さい断だんするなんて捨て身のネタを使ってやっとこさ出来た事だ。今俺おれ達たちの手持ちにはそんな強力なネタなんかない。

　この強力無む比ひな生徒会長を相手に、しかも鮫島のおまけ付きなんて状況からどうやって切り抜ければいいんだっ⁉

「こちらからアクションは起こさないわ。このままにらみ合いを続けてタイムアップ。ライブさえ終わればあとはどうとでもなるのだから」

　会長は冷れい淡たんに告げる。

　こちらはこの不利な状況に加えて時間制せい限げん付つき。しかも狡こう猾かつなことに俺おれ達たちが一番困こまる状態を維い持じしようとしてきた！　均きん衡こう状態ってのが一番崩くずしにくいんだから！

　ああ、遠くから聞こえてくるライブの曲ももう終わっちまった！

　これは何曲目だ⁉　もう後はないのか⁉

　なにか、手は───────っ！

「……この林を」

　そこで、ぽつりと呟つぶやいたのは先せん輩ぱい。

「どうして、この林に待ち伏せを？　なぜ私達の進むルートだと思ったの？」

　……え？

　い、今はそんな事聞きいている場合じゃないですよ！

　そう思ったのだが……

「………………」

　なぜか、生徒会長はそんなどうでもいいような質問に対し答えを発しなかった。

　答えが分かっているのになぜか口から出ない。

　そんな感じだ。

「覚えてるんでしょう？　私達、アイドルの候こう補ほ生せいだった頃ころ、レッスンが辛つらかったり喧けん嘩かをしたら必ずここの林に来たんだもの。そしたらなぜか必ずレッスンもうまくいった。仲直りだって出来た。静かであって孤こ独どくになれて、でも必ずアイドルの歌声が聞こえる場所。目め指ざすべきステージの目の前、一歩手て前まえだからだねって笑った」

「……それは」

「さっきの、しーちゃんの質問に答えるわ。どうしても、何を犠ぎ牲せいにしてもその大切にするような『今』なんてもの。私にはある……いえ、確かにあったわ」

　先せん輩ぱいは惑まどいなく即そく答とうした。

「私達の出会いよ」

「！」

「私は白はく桜おう台だいでしーちゃんときっちゃんと出会えたあの時を、何よりもかけがえなく思っているわ。三人で笑っていたあの日々とあの瞬しゆん間かんは、私のなによりも大だい事じな宝たから物ものよ。こんな形になってしまっていても、この気持ちはちっとも変わらない」

　この上なく曇りのない瞳ひとみで、歪ゆがみなくまっすぐに、先せん輩ぱいは続けた。

「答えて。もう、しーちゃんにとって私たちが『Ｔ[image: ]ＹＺトライズ』として過ごしたあの日々はなんでもないの？　感かん傷しようにもならない、憎にくむべき相手を見つけただけの、ただの戦せん火かの種たねでしかないの？」

　ただ静かな間。

　幾いく度どか、唇くちびるの動きが見える。

　何かを思ったのだろう、しかしその表情からさすがに内容までは読み取れなかった。

　その瞬しゆん間かん──────────────

「優ゆう馬ま君くん！」

「先輩！」

　聞き覚えのある二つの声が響ひびく。

　その方向に視線を向ければ……スザクとゲンブ！　生徒会長のいる後こう方ほうから、派は手でなステージ衣い装しようのまま、こちらに走ってきている！　来てくれたんだ！

　バシュウっ！

　と、続けざまに先輩の身体からだが爆ばく発はつした。

　いや、正確には制服の内部に仕込んだ煙えん幕まくが炸さく裂れつし、同時に大量の煙幕が周囲を一いつ気きに包み込んだのだ。

　これは……いざというときのために仕込んでおいたやつだ！　効果的に炸裂させるタイミングを狙ねらっていたんだな！

「しまっ⁉」

　珍めずらしく、会長の動どう揺ようした声が聞こえた。

「な、なんだなんだ⁉」

「ごほごほっ！」

「ど、どこだ⁉　どこにいる⁉」

「お、お前か⁉」

「違う！　よく見ろ！」

　連れん鎖さ的に一いつ気きに混乱が発生する。

　これは……千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンス！

「こっちに！」

　そして先せん輩ぱいの言葉とともに腕を摑つかまれる。

　俺おれはどっちが正しい方向かもわからないまま空間を切り裂さくように進んでいく。ラストスパートだ！　もう振り向いてはいられない！

「ええい！　もうどこでもいい！　当たればいい！　総そう員いん、構え！」

　錯さく乱らんしたのか、鮫さめ島じまが号ごう令れいをかける。

「やめなさい！　今は危な───────────」

　しかし、そんな会長の制せい止しの声は混乱のせいで届かなかったようだった。

「撃うてーっ‼」

　その一ひと言ことの後はそれはそれはひどいものだった。

　悲鳴と絶ぜつ叫きよう。

　銃じゆう声せいと怒ど声せい。

　まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずとも言えるような声が背後から轟とどろいた。

　よし！

　これで相当な時間稼かせぎが出来るはずだぞ！

　しかし、そんな大だい混乱の渦か中ちゆうから唯ゆい一いつまともにこちらへ投げかけられる声。

「麒き麟りん堂どう！」

　それは会長の声だった。

「あなたのやっていることは、必ず白はく桜おう台だいに破は滅めつをもたらす！　必ずよ！」

　生徒会長には珍めずらしく大きな声だった。

「その時、その時私は生徒会長として為なすべきを為さねばならないの！」

　いや、珍しいのは声の大きさじゃない。

　……感情の熱があることだ。

「私は、その時あなたを───────」

　残りの言葉はカオスな大だい絶叫に飲み込まれ、もう聞こえなくなってしまった。

　林はやし全体を包み込んでしまうようなこの煙えん幕まくの量だ。もはや視し界かいは悪いなんてもんじゃなく右も左も分からないような状態だ。

　だから……もちろん前を見ても先輩の表情など分からない。

「─────今は……」

　ただ、

「ごめんね、しーちゃん……」

　ただかすかなそんな言葉が風のように通り過ぎていった。

「………………」

　なんとなく、俺の腕を摑つかむ先輩の力はいつもよりきつく感じられた。

「先せん輩ぱい！　優ゆう馬ま君くん！　こっちだ！」

　少し走った時に、スザクの声が聞こえる。

　煙えん幕まくの向こうに黒い影が見える。

　そちらに向かい、俺おれ達たちは原げん色しよくに煙る林をただひたすらに駆かけ抜けていく。







　到とう着ちやくしたのは、ステージの舞台裏うらだった。

　むき出しの機き材ざいや大おお道具などがごろごろと所ところ狭せましと置かれているのを見るに、おそらく関係者以い外がい立ち入れないエリアなのだろう。周囲の人達はステージ準備に忙いそがしいのか、俺達にどうこうと口くち出だしはしてこなかった。

　この舞台裏のすぐ向こうはステージ。地じ響ひびきかと思うほどの歓かん声せいが聞こえてくる。アンコールの大だい合唱だ。みんな、カルテットベリーの曲を待っているんだろう。

　そして、ゲンブの幼おさな馴な染じみもまた同じく。

「ゲンブ、これを」

　簡かん素そな言葉とともに、俺はゲンブに【瞳ひとみのエトランジェ】を渡した。

　これはゲンブに手渡すのは俺からの方がいいと先輩が言ったためだ。直接渡わたす資し格かくがあるのは俺だけだと。

　俺は誰だれでもいいと思っていたけど……とにかく、ようやく渡せた。今まで頑がん張ばってきた事がようやく達たつ成せいできたんだ。

「今の話は……本当なのですか……？」

　ゲンブは差し出された茶ちや封ぶう筒とうをじっと見つめながら尋たずねた。

「あの人が、メモを残してくれていたという話は」

　そして、うつむきながら続ける。

「……そして私のことを、まだ想おもっていてくれていると……」

「本当だ。全部この中に入ってる。だから、ゲンブ自身の目で確かめてくれ。それで自分の気持ちともう一度向き合ってほしいんだ」

　俺はかつてないくらい真剣な言葉を選んで、ゲンブにそう伝えた。

「………………」

　ゲンブは恐おそる恐るそれを受け取った。

　そして、まるで自分の病びよう状じようが書かれたカルテを読むかのように、怯おびえるようにして封筒の中身に目を通し始めた。

　この【瞳のエトランジェ】にまつわる事情は、知りうる限り全部話はなした。今までのことが誤ご解かいだったこと、猫ねこ姫ひめの仕し業わざによって起きたすれ違いであることを。

　ゲンブと幼馴染は変わらずお互いを想い合っていたんだ。

　もう【瞳ひとみのエトランジェ】を捨てる理由なんてどこにもない。二人の想おもいを実らせるために俺おれとしてはこの曲を歌って欲しいが……。

「─────────私」

　聞こえたのは呟つぶやきだった。

　ゲンブを見れば、その大きな瞳からはぼろぼろと大きい珠たまのような涙がこぼれていた。

「わたしっ………なんて……ばかなこと……」

　なんか振り絞しぼるようにそう呟つぶやいて、ゲンブはそのまましゃがみこんでしまった。口くち許もとを手で押さえているにも関わらず嗚お咽えつははっきりと聞こえる。

　良よかれ悪わるかれ心に大きくショックがあった場合、その感情を発はつ露ろするか貯ためこんでしまうかなどは人それぞれ。どうやらゲンブは感情の波を吐き出して文字通どおり身動きがとれなくなってしまう性質らしい。

「ゲンブ、泣いている場合じゃない。気を強く持つんだ」

　隣となりにいるスザクは背中を撫なでつつゲンブに語りかける。

　確かに今はライブ中で、しかもアンコールを求められている状況。感情が落ち着くまで待っているような余よ裕ゆうはない。

　ここは踏ん張ってもらいたいところだけど─────────

「遅い！　なにしてるんだ！」

　そこで轟とどろいたのは、女性の声。

　のっしのっしと細いフォルムの肩をいからせてこちらへとやって来る。

　くしゃくしゃとパーマのかかった蒼あおいボブカット、不ふ機き嫌げんそうな感じの表情、飄ひよう々ひようとしていてバランスの取れたスタイル。見かけはフェミニンなのに、どこか野や性せい的てきな鋭さを持った不ふ思し議ぎな風ふう貌ぼう。あれは……青あお渕ぶち竜たつ魅み！

　カルテットベリーのセイリュウだ！　確か、実じつ質しつ的にはカルテットベリーを率ひきいるリーダーであるはずだ。

　彼女は俺達に……いや、先せん輩ぱいに気付くとぺこりと頭を下げた。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、先輩」

「ええ、竜魅ちゃんも元気そうでよかった」

　額がく面めん通りの挨あい拶さつを事務的にこなす。セイリュウと麒き麟りん堂どう先輩の仲は、スザクやゲンブに対するそれとはまた違うもののようだ。

「……それが例の？」

　セイリュウはスザクに顔を向け確かく認にんした。

「ああ」

　スザクはただそれだけを返した。どうやらカルテットベリー内部での話は全て通っているらしい。

　そしてセイリュウはゲンブの前に立つと、しゃがみ込んでいる彼女の胸むな倉ぐらを摑つかみあげて力に任せて立ち上がらせた。至し極ごく強ごう引いんに。

　そして……

　スパンっと─────────

　容よう赦しやなく、思いっきりゲンブの横よこっ面つらを引ひっ叩ぱたいた。

「アイドルが、ステージに立つ前に泣くな！」

「っ！」

　セイリュウはそう怒ど鳴なりつけると、すぐにスザクに問う。

「スザク、曲は？」

「あ、ああ。データはある。小しよう節せつごとにどう歌か詞しを乗せるか、その軽い確かく認にんさえさせてもらえれば問題は……」

「じゃあまず音のコピーを私に。歌か唱しようのポイントをチェックする。ステージダンスは抑え目でいいだろう、今ビャッコの気まぐれに付き合っていられないから」

　さくさくと段だん取どりを決めていく。

　このチームを指し揮きし慣なれているってことがこれだけで分かる。

「ゲンブ、どうなんだ」

　セイリュウの言葉を聞いて、呆ほうけていたゲンブははっと視線を正面に。

「私達は、歌詞においてはゲンブに全てを一いち任にんしている。【瞳ひとみのエトランジェ】にどういう気持ちを込めようとどういう意い図とがあろうと、構わない。カルテットベリーとして胸を張って打ち出せるものが出来ると、ゲンブが言うのならば私達はそれを疑ったりなんかしない。全部信しんじてやる」

　一ひと息いきに言い切って……

「そして、最高のパフォーマンスを魅みせる。それだけだ」

　そう締めくくった。

「やるのか、やらないのか。ゲンブが決めろ」

　まるでナイフのように鋭い言葉。

　それを突きつけているセイリュウ、突き付けられているゲンブ、この二人の緊きん張ちよう感かんは周囲にまで伝でん播ぱしているようにすら思う。

　やがてゲンブは……何かを振り切るようにふるふると自分の顔を強く横に振って、そして大きく深しん呼吸をした。

「……やります」

　より大きな声で告げた。

　自分の大だい事じな気持ちを、たったその一ひと言ことに込めて。

「私、この歌を歌います！」

[image: ]

　俺おれの背後から流れてきたのは、思ったよりもアップテンポな曲だった。

　これは予想外がいだった。ラブソングだと言うから俺はてっきりバラードっぽいものだとばかり思っていたんだけど。

　何度も見た歌か詞しが、軽やかな音に乗って踊るように伝わっていく。

「こんな曲だったんですね、【瞳ひとみのエトランジェ】って」

「まあ、音楽をやってないと音おん符ぷだけ見ても意味が分からないものね」

　俺の隣となりに座る先せん輩ぱいはそう言ってくすりと笑う。

　せっかくだからライブステージを観みて行こうかと思ったのだが、観客席せきはもはや超ちよう満員で入る隙すき間まなどなかったのだ。まあそもそも猫ねこ姫ひめの口から俺達の行動の全てが吐と露ろされているだろうと思うので、迂う闊かつにライブ会場に入るのは危険だったかもしれないしな。

　なので、俺と先輩は今ライブ会場にほど近いベンチに座って【瞳のエトランジェ】に耳を傾けていたのだ。

　人ひと通どおりの少ない場所なので、まあ大だい丈じよう夫ぶだろう。

「いい曲だわ、すごく素直で純じゆん粋すいな女の子の恋の話みたいね」

「ええ、一いち途ずな感じがして可愛かわいいです」

　今カルテットベリーはアイドルとしての精せい一いつ杯ぱいを伝えているのだ。

　自分を求めるファンに。

　自分と関わる様々な人に。

　そして自分を想おもってくれている、身み近ぢかな誰だれかに。

「その……うまくいきますかね？　あの二人は」

　今回、すれ違いも誤ご解かいも解いてここまでやりきったが……それでもあの二人の未来が約束されているわけではない。その先は本当の本当に、二人次し第だいだ。

「そうね……」

　先輩は顔を上げて、そして溢あふれるような笑えみを浮かべた。

「きっとうまくいくって、信じましょう。この歌は確実に彼に届いたんだもの」

「そうですね」

　そうだよな……今いま俺達にできるのはただ願うこと。それくらいだ。

「あの、ところで天てん道どう君くん……」

　そこで、先輩は改まったように俺に向き直った。

「今回は、本当にありがとう。私が浅せん薄ばくな判はん断だんをしたせいで、危うく真実を埋めて最悪の結果を招いてしまうところだったわ。そんな事をしたら……本当にゲンブちゃんに合わせる顔がなくなっちゃう……」

「いや、そんな……」

　先せん輩ぱいの立場としては、いわゆる組織のトップに位置する人は常に冷静な判はん断だんをしなきゃいけないものだから、あの判断は仕方ないと思う。

　つーか、俺おれはただ独どく断だん専せん行こうしただけだし……褒ほめられるようなものじゃない。

「あなたに、また助けてもらっちゃった」

　そう言って、薄く微笑ほほえむ。

　その美び少女ぐあいがあまりにまぶしすぎて、思わず視線を逸そらしてしまう。

「それでね、ひとつ聞きたいんだけど、どうして天てん道どう君くんはあんなに必ひつ死しになって今回の一件を解決しようと頑がん張ばっていたの？」

　首を傾かしげながら先輩。

「ゲンブちゃんがシュレッダーに歌か詞しを入れて裁さい断だんして、その時本ほん人にんは納なつ得とくしていた。あそこで今回の話は本当に終わりだったはずよ。どうしてなんの手がかりもないあの状態から、わざわざ紙くずを復ふく元げんしてまでしっかり調べ直そうだなんて思ったの？」

「え、あー、いや……」

　質問を聞いて、俺は頰ほおをかく。

　そしてそっとベンチの端はしに寄る。

「なんつーか……語るほどのもんじゃないというか……」

「そこを語って欲しいの。なにか『これだ！』と思うようなヒントがあったの？　それともアリバイ的な部分から探って？」

　端に寄った俺にぴったりと身体からだを合わせるように迫ってきた。

　ち、近づき過ぎですっ。

「いや、先輩のためになるような立りつ派ぱな話でも……」

「私は今回完かん全ぜんに一本取とられたんだもの。学ぶべきところはきっとあるはずだわ。役立つ知ち識しきを共きよう有ゆうして青春革かく命めい部ぶをちゃんと育てていきたいじゃない。もったいぶらずに教えて。学がく食しよくでプワゾンのカレーライスくらいならおごるわ」

　先輩のキラキラした瞳ひとみの攻こう撃げきは勢いを増すばかり。

　こりゃあ、ここではぐらかせても今後ずっと聞かれ続ける勢いだな……そんだったら、時間を置くよりは今いま言ってしまった方がいいか……。

「え、ええと……」

　俺は意を決して、咳せき払ばらい。

　信じてくれるか分からないが、とりあえずは言ってみるしかない。

「せ、先輩のためです……」

「……へ？」

　先せん輩ぱいは、珍めずらしく間の抜けた声をあげた。

　さすがにこれ以降の事は顔を見て続けられない。うつむきながら話し始める。

「あの、女子寮りよう潜せん入にゆうの後に生徒会に追い詰められて逃げたじゃないですか。先輩はゲンブの事を想おもってがんばってたのに、それは全部無む駄だなことでしたみたいな形になって、先輩も自ら身を引く決けつ断だんをして……そこで、雨に濡ぬれてる先輩はすごい哀かなしそうにしてて……今までそんなの見たことなくて……」

　わずかに息いき継つぎをして、続ける。

「俺おれ、先輩のそんな顔、見たくないって思って……」

　なぜか体がちょい熱い。後ろ頭をかく。

「だから、正直、明確なヒントとかがあったわけじゃないんです。自分の気が済むまでやりたかっただけで。そんで出来るだけやりきって、先輩ががんばろうとしていた事は無む駄だじゃないって証しよう明めいしようと思ったっていうか……」

　早はや口くちすぎるだろうか、とりあえずは言い切ってしまおう。

「だから、先輩がいなければ、俺だってこんなに首くび突っ込んだりしなかったっつーか……だから俺のおかげってスザクもゲンブも言うけど、俺は先輩のおかげだと思ってて……」

　理由としては、本当にそんなところだ。

　先輩からのリアクションは、なにもない。

「……あの、だからこんなの先輩が聞いても別に……」

　そこでそっと視線を上げると……

　先輩の顔が真まっ赤かに染そまっていた。

　それはもう、ちょっとびっくりするぐらい、きれいに。

「ど、どうしてそんな真っ赤になってるんです⁉」

　思わずベンチから飛び退のいて突っ込む。

「へ？　い、いやだ！　私ったら！」

　先輩は珍めずらしく取り乱しながら、自分の顔を両手で押さえて確かく認にんする。

「え、なんでこんな熱いの？　……て、天てん道どう君くんが変なこと言うから！」

「先輩がしつこく聞いてきたからですよ！　俺は言いたくないって言ったんだからすぐ身を引いてくださいよ！　あんな肝かん心じんな時に身を引いちゃうんじゃなくて！」

「だ、だって……私がゲンブちゃんの件から身を引こうと思ったのは……その、私、恋、とかしたことなくて、よく分からないから……ゲンブちゃんのそういう恋れん愛あいにあんま口くち出だししちゃいけないかなって……！」

　あたふたしながら言い訳わけする先輩の顔は更さらに赤くなっていく。

「なぜ今藪やぶから蛇へびを⁉」

「だから天道君が！」
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　ああっ、二人して泥どろ沼ぬまにハマっていってる気がするぞ⁉

　ＢＧＭにはカルテットベリーのすげえ純じゆん情じようなラブソングかかってるし、なんだよこのシチュはもう！　どうすんだこの空気！　なんか変になっちゃったぞ⁉

　ええと、なんか気を紛まぎらわすような、この空気をごまかしてくれるような──────

「あーっ‼　ほらほら！」

　俺おれはそこで目の前に広がる夕焼けの空を指ゆび差さした。

「夕焼けが！　先せん輩ぱい、夕焼けが赤いから顔が赤く見えますよ！」

「っ！　そ、そうね！」

　はっとしたように先輩。

「今日きようの夕焼けはなんだか一段と赤い気がするわ！　なぜかしらっ」

　そう言って俺達は話を絶ぜつ妙みような妥だ協きよう点てんに軟なん着ちやく陸りくさせると、なにかをやりきったかのように長いため息をついた。つ、疲れた……。

　そして……

「……ぷっ」

「あははっ」

　二人で顔を見合わせて、笑いあった。

　そこでようやく気付いた。

　長く降り続いていた雨が、いつの間にかあがっていたことに。
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「白はく桜おうウィークリーを一部」

　俺おれが一ひと言ことそう告げると、早はや足あしだった新聞売うりの生徒は緩やかに減げん速そくし立ち止まった。そしてたすきがけにした鞄かばんから慣なれた手つきで該がい当とうの新聞を抜き出してこちらに手渡す。

　Ａ５版ばんサイズで価格は百円。内容を考えればまあ良りよう心しん的てきだ。

　俺から百円玉を受け取った新聞部ぶは毎まい度ど、と軽い会え釈しやくをして業ぎよう務むへと戻っていった。

「新聞いかがっすかぁ～」

　新聞部員である彼はこれからの昼休み、白はく桜おう台だい学園の校内で新聞を売り歩く。部にとって貴き重ちような収入源げんだろうからな。

　とりあえずはトップニュースにだけ軽く目を通す。

　どでかく表紙を飾るのはカルテットベリーのニュース。

　ニューアルバムの売上もさることながら、先日のライブで披ひ露ろうされた新しん曲きよく【瞳ひとみのエトランジェ】はカルテットベリーの歴れき代だい最高の売上を記録。既すでにＤＬだけでなくシングルカットまでされているらしい。そしてストレートなラブソングということで中高生に爆ばく発はつ的な支し持じを受け更さらにファン層そうが拡ひろがったんだとか。

　まあこれはさすがと言ったところかな。

「ごめんなさい、待たせちゃったかしら？」

　そこで俺に声がかかる。

　近くの階段を見上げれば降りてくるのは銀ぎん髪ぱつの美しい麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいだ。

「いえ、全然待まってないですよ」

「あ、白桜ウィークリーの今こん週しゆう分ぶん買ったんだ」

「ええ、これはあとで部室に置いとくんで」

　学生新聞の購こう読どくは青春革かく命めい部ぶの二人にとっては義ぎ務むのようなもの。ただ同じ物をわざわざ俺と先輩で二つ買うのもバカバカしいので、部に共きよう用ようで一部という形にして当とう番ばん制せいで購こう入にゆうしているのだ。

「それじゃ、行きましょうか」

「はい」

　そう言って俺達は歩き出す。

　今日きようはとある事情により、先輩とともにこれから学がく食しよくに向かうのだ。

　まずは普通科か校舎を抜けて学食へと繫つながっている渡り廊下へと抜ける。唐とう突とつに強い自然光こうが襲おそいかかってきて思わず目をしかめてしまう。

　今日は快晴だ。両脇わきに広がる中庭も青々とした芝生しばふが軽い風にそよいでおり実に爽さわやか。晴天の時のみ設置されているパラソル付きのテーブルはもう既すでに満員であるようだ。

「確か梅雨つゆ明あけしたのよね」

「え、もうですか？　早いですね」

「天気予よ報ほうで言ってたわ」

「からっとしてると思ったら道どう理りで……」

　太陽を仰あおぎながら俺おれは答える。待ち切れないといった感じの強い日差し。夏はもうすぐ近くまで来ているみたいだ。

　そして中庭の休きゆう憩けい所じよを通つう過か。

　直ま上うえの直ちよく射しや日光を避さけられ、爽さわやかな風がそよぐここはなかなかの穴あな場ばだと思っているのだが相変わらず利用者は少ない。ただひっそりと掲けい示じ板ばんは存在していて、その周辺には数人の生徒がいた。おそらくは『利用待まち』なんだろう。

「あれ、ちゃんと機き能のうしてるんですかね？」

「大だい丈じよう夫ぶみたいよ。だって今『コレクター』はほら……白はく桜おうウィークリーに結果が載のってるんじゃないかしら」

「え、本当ですか」

　そう言われて小こ脇わきに抱えた白桜ウィークリーを開く。

　────────白はく桜おう台だいを騒さわがせた怪かい盗とう『コレクター』こと猫ねこ姫ひめ翠みどりは生徒会と審しん問もん会かいにより半年の停てい学がく処しよ分ぶん。今まで集めていたコレクションも全て押おう収しゆうされ、追って本来の持ち主に返へん還かんされるとのこと────────

　猫姫は停学処分か。そういう事ならば安心かな。

「でも、報道の規き模ぼとしては小さいですね？」

「生徒会が取材制せい限げんをかけているか、もしくは緘かん口こう令れいを敷しいているんだと思うわ。猫姫の一件を深く突かれて【瞳ひとみのエトランジェ】についての情報が漏もれたらカルテットベリーの大スキャンダルだもの。猫姫の余よ罪ざいは多そうだし、慎しん重ちようになってるんだと思うわ」

「なるほど……」

　早足で向かう何人かの生徒に追い抜かれながら、俺達は渡り廊下の飛び石を踏み越えてやがて学がく食しよくに到とう着ちやくした。

　相変わらずの混こん雑ざつぶりだが、外のテラスと中庭のパラソル席が開放されているせいか以前ほどごった返しているわけではなかった。この分なら普通に座れるだろう。

「よーし、それじゃあお待ちかねの配はい布ふといきましょうか……」

　先輩は俺に向き直ってポケットから二枚のカードを取り出すと、それを高たか々だかと掲かかげた。「じゃーん」という口での効こう果か音おん付きで。

「それが白桜台学食の年間フリーパス……ですか……！」

　俺は光輝かがやかんばかりの価か値ちを持つそのカードを見てごくりとつばを飲んだ。

　白桜台の学食は複数店てんが出店しているいわゆるフードコート型。そこに存在するあらゆる店てん舗ぽでも、一年間という期間において、自由に好きなだけ飲み食いできる夢のような権けん利り。それを行こう使しできるのがこの白桜台学食年間フリーパスだ。

　ちなみに、これはゲンブが【瞳ひとみのエトランジェ】に関わる事件の解決謝しや礼れいとして俺おれ達たちに一枚ずつプレゼントしてくれたものだ。

「お礼はいらないって言ったんだけどね……」

　もともと青春革かく命めい部ぶは報ほう酬しゆう目当てで活動しているわけではない。謝礼などの類たぐいは基本的に受け取らない。断だん固こ拒きよ否ひの姿し勢せいだ。いや、誤ご解かいしないでほしいのだが、これは決して学がく食しよくのフリーパスという白はく桜おう台だいの学内カーストを根本から覆くつがえすほどの大きな価か値ちに目が眩くらんで受け取ったわけではない。むしろ逆だ。

「これ受け取っとかないと、えらいことになりますからね」

　腕うで組ぐみをして先せん輩ぱいはため息。

「まさか、京きよう都と老舗しにせの友ゆう禅ぜん染ぞめ振ふり袖そでをプレゼントされるとは思わなかったもの……」

「俺、七なな桁けたするような海外製せい腕うで時計が実じつ家かに配達されて……『なにかの詐さ欺ぎにあったんだ！』とか母親が騒さわいですげえ大変でしたよ……」

　さすが超ちよう人気アイドルユニットだけあって、お礼の規き模ぼが桁けた違ちがいだったのだ。

　本当になにもしないでくれ。気持ちだけで充分だから。むしろ普ふ段だんの生活がままならなくなるから……と直接ゲンブに嘆たん願がんしに行ったのだが、それだと自分の気が済まないと言って一歩も譲ゆずらなかったのだ。

　そこでお互いの折り合いを付けて決定したのがこの学がく食しよくのフリーパスだったのだ。

　つまり、この程てい度どで済んでよかったと……そう思うべきなのだろう。

「あの娘こ、加か減げんを知らないのよね……」

「なんつーか、思い込んだら一いつ直線みたいなタイプなんですかね……」

　……まあとりあえずは、だ。

　不ふ本ほん意いとはいえ、せっかくもらったのだからこれは使用せねばなるまいという事で俺達は示し合わせて学食へとやってきたわけだ。

　俺と先せん輩ぱいはその天てん下か御ご免めんのカードを手にし、学食を練り歩くことにした。

　そして十分後ご。

　それぞれメニューを選び、机に集しゆう合ごうした。

「あれ、そんなのでいいの？」

　俺のお盆ぼんに載のったメニューを見て、まず先輩は驚いた声を上げた。

「いや、だいぶ奮ふん発ぱつしましたけど……」

　俺はカレーにチキンカツ、エビフライ、チーズ、オニオンフライ、ゆで卵などなど……要はトッピングを豪ごう勢せいに載せたもの。いわゆる全部載せだ。

　普通ならチキンカツだけでごちそうだ。

「先輩だって、質しつ素そですよ」

「質素ではないわ。本ズワイガニって書いてあったし」

　先せん輩ぱいのメニューはカニのクリームパスタだ。ルッコラとかカニの爪つめとかすごくきれいに盛りつけられている。赤みがかった濃のう厚こうそうなクリームは確かに美味おいしそうだ。おそらくはいつもよりグレードの高い店で買ったのだろう。

　どっちにせよ……確実にカードを持て余している事は明めい白はくなメニューだった。

　俺おれ達たちは席について、ひとまずは背せ伸のびした昼食をいただくことにした。







「んー、やっぱりおいしかった」

「すごい贅ぜい沢たくをした気分になりますねー」

　空からになった皿さらの前で、俺おれ達たちはほくほくとした顔で呟つぶやく。

　味も量も大だい満足。

　うん、やっぱりこれくらいの幸せの方が身の丈たけにあってるというものだ。

「私、お水取とってくるね」

「あ、すみません」

　俺が行こうかと思ったのだが、先輩はもう席を立ちすいすいと進んでいってしまった。

　立ち上がりかけた腰を落とし、手持ち無ぶ沙さ汰た。とりあえずは先ほど買ったばかりの白はく桜おうウィークリーに再び目を通す。今度は中身だ。

　バスケ部が全国大たい会かい出場だとか、甲こう子し園えんの話題とか、夏も近いとそんなスポーツ系けいの特集が自然と紙面を大きく支配してくる。

　その中に海外留りゆう学がく組ぐみの情報も載のっていた。

「あ」

　これは……あれだ。ゲンブの幼おさな馴な染じみである人物、彼の名前と活かつ躍やくが大きく掲けい載さいされていたのだ。海外でもしっかりと成果を残して活躍しているらしい。立りつ派ぱな努力家かなんだな。

　別ページにインタビューだって？

　えーと、なになに────────

「なにか面白い記事でもあった？」

　そこで先輩が水を注ついだコップを持って机に戻ってきた。

「……ええ、なかなか興きよう味み深ぶかい記事が」

　そう言って俺は椅い子すに腰こし掛かける先輩に紙面を差し出した。

　そこ掲けい載さいされていたのは、彼が【瞳ひとみのエトランジェ】を手にしてさわやかな笑顔を披ひ露ろうしている写真だった。
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あとがき

　だいぶお久しぶりです、広ひろ沢さわサカキです。

　今回は以前の刊かん行こうから長めに間が空あいてしまいました。今こうして無ぶ事じに皆様に青春革かく命めいの第二巻をお届けできたこと、心より安あん堵どしております。申もうし訳わけないです。なんとかして次回刊行時までにヘイストを習しゆう得とくしておこうと思います。

　さて、自分の話で恐きよう縮しゆくなのですが、僕は作品を執しつ筆ぴつしている最さい中ちゆうに悩んで筆ふでが止まってしまう事が多た々たあります。その原因は主に話の伏ふく線せんやギミックを考えている時。要は理り屈くつの部分ですね。しかし不ふ思し議ぎな事にキャラを描く時、実際にキャラを動かす場面は、それが特に練ってもいない突とつ発ぱつ的てきな新キャラであってもさらさらと筆が進みます。

　デビュー作である『アイドライジング！』はもちろんのこと、この『青春革命』シリーズもその傾向が顕けん著ちよです。特に麒き麟りん堂どう先せん輩ぱいとスザクは掛け合い会話のみの感覚で書き進めたにも関わらず非常によくキャラが立ってくれました。

　一巻というのはどうしても世界観かんの説明やら序じよ章しようとしてやるべき事を詰め込まねばならないために、自然とそのポジショニングでキャラが固まりやすくなります。しかしこの二巻を経てもただのポジショニングキャラに留とどまらなかったスザク、最後の最後で別の一面を見せてくれた麒麟堂。ともに練りがいのある愛あい着ちやくの湧わく形へと成長を遂とげてくれたのではないかと思います。創そう作さくは日ひ々び勉強ですなー。

　では、ここらで軽く宣せん伝でんをば。

　拙せつ作さく『アイドライジング！』が二に大だいコミカライズです！　一つは藤ふじ島しま真しんノ介すけ先生の描く本ほん編ぺんをなぞったストーリーコミック。もう一つは影の主しゆ役やくとも言えるハセガワ・オリンを主役に据すえたスピンオフコミック。こちらの作さく画がは風ふう華かチルヲ先生が担当しております。

　両コミックとも電でん撃げきG's magazineにて絶ぜつ賛さん連れん載さい中ちゆうという財さい布ふに優しい仕し様ようですので、ぜひぜひチェックしてみてください！

　以下、謝しや辞じでございます。

　担当の和わ田ださま、土つち屋やさま。重ね重ね苦労をおかけいたします。ポイントを押さえた指し示じにより作品の精せい度どは高まったと強く実感できました！　そしてイラストを担当してくださったＣＵＴＥＧさま。ご多た忙ぼうにも関わらず今回も美び麗れいなイラストで作品を彩いろどっていただき、まことに嬉うれしい限りです！　ありがとうございます！

　そして編集部ぶをはじめとした出版に関わった皆様にこの場を借りて御おん礼れい申し上げます。

　ではでは、次は早めに皆様にお目にかかれるよう願っております。





広沢サカキ
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広ひろ沢さわサカキ

１９８４年の神奈川県生まれ。第17回電撃小説大賞金賞を受賞し『アイドライジング！』でデビュー。

最近メガネを買い替えました。

思えばメガネは大好きな属性のはずなのにメガネキャラをあんまり書いた覚えがありません。
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ＣＵＴＥＧカム

美少女、甘い物が大好きなフリーイラストレーター。

よく間違えられますが、カムと読みます。ゲームやアニメ、ライトノベルの挿絵に加え、連載マンガも始まり大活躍中！

HP：*Strawberry Pink*（http://cuteg.exblog.jp/）
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私わたしとあなたの青せい春しゆん革かく命めい。②
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